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本稿 はHJIbH皿1の く英語史〉の紹介であ り,な ん ら独創性 を要求 した り,問 題を提起す

るものでな く,日 本 のAnglicistの 一 人 と して,紹 介,導 入 され ることが 極め て少ない,

Sovletに お け る,英 語 学研 究え の,naiveなassimilatlonの 試 みで ある。 もし何等か の問題

が,提 起 され るとすれ ば,そ れ は,過 去 の斯 学におけ る,ゲ ルマン的,ロ マスン ス的,発 想

とapproachに 対 す る,ス ラヴ的要素 の,言 わば,英 語学的occultationか らでる問題 と考
り

えられ るが,筆 者の現在の姿勢は,前 回のスミルニツキー<C垣MPHH口KMH>に 対 した場
(2)(3)

合 と同 じく,1edegr6z6rodel'6criture的 な ものに止まってい る。 学問的personalityの

cadreのmeshに よ る濾過,分 析,綜 合を試み,通 時的,共 時的 な ソヴ ィエ ト英語 学の把

握,鳥 騒,そ の立体的 な構成 と,願 うには,こ の分野において,乗 つて立 つgiantsた る先達
くの

の肩 もな く,少 な くとも,現 在 は,膨 大な資料の海 を前 に して,浜 辺に,小 石 を拾 う外 な
 の

い。14Jlbl4田 のく英語史〉は,戦 後 の英語史 に関す る正統的 なものが少な く,英 語学概説
くの

的 色彩を持つ ものに,`英 語 史'を 求 め ることが多 いので,そ の傾 向を,均 衡状態 に複 した い

との願 い と,今 一 つは,OEのsyntaxへ の一石 を狙 い,1取 りあげた。

SyntaxはOEに お いては,accidenceに 比 して,知 られ てい る西欧 の文献では,Text的

な ものを も含 めて,扱 われ ることが少 な く,簡 略 に流れ,ま た,比 較的僅か しか,研 究 の名

に値 する ものが,出 され ていない現状 なので,特 にっけ加 えた。

翻案的訳 出を試 みた のは,英 語 史にお けるる常識 とも言 うべ き,最 初 の §50,古 代 英語 のり
(1)B.A.HJ1寿H圭 豆,KCTOPH分AHrJIHHCKOrO5{3blKA,jMOCKBA,1958,366pp.

(2)"ソ ヴ ィ エ トに お け る 英 語 学 一 ス ミ ル ニ ッ キ ー の 古 代 英 語 一,高 知 女 子 大 紀 要VIH,No.2

(1959),pp.37-65.

(3)StephenCipPlnann,TheImageintheModernFrenchNove1:"it(1edegr6zeroderecri-

ture)… …aimsatpurelyfunctio且alandtranslucentmediumwhichwouldbeα 物θαη ∫o

απ θπ4,ηo彦 ゴ7z乙zηyτoζzyα%θ η4勿 露5θ玩 … …1'6crituresereduitalors盒unesortede

moden6gatifdanslequellescaract6ressociauxoumythiquesd'unlangages'abolissellt

αz己∫)rOノ琵4'z耀6オ α`η θz嬬rθ θオ カz8π848Zα ∫oア・ηz8.(italiCSiSrnineナ

(4)``IfIhaveseenfurtheritisbystandingontheshouldersofgiants,,IsacNeuton,

quotedbyPhilipCane,GiantsofScience(NewYOrk,1959)p.1.

(5)戦 後 に 表 わ れ た 英 語 史 のtitleを も つ も の で,standardworkと 見 な さ れ る も の は,Albert

CrollBaugh,AHistoryoftheEng】ishLanguage,(NewYork,1936,)50gPP.の 英 国 版

(Lolldon,1951)を 含 め て も,わ ず か に,FernandMoss6,Esquissed'unehistoiredela

Iangueanglaise(Paris,1947)XV十268pp.と,G.L.Brook,AHistoryoftheEnglish

Language!London,1958)224pp.し か な い 。

(6)戦 後 の も の でpopularな も の は,C.L.Wrenn,TheEnglishLanguage(London,1949)

236PP.SimeonPotter,OurLa亘guageIPelicanBooks,1950)202PP。 の2冊 で これ に,

A.H。Marckwardt,IntroductiontotheEnglishLanguage(Oxford,19421,とM.M.Bryant,

ModemE瓜glishand王tsHeritageINewYork,1948>が 加 え ら れ よ う。
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　　ほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう

Ablautを含めた，母音と子音の，音韻組織までと，§170～§219までの，第2章く英語の起
　く　　

源〉の未尾におかれている詳細なenHTaKcucである。〈古代英語〉において，　CMvaPHauKHB

の手になるcHHTaKcvacよりも，一般概説的性格をもつM」blilllの〈英語史〉のcvaHTaKcvac

が，詳細委曲を尽しているなどは，英語学におけるスラヴ的ironyの，　r6alisationなどと，

片づけられない，今後に侯つsomethingを含むように思われる。

　Terminologyにあてた，訳語は試案であり，在来の，我々に親しい西欧の英語学における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りそれとは，かなり，その一つ一つの術語の内包や，更にまた，術語体系全般にわたって，ず
り

れがあるように思われる。今後の，研究に侯ち，精してゆきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　くの
　本書の成立，その他については，訳出した序と序論に窺えると思うので省き，本書は，

Sovietにおける，英語史に関するThe　standard　workであることと，戦後のく英語史〉交
　　　　　　　　　　　　　くハ
献中において，Moss6，　Brookの線は1・lnHuibで一応culminateしていて，その後に表われ
　　　　くの
たBrunnerは，古典的体系と系列に立ち，違った平面上にあって，　H朋mbのく英語史〉

は，彼には，知られていなかった様に思われることを，附言しておきたい。

序 文

　この本の第四版の発行までに，殆ど，、20年の素月が流れた。この年月の間に，我が国にお

いても，また，諸外国においても，英語史に関する，多くの新しい，研究が，表われた。こ

れらの研究は，言語の発達の過程を，より深く，よりょく，そして，多くの場合において，

新しい視点から，解明する可能性を与えている。これらの新しい研究に照して，以前の本書

の版における叙述の資料の一部は，古い時代のものとなった。斯学の発達の現在の水準に適

応して新しい版が，作られた。この斯学における根本的な問題の幾つかを，私は，この版の

準備に際して，採りあげた。

　本書には次のような課題が含まれている。すなわち，旧版よりも，より多く，言語の歴史

の分野における，実際の学闇的な問題のコースに読者を導き，この問題の解決に，独立して

当れる能力を作りあげるのを促進することである。

　更に，この教科書には，著しく，ゲルマン諸語全般に関する智識が，補足してある。この

新しい分野（部分）は，他のゲルマン諸語，および，他のインドヨーロッパ諸語の中におい

ての英語の位置を，読者が自ら会得するのを助け，又，同時に，英語自身に個有の多くの現

象を，よりょく理解する可能性を与えるであろうσ

　最後に，初版の，構成上の欠点を，完全に改正するように心掛けた。根本的な欠陥は，私

には，次の点にあるように思われる。すなわち，叙述において，第一義的なものと，第二義

的なものが，分離されていなかった。すなわち，学生が，学ばなければならないものと，校

正される材料として，補助的に与えられているものの間の，境界が引かれていなかった。こ

（1）　a6nayT　（2）　（1｝oHeTligecKHth　cTpoth　（3）　llpoHcxo＞K！leHHe　aHrAHvacKoro　fi3blKa

（4）　A．Iil．　CMIxlPHIdl－iKldPI，　」［PEBHEArJIIill］iCKOIIFO　fi3blK　（．　MOCKBA，　1955）　317　pp．

（5）　fiPeAvaCnOBMe　（6）　BBeJleHKe

（7）　F．　Moss6，　Esquisse　d’une　Histoire　de　la　langue　anglaise　／／Paris，　1947J　XV十268　pp．

　G．L．　Brook，　A　History　of　The　English　Language　（London，　1958）　224　pp．

（s）　K，　Brunner，　Die　englische　Sprache，　ihre　Geschitliche　Entwicklung　1　Bd，　（neu　Aufl．，

　TUbingen，　1960）　XXII十416　S．　Vii
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の補助的な資料は，古いテクストの分析と読書に際して，利用されうるものである。この版

においては，補助的，あるいは，資料的な性格をもつているものはすべて，小さい：文字で与
　　　ロう
えてある。

　　　　　　　　　　　　　　　　序 論

英語史の対象 6．　Mnbum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　§1　現代英語を研究すると，我々は，英語の語イ組織や，音韻，および，文法構造に

おいて，現在英語の観点から見れば，全然不可解な無数の現象を見いだす。

　語イ組織の分野においては，英語と，ドイツ語の間には，著しい共通性が明らかになる。

例えば，‘．qeTo’は英語では‘summerPであり，ドイツ語では‘Sommer’である。　‘3HMa’は

英語では‘winter’，ドイツ語では‘Winter’，‘Hora’は，英語では，‘foot’，ドイツ語では

‘FuB’，‘nnHHHblth’は，英語では，‘10ng’ドイツ語では‘lang’；　‘neTb’は，英語では，

‘sing’，ドイツ語では‘singen’；‘c瓢eTb’は英語では‘sit’，ドイツ語では，‘sit5en’であ

る。又，一方において，多くの場合，私は，語イ組織の分野において，英語と，フランス語
　　　くの
の共通性に，気がついた。例えば，‘oceHb’は，英語では，‘autumn’，フランス語では，

‘automne’G‘垂?ja，は，英語では，‘river’，フランス語では，‘riviらre’；‘cKpoMHb磁，は英語で

は‘modest’，フランス語では，‘modeste’；‘MeHfiTb，は英語では，‘change’，フランス語では，

‘changer’；‘ocYlllllaTb’は英語では，‘condemn’，フランス語では，‘condamner’，等である。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　
の罪な例の数は，著しく，増すことができる。この様な対応は，ある程度，フランス語，あ

るいは，ドイツ語を知っている誰にも，客易に認められる。現代英語の範囲において，この

対応を説明することは，不可能ではない。が，この対応の原因は，多かれ，少なかれ，遠い

歴史的な過去に，隠されている。そして，英語の歴史につくことによってのみ，見出されう

るのである。

　又，同様に，言語（英語）の音韻構造の領域において，すなわち，より正確に言えば，語
　　　くの　　　　　　くアラ　　　　　　　　　　　　　　　くの

の，発音と，綴字の間の，相関の分野において，現代英語の観点からは，説明できない非常

に多くの現象が，存在する。例えば，なぜ，sign，　light，　naught，　know，　gnatや多くの
　　　　　　　　　　　　　　　（9）
他の綴字の語において，いかなる音をも表わさない文字が書かれるのか？　なぜeaの文字
　くエめ
結合が，種々な音をspeak，　great，　bear，　heard，　heai’t，の語において，表わしているか？

又．，なぜ，sun，　cut，　butterはおいて，［A］という音は，　uの：文字で表わされ，一方，　love，

son，　brotherの語においては，　oの文字で表わされるのか？

　これら，および，他の多くの類似の問題において，解答は，ただ，言語の歴史的研究によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
ってのみ，見いだされうる。これらの闘題のいくつかは，非常に遠い昔に沈潜を必要とす

る。その時代にこそ，今日の我々まで保存されている現象が，根ざしているのであるから。

　　最後に，無数のこのような現象は，：文法的構造の分野においても，見られる。例え
　　　　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1の

ば，なぜ，名詞foot，　goose，　mouseが，一般的な：規則に反して，複数形を語幹母

（1）

　zation　of　germanic　tribesカ；それである。

（3）　opoHeTHgecKvava　H　rpaMMaTHgecKMth　cTpopt

（5）3Tu　cooTBeTcTB服（cooTBeTcTBHe）　　（6）

（8）　06nacTH　oTHomeHHM　／／06nacTb　oTHomeHHfi）

（の　　coqeTaHHe　6yKB　　　　　　⑫　　yrny6neHHe

co　tpopM　MHo＞KecTBeHHoro　gMcna

本稿においては，§20のsubstratum　theory，§36のceltic　language，　　　　　　　　　§39のsocial　organi一
　（2）　cnoBapHblti　cocTaB

　　（4）06皿HOCTb

fipon3HolueHHe　（7）　HanMcaHHe
　　（9）　3ByK　（10）　6yKBbl　（6yKBaJi

　（13　cymecTBHTenbHhle
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くめ　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　くヨラ

音の変化によって形成する一方，sheep，　deer，の名詞が，単数と同じ型態を，複数形におい

ても，もっているのはなぜであるか？は，現代的観点からは不可解である。あるいは，又，
　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　くの　　　　　くり

なぜ，動詞，can，　may，　wi11は，一般的な規則から外れて，3人称単数，直接法，現在時

制の語型において，弁別的な語尾を，全然もたないのかも不可解である。

　これらすべての現象は，英語の発達の，多少とも，遠い，あれこれの時期に遡り，英語の

発達の研究なくしては，説明されえないものである。

　これらの原因のいくつかには，それを知ることによって，英語の歴史の知識は，英語の老

練な教授者の，理論的な準備における，有機的な構成部分になる。

　　§2　それのみならず，他の配慮も払われている，それは，この様な研究を教授者の準

備に不可欠な要素となすものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　あれこれの言語の研究は，具体的なその言語の資料に対して，現代の言語科学の適用に基

礎をおき，一剣，この言語科学の基礎は，言語学の入門の課程において，学ばれるものであ
　　　　　　　　　く　　　　　ロの
る。例えば，音韻法則の概念のようなものの導入は，この課程で与えられるが，このような
　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
概念は，英語の発達の一定の段階における，英語に起つた具体的な現象の研究に，適用され
　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨ　

るのである。〈言語の語イ組織の発達〉とか，〈文法構造の完成〉や，　その他多くの～般

的な概念が，対応する英語の諸現象に適用される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　ロらう
　それゆえ，英語の歴史の流れにおいて，ソヴィエト言語学の～般的な原理と，現代英語の

具体的な事実の間には，有機的な関聯がつけられている。これらの具体的な事実は，実際に

おいては，学生には理解されているものである。

　　§3　科学的な学科としての英語史の対象は，英語の存在した最：も古い時代から現代ま

での英語の発達の体系的な叙述である。

　英語史の研究は，現代英語を，より深く認識する可能性，すなわち，複雑な発達の過程，及
　　　　　　く　ラ　　　　　　　くユフ　

び，種々な事実の相互作用の結果として理解する可能性，又，他の言語の中における，英語

の位置を規定する可能性を与える。
　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の

　これと並んで，英語史は，英国史，および，．英町学史に対する緊要な補助学科でもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ユラ
英語史の課題は，その事実の記録ばかりでなく，英語の発達の合法則性の確立である。
　　　　　　　　くヨ　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　く　いう

　言語における変化は，国民の言語活動と，創造において，行われる。そして，国民の生活
　　　　く　の
の種々の面と関聯している。それと同時に，この関聯は，非常に複雑で，多様であり，英語
　　　　く　う
の種々の面に，様々に，現われることをも又，以上の事と共に，注意することが必要であ

る。また，次の事を考慮するが妥当である。すなわち，あらゆる場合において，英語の発達を

ω
㈹
㈲
⑧
⑪
⑯
働
㈲
⑳
町
回

KopHeBoH　rnacHbl

enHHcTBeHHoe　gvacno

（2）　u3MeHeHHe　（KopHeBoro　rnacHoro＞

　（4）

l13bfiBliTenbHblH　HaKnOHeHHe

fi3NKoBengecKafi　HayKa

onpeneneHHbm　gTan

rnaron　bl　｛rnaron　）

　　（7）

（9）　3BYKOBOva　3aKOH

（5）　　JIK王工a　（JIH鼠0）

HaCTO別耳ee　BpeM兄

⑩nOH分THe
a2）　pa3BvaTHe　cnoBapHoFo　cocTaB　fi3blKa

coBepllleHcTBoBaHHe　rpaMMaTHgecKovo　cTopofi

coBeTcKoe　fi3blKo3HaHHe　a5　06ulHti　npHHuvall

B3aHMOJ［evaCTBHe　pm　HcTopzfi　AHrnvath

n耳。叩nπ照a　　⑳3aKoHoMepHocTb　　㈱
pegeBafi　AefiTenbHocTb　e4，　co3HaHHe　？S　cTpoHa
copepa

　　　ae　opaKT
a9）　vacTopvafi　aHrnHlicKova　nHTepaTypbl

M3MeHeHvafi　（M3MeHeHvae）
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　　　　　　ロラ
動かしている力を，設定することが，必ずしも容易とは限らない。それゆえ，例えば，語イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
組織の発達が，英語の使用する人の，社会的な生活の条件から，比較的容易に説明されるとし
　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

ても，音韻組織の発達に関しては，問題は，よりずっと，難かしいことが分る。この分野に

おいては，今後の研究を必要とする，まだ多くの未解決の問題が残っている。

　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§4　英語史は，他の諸科学と接触している。英語史は，英国民の生活の，具体的な歴

史的条件と，英語の発達との関聯において，英国史に立脚している。英語史は，現代英語を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　この　　　　　　くの
研究している，他の諸勢学一理論音声学，文法論，語イ論とも，密接に関聯している。英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
語史は，英語の発達における，音韻現象，交法現象，および，．語イ的現象を褒わし，又，英
　　　　　　くユの　　　　くユリ
語の現在の体系の起原を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
　　§5　英語の発達の研究において，この発達の，一般的な方向についての問題が，当然

起ってくる。英語の：文法的構造は，すべての言語におけると同様に，その歴史において，漸

進的に，発達している。この発達は，まさに，何によるものであるか？英語の語イ組織は，

．英語の歴史を通じて，変化し，又，豊かになってきた。この本の叙述の展開につれて，この

様な問題，および，他の類似の問題を，我々は，取扱わなければならない。この際，このよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヱの
うな多くの問題に関して，斯学における，色々な見解が，述べられていることに，注意しな

ければならない。可能である場合には，我々は，この本の叙述の中で，これらの問題を考察

し，現在の観点から，根本的な問題を，特に注意する積りである。

　　§6　本書における英語史の記述は，次のシステムにより，組立てられた。各章の最初に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
おいて，ある一定の時間に，その中で英語が発達してきた，具体的な歴史的事情が叙述され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　　　　　（17）

る。更に，これと密接に関連して音韻の発達および，正字法の変化の叙述が続いている。各

篇は，文法構造と，その時代において，そこに生じた変化の叙述で，終っている。本書の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
このような構成は，各時代の，英語の完全な，又，全面的な特性をなるべく与えることを目

的としている。

勒
党

（
昌
＝
口総語諸ン

　
マルゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
　　§7　広大なインドヨ・一ロッパの語族，この語族に，ヨーロッパの諸語＊の圧倒的多数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
は，属しているのであるが，この印欧語族は，いくつかの下位語族から成っている。ゲルマ

ン語は，この下位語族の一つを構成している。

（1）　llBU＞1〈Y－He　CHnbl　（ABva＞KHIIIafl　CHna）　（2）　06HleCTBeHHOe　6blTHe

（3）　tpoHegHTecKHti　cTpoti　（4）　06nacTb
（5）　HayqHble　nHcuHfiauHbl　（HaygHafi　AHCIIwnrmHa）　（6）　TeopeTvagecKafi　｛1｝oHeTxKa

（7）　TpaMMaTHKa　（8）　AeKcHKoAorgfi　（9）　neKcHgecKHe　fiBneHlifi　（neKcHgecKoe　fiBneHHe）
（IC｝　coBpeMeHHafi　clicTeMa　f13blKa　aD　ilpoHcxo」L＞KeHMe　a2）　HaRpaBneHHfi　（Ha”paBneHHe）
⑬　　cy》KneHHH（cy＞KAeHHe／　　　　a4　HcTopHqecKafi　o6TaHoBKa　　　　a韓　ΦoHeTuqeclくoe　pa3BHTHe

aaj　opopovpatpHfi　aO　H3MeHeHHe　B　op（1）orpa（PHva　aS　xapaKTepHcTliKa
aS　oB－He　cBeneHHfi　o　repMaHcKHx　fi3blKax　foBlllee　cBeAeHtie）’

eO）　MH」LOeBPOffetiCKafl　CeMbfi　fi3blKOB　tzO　BeTBva　（BeTBb）

＊　ブイン語，エストニア語，マリン語，モルドゥヴァ語，チュヴァシ語；グルジア語，アゼルバイ
　ジアン語や若干の他のカフカースの言語；ハンガリー語やバスク語は除かれる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　現代において，ゲルマン諸語は，多くの国に拡がっている。ドイツ面一ドイツとオース
　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
トリアと，スイスの一部，』オランダ四一オランダ，スエーデン語一スエーデン，ノルウ
　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ

ェイ語一ノルウェイ，デンマーク語一デンマーク，アイスランド面一アイスランド，

英語一英国ばかりでなく，又，アメリカ合衆国，カナダ，オーストラリア，および，大英

帝国の諸聯邦の諸国の一部にも，又，拡まっている。

　古代においては，ゲルマン諸語の拡散地域は，非常に，限定されていた。それゆえ，一世

紀においては，ゲルマン語は，現代のドイツ，および，ドイツと密接に隣接している地域，

および，スカンディナヴィアにおいてのみ話された。「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフラ
　ゲルマン語は，非常に多くの特徴によって，三つの支語族に，分割される：1）東ゲルマン
　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　くユの

語族，2）北ゲルマン語族，3）西ゲルマン語族。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユラ
　東ゲルマン語族は，すでに，何世紀もの聞に，死語である。古代東ゲルマン諸語から，我
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
我には，唯，一語だけが，良く知られている。すなわち，ゴート語である。この言語で＝書かれ
　　　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1窪）　　　　　　　　　　　　　　 （15）

た膨大な書写交献が，我々に，残っている：4世紀に，ゴート族の司祭，ヴィルフラによつ
　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の
て，ギリシャ語から訳された福音書である。すべての北ゲルマン，および，西ゲルマンの諸

語は，今日に至るまで，保存されている。ゲルマン諸語は，印欧語族の中で，根本的ないく
　　　　くユアう
つかの特性によって，特別な支語族として，分離される。この特性の存在は，あれこれの言
　　　　　　　　　く　ラ
語を，ゲルマン支語族に帰するための規定となる。このような特性は，後に，研究されるで

あろう。（§15および，以下）。

　　　　　　　ロ　　
古代ゲルマン諸族と，その分類

　　§8　ここで，どの様な種族が，古代ゲルマン諸語を話していたかの問題にもどる。研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
されているこの時代における，古代ゲルマンの種族は，〈未開〉の術語で示される社会的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
発展段階に見出される。エフ，エンゲルスは，そのく古代ゲルマン族の歴史に関して〉の，
　　　　く　ラ
最初は原文で，1935年に，ロシア語の醗訳で，発表された，特殊な小論：文で，又，その著作
　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
く家族，私有財産，および，国家の起原〉の，7章と8章において，古代ゲルマン種族の社

会的構造と，ゲルマン国家の発生の，詳細な特性を与えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの　　　く　の
　　§9　古代ゲルマン族に関する我々の概説は，古代の作家の証言に基いている。彼等は，

種々の理由によって，ゲルマン族に興味を持っていたのである。
　　　　　　ゆアラ
　これ等の著述家の中で，もっとも古代の者は，ギリシアの旅行家であり，また，天文学者
　　　　　　　ロの
でもあるピィフィ（あるいは，ピチェァス，Pytheas）は，マシーリアの出であり，（今日のマル

（1）　HeMeUKHva　fi3blK

（4）　HOPBeMくCKH首　只3blK

（7）　rpyfi”bl　（rpynna）

（9）　CeBPHOrePMaHCKvae　fi3blKH

価rOTCK雌fi3blK
Q5　BynbC）lina

ag　repMaHcKafi　BeTBb

tzO　op．　DHrenbc　　　　　　　　　22　K　ncTopvava　zapeBHe　repMaHileB

？di　npoHc］　o＞KAeHne　ceMbH，　gacTHova　co6cTBeHHocTH　va　racy．aapcTBa

⑫岱　　CB照双eTe匪bCTBa　（CBHムeTeJlbCTBO）

　　（2）　rOJ！JlaH双CIくH遊分3bIK　　　　　（3）　皿BeACKmb　fi3blK

　　　（5）　AOTCKHth　f13blK　（6）　vaCnaHACKvava　fi3blK

　　（8）　BOCTOUHOrePMaHCKHe　fi3hlKH　（Sig．　fi3blK）

　　　　　　（10　3alloJIHorepMaHcKvae　fi3hmli　（ID　MepTBblR　f13blK

　aS　nHCbMeHHblva　RaMfiTHHK　a4　rOTCKmb　ennCKOn
aa　eBaHrenHe　aO　xapaKTepHble　llpH3HaKH　（xapaKTepHblti　Bpva3HaK］

　　　aS　npeBHerepMaHcKHe　n”eMeHa　？O）　BapBapcToBo

　　　　　　　　　　　　　　　　　2a　nonaKHHHK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ceS　fiHcaTenb
　　　　　　　　izO　aBTop　tzS　rlvaopb
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　　ロ　
セーユ）紀元前4世紀の人であった。彼は自分の船で，ヨーロッパの西岸を廻航した。そし
　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

急ラ0㌣シを諭した・そして・多分ノミルチそ、癖齢したであろう・ピシアスの著

作は，我々には，残されていない。唯，わずかの断片が残されている。これらの断片は，画
　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

紀的な著作く地理学〉の著者（紀元後1世紀），　ギリシアの地理学者ストラボンや，老プリ
　くお　

ニーの諸著作に引用されている。

　次の時代の著述家は，ローマの政治家であり，司令官でもある，作家，カイ，ユーリー，セ
　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
ザール（B．C，100－44）である。そのガ〈リア戦記覚え書〉（“Commentarii　de　bello　gallico”）
　　　　　　　　　　　　　　　くユユラ
において，シーザーは，ライン河において戦闘し，交渉があった，ゲルマン族に数章をささ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
げている。ゲルマン族はく氏族，種族として〉生活していたというシーザーの記述は，この

時代には，ゲルマン族には，氏族制度が存在していたことの，明確な証言であるので，最も

貴重なものである。シーザーのこの著作から，ゲルマン族は，この時代においては，遊牧民
　　　　ロの
の生活様式を営んでいたことを知る。シーザーより，約一世紀後に，老プリニー（23－79，
　　　　　　　　　　　　　　くユの
A．D．）は，その大著く博物学〉（“Naturalis　Historia”）において，ゲルマン族について書

いた。プリニーは，エンゲルスが模範的であると言っている，ゲルマン種族の分類を，我々

に残した。

　　§10　プリ＝一によって与えられた，紀元後一世紀のゲルマンの種族は次の六つのグル

ープに分けられる。
　　　　　　　　ロ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユアラ　　　　　　　　　　　く　ラ

　　1　ビンデル族（この中には，特に，ゴート族とブルグント族が入る）；彼等は，ゲル

マン族によって占有されていた地域の東方の地に生活していた。
　　　　　　　　　ロ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りの

　　2　イングボン族（あるいは，イングベ甲屋ン族）；彼等は，ゲルマン族によって占めら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
れていた地域の北西部に住んでいた。すなわち，現代のオランダを含む北海の沿岸地域であ

る。

　　　　　　　　　（22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）

　　3　イステボン族（あるいは，イスケボン族）；彼等は，ゲルマン族によって占められて

いた南方の地域に，すなわち，現在，南部ドイツの地域に住んでいた。

4　ゲルノミオン（あるいは，ゲルミノン族）；彼等は，ゲルマン族により占められて

いた地域の南部，すなわち，現在の南ドイツに住んでいた。

5
　　　　ロわ　　　　　　　　　　　　　　くコの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　

ペーフキン及びバスタルン族；ルーマニアの古代民族ダク族と隣接して居住してい
　　　　　　　　　　（27）．

た（すなわち，現代のルーマニアの地域に）。

6

を引用して，エフ，

の分類に唯一つの訂正を加えた。彼は，プリニウスの第5番目の種族（ペーフキン及び，バス

タルン族）は，第1番目のヴィンディル族をも含むべきであることを示した。このためには

　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

ギルレビオン族，スカンディナヴィア半島に居住していた。プリニウスのこの分類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ラ
　　　　　・エンゲルスは，ドイツの有名な言語学者ヤコブ・グリムに続いて，こ

（1）　1＞lapcenb　　　　（2）　J工a一瓢aH田　　　　（3）　BaπTH旨cKH亘Mope

（4）　COgliHeHKA　（COgHHeHHe）　（5）　OTPblBKH　（OTPblBOK）　（6）　reOrPa（i｝lifi

（7）　CTpa60H　（8）　IJInMHH”　CTapmHva　（9）　Kava　rOnHti　Ue3ap
（lo）　3anHcKa　o　vaa」bcKoti　BOptHe　（11）　PaptH　a2）　ponbl　u　poAoBble　coK）3

a3　poaoBoti　cTpork　adi　KogeBoti　06pa3　）KM3Hli　aS　EcTecTBeHHafi　HcTopKfi

ae　BHHJ［nbl　an　rOTbl　ag　6YPrYHJLbl　asi　HHreBOHbl　zaO）　HHrBeOHbl

購躍緊1加漁撒欝濫藩欝課1⑫1，曇鷺∵鱒吻甲
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二つの考慮が払われている。第一は，第5群の種族は，ヴィンディル族と同様に，東：方に住

んでいた。第二に，プリニウスは，この群にいかなる一般的な名称を与えずに，その構成に

表われる唯二つの代表的な種族を挙げている。　（ペーフキン及びバスタルン族），　それ故，

もし，プリニーの第5群の種族を第一群に含めるならば，我々は，次のようなゲルマン族の

分類をうる。

1）ヴィンディル族，2）インゲボン族，3）イステボン族，4）ゲルミオソ族，5）ギル

レヴィオン族。

　　§11紀元前一世紀のプリニーによって行われたこのゲルマン族の分類が，根本的に

全く言語的な性質にもとずいて19世紀の言語学者によってなされたゲルマン諸語の分類とい

かなる関係を有するかを，今や説明すべきである。もしこの二つの分類が両立することが容

易に分かるならば，これは，プリニーの分類の確実さのより一一層の証拠となるであろう。こ

のようにして，エフ・エンゲルスは，：二つの分類は，全く自然に次の型に重ねられると述べ

ている。＊

　　　　　ゲルマン種族　　　　　　　ゲルマン諸語

ー
ウ
μ
Q
」
4
戸
D

ヴィンディル…………………東ゲルマン語

1三gr．／．／一一一一瘤

ギルレヴィ：オン………………北ゲルマン語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユう
それゆえ，プリニーにより提起されたゲルマン種族の分類と，19世紀の言語学者によって研

究された古代ゲルマン諸語との比較研究は，プリニーの分類の正しさを証明する。この分類

は，現代には一般に認められている。

　プリニーより後の次の時代には，ローマの著述家が，ゲルマン語族について書いている，
　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨラ

高名な歴史家，コルネリウス，タキトスである。彼のあまり大部ではない著作くゲルマニ
くの

ア〉（完全な表題．“De　situ，　moribus　et　populis　Germaniae”）と2世紀にわたる古代ゲル
　　　　　　　　　　くの
マン諸族の社会的な構造の特徴を与えている。タキトスの著作を，エス・エンゲルスは十分

に，その著作く古代ゲルマン種族の歴史について〉において用いている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　　　　　　　　　　　　　　　ゲルマン種族の文字

　　§12古代ゲルマン種族の文字について言えば，私は，まず第一に，この種族が使用し
　　　　　　　くフラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う

たアルファベットを考察する。第二に，主要な書写：文献を考えてみよう。

アルファベット

　　§13　ゲルマン族は，その独自の書写交献の創作に際して，三つの異なるアルファベッ

トを用いた。そして，これらのアルファベットは，時代的には，三重なっている。

（1）　A3blKoBenbl　（s3blKaBeA）　（2）　licTopHK　（3）　KopHenHti　TallMT　（4）　FepMaHfi

（5）　06mecTBeHHbth　cTpoth　（6）　HHCbMeHHOCTb　rePMaHcKHX　fiaeMeH
（7）　aJI（1）aBHThl　ranipaBHT｝　（8）　fiHCbMeHHble　naMSTHvaKH　｛fiMCbMeHHblti　naMfiTHHK）

＊／．O．　3Hrenbc．　HcTopHH　ApeBH｝lx　：epMaHlleB，　MocKBa，　1938，・21’ 垂吹D’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
古代ゲルマン：印字で書かれた一番古い文献は，いわゆるルーン・アルファベット，すなわち，
　　　　く　ラ
ルーン文字で書かれた。ルーンアルファベット，すなわちルーン文字のアルファベットは，

我々には親しいアルファベットには似ていない。それゆえ，例えば〔a〕の音を示すルーン
　くヨラ

文字は，Fのような外観を持ち，　〔e〕の音を我々はルーーン文字Mで表わす等である。ずっ

と以前から，ルーンアルファベットの起原の問題が起つたのは当然である。たとえ，一致し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
たこの問題の解明は，現代までえられてはいないとしても，研究者達の意見は，大体，次の点

に帰している。すなわち，ゲルマンのアルファベットは，ラテンアルファベットから借入さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
れたか，あるいは，おそらくは，ラテン語に近い，ある他のイタリック語のアルファベット

から借用されたものであろう。ル・一ン文字において，ラテン文字がうけた，この変容は，大部

分は，後期の古代ゲルマン族における文字の書き方によって説明される。問題は，最初に，
　くわ　　　　　　　　　　　　　くの

交響は，なんらかの染料によって書かれることはなく，木や骨に刻まれたり，あるいは，石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　う
に刻まれたのである。木に刻む場合は，あれこれのラテン文字の形からでた，完全な線は書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
かれなかった。それゆえ，例えば，水平な線は引かれなかった。たとえ，彫刻用の道具によ

って，水平の線が引かれるとしても，すなわち，木の繊維の間に道具で，水平な線が引かれ

るとしても，その道具は，ただその繊維をたがいに分けるだけである。が，彼がその刃物を

引き出せば，線維はふたたび1線になってしまい，いかなる線も引けなくなる。これゆえ，
　　　　　　　（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）

ルーン文字の構成においては，水平な線がないのである。ルーン：文字は斜線で代用されている
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
のである。非常に骨折って，木に，曲線を刻むことができた。それゆえ，その曲線は，ロー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
マ文字の線で代用されるのである。ルーン文字のいくつかの他の特性は，まだ，十分に説明

されていない。それゆえ，ルーン：文字においては，上から下の隅に行く線，曲った線は，さ

けられている。曲線は短縮され，そして，下の隅，あるいは，上の隅からただ，その文字の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
線の八間までしか達していない。ラテン交矧を，ルーン文字に変える実例としては，次のよ

うな場合があげられる。Eは，麗になり，　H一は目，　Sは多，あるいは鞠となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
　　ラテン文字のDからルーンの記号艶が発達した。これは歯茎無声磨擦子音（現代英語の

thinkあるいは，　pathの場合における〔θ〕）を表わす。

　　ルーンンルファベットの創造された時代と場所は，はっきりとは定められない。が，こ
　　　　　　　　　　　　　　く　う
の文字は，ゲルマン諸族の植民地が，ローマ帝国の植民地と接触する地方で大体，紀元後豆

一皿世紀に，創られた（すなわち，ドナウ河の流域で），ということが推測されるだけであ
　　　　　　　　　　　　　く　　
る。最も初期のルーン交字は，明らかに，この時代にまで遡る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　エ　
　ルーンアルファベットは，多様なゲルマン三族によって用いられた。ゴート族，アングロ
　　　　　ゆわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ

・サクソン族，そして，スカンディナヴィア諸族によって。ル・一ンの文字は，非常に多くが，
　　　　　　　　　　　　　　　く　の
スカンディナヴィア半島の大きな石碑に残っている。又，動かすことのできる物にも，文字が

（1）　pyHHgecKMpt　ailfpaBptT　（2）　pyHbl　（3）　pyHa　（4）　MHeHHe　HccnenoBaTeneth

（5）　MTanMfiCKHti　a”｛i）BnTa　（6）　PYHHgeCI〈Oe　rrffCbMO　（7）　6YKBbl　（6YKBa）

（8）　KpacKa　（9）　HagepTaHHe一一一inscription

（10）　ropM30HTanbHble　nMHIili（rOPH30HTanbHafl　aHHma）　（11）　cOcTaB　pyHHgecKHx　6yKB

a2）　Kocble　nMHHIi　（1〈ocafi　”HHHfi）　G3　KpliBble　nMHvava　a4　pyHHgecKoe　nHcbMo

aS　oco6eHHocTH　（oco6eHHocTh）　aaj　nepenenKa－alteration
aO　nepeAHef13blgHblti　rnyxopt　meneBol”1　coraacHbM　ag　TeppHTopHfi

鱒」、HaAnKcli「Ha双fiucb〕～inscription（銘刻した文字）　、・⑳　repMaHcKHe　rmeMeHa．

eD　roTbl　e2）　aHr”o－caKcbl　e＄　cKaHnHHaBcKvae’nneMeHa　／　edi　KaMeHff一（KaMeHb）
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　　　　　　　　ロラ　リ　サ　リロラ　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

残っている。　（槍，かぶと，指環等に）。英国には，現在まで，いわゆるル，一ンの十字架が

残っている。（スコットランドの）ルットヴェル村にある大きな石の十字架であり，その上
　　　　　　　　　　　　くの
に，十画面に関する，宗教詩の一部分が，ルーン文字で刻まれている。他の有名な初期の英
　　　　　　　　　く　ラ
国にあるルーンの：文献は，鯨の骨で作られた小箱（その持主の名にちなんで，いわゆる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ　　　　　　　　　　　　くらう
〈フランクの小箱〉と呼ばれているものに書かれた文字である。）この碑文は，鯨の骨に関す
　　　　　　　　　　　　く　う
る．テーマのいくつかの戦争詩である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　その後，ルーンアルファベットは，種々のゲルマンの種族において，様々な変容を遂げて
　　　　　　　くユエラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の

きた。新しい交宇が補足された。そして，いくつかの古いものは，慣用からすたれた。それ
　　　　　くユの　　　　　　　　　　　くユリ

ゆえ，〈古代〉とく近代〉のルーンアルファベットを分けるのが慣例である。

　　アルファベットの第二の時期，これを我々は，ゲルマン族において見るのであるが，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　くユらう
れはWu面aのゴートアルファベットである。　Wulfilaによってなされたゴー・一　｝語による聖書
　　　　　　　　　　　　　　　く　う
の翻訳は，独自のアルファベットで書かれている。この基礎となっているものはギリシア・
　　　　　　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの

アルファ．ベットに，いくつかのラテン。アルファベットと，ルーン・アルファベットを補足．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　う

したものと考えられる。現代におけるゴート語のテクストの転写版には，ラテン語の用い

られるのが慣例である。

　アルファベットの第三，そして，最後の時期のゲルケン諸族が用いたものは，ラテンのア
　　　　　　　　　　　　　　ロの
ルファベットである。書く技術の変化と関連して，ラテン交字は，ルーソ交字を出塁した。
　　　　　　　　　　く　ユラ　　　　　　　　　く　ラ　　　　　く　ラ

（刻む技術は，羊皮紙とかパピルスえ，染料を加える技術と交替した。）そして，キリスト
（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）

教の広布と関連して，ラテン語で書かれた，キリスト教の種々の写本が表われた。ラテン。
　　　　　　　　　　　　　　　くヨアラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ

ァルァベッ．トは，古代ゲルマン語に存在していた，すべての音を表現するためには，当然適

していなかった。それゆえ，ラテン・アルファベットは，あれこれの古代ゲルマン語の具体
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼの

的な音声状況に依存して補足されたり，調整されたりする過程を経てきた。磨擦子音〔θ〕の

表示のために，特別に，かつてラテン文字のDから生じたルーン：文字の駐が用いられた。古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）

代英語におけるラテン・アルファベットの紹織と音声と：交字の関係は，§48と§50で詳説さ

れ、る。

ゲルマン諸語の書写文献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
§14一番古い書写文献は，すでに述べたように，ルーン碑交であり，その一部は，恐

ω
㈲
＠
α
っ
鰺
⑱
⑳
幽
鋤
㈲
勧
㈱
＊

KDfibe’　（2）

pe”lirHo3Hafi　nogMa

CTHXOTBOPHble　CTPOKH

田五eM～helmet

HOBble　3HaKH　（HOBblti　3HaK）

roTcKHfi　antpaBHT

Ao6aBneHvae　a9）

TeXHvaKH　fillCbMa

xpucTaHcTBo

　　　　　（3）　Konb“o
（6）　PYHHgeCKvafi　fiaM”THHK

　　（！0）

　　　　a2）　yfioTpe6neHHe

aa　cBoeo6pa3HblM　anopaBHT

〈4）　PYTBeXCKHti　KPeCT

　（7）　HaJLnHCb　（8）　HaJlnvaCb

BHnOva3MeHeHMfi　（BHnOH3MeHeHHe’）

Qaj　cTapuimb　a4　MnaAillnn
（10　rpegecKHB　an（1）aBHT

”aTHHcKHe　TpaHcKplinuvati　｛naTMHcKafi　TpaHcKpHiluHfl）

　　　　　　　　　　　el）　rrepraMeHT　？2）　nanvapyc　ceaj　KpacKH　rKpacKa）
　　　　　　　　　25　TeKcTbl　CTeKcT）　9a　naTHHcKHit　fi3bxx
　npeBHerePMaHcKm“1　fi3blK　tz8）　va306pa＞KeHHe
　tpoHegHTecKHe　ycnoBvafi　（opoHeyHTecKoe　ycnoBue）　（30）　fiepe，aHefi3blgHblti　mexeBoti

　cucTeMa　naTvaHCKorO　antpaBHTa　ig2）　3ByKO－6yKBeHHble　cOoTHomeHma
　pyHligecKHe　HanfivacH　（pyHHgecKafi　HannHcb）

　ゴート語のプ．ル．ラァベットを，いわゆるゴチックと混同してはならない。ゴチック交字は現在のド

イツ語の文献に用いられ，またラテン交学の変種である。（原註）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
らく，2，3世紀に遡るものであろう。しかし，これらは，多少とも，断片的な写本であり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨラ
完全に，古代ゲルマン諸語の構造に関する推測の材料は少ししか与えない。広く，一貫性あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨう
る書写交献の中で最も古いものは，Wulfilaによるゴート語の聖書である（4世紀）。これ
　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

は，いくつかの手写原稿で保在されている。この中で重要なものは，いわゆるく銀の法典〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　くり
（“codex　Argenteus”，6世紀）でスウェーデンのウプサラの大学の図書館に保存されている

ものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　年代順で次に続く一貫性をもつ交献は，古代高知ドイツ語の〈Hildebraudの讃歌〉であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの　　　くユエラ　　　　　　　　　　　　　く　う
り（8世紀のものであるとされている，叙事詩の断片），また，＜Beowulf＞（古代英語の叙

事詩で，明らかに，8世紀に作られ，我々には，10世紀の手写本で伝えられているもの）で

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　　さらに，古代スカンディナヴィアの叙事詩の写本で，いわゆるく最古のEdda＞の形で
　　　　　　　　くユの
統一されている選集がある。この中には，13世紀に書かれた讃歌が含まれている。
　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　ゲルマン諸語の叙情詩の：文献は，いわゆる頭韻詩で書かれた。この詩形構造の基本法則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエアラ
は，次のように要約されうる。各詩行は二つの行（半幅）よりなっている。が，各半漁には，
　　　　　　　　　　　　　くユの
二つの強勢をおかれたシラブルがある。更に，最初の半行で，一つ強勢がおかれたシラブル

の最初の子音は，第二の肉声における，一つ強勢がおかれた語の最初の子音と一致する。残

りの強勢をおかれたシラブルは，第一の半行の最初の子音と一致する。それゆえ，各詩行に

おいて，最：低2つ，最：高4つの強勢がおかれた，全く，同一一の子音で始まるシラブルがあ

る。例えば次のBeowulfの詩行に見られるように。

　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　　　Wees　se5　rimma　5　i勇st　5rendel　hatan

　　　　（その魔神はグレンデルと呼ばれた）

　　　　　　　　　　　　　　　　のの
　　もし，．強勢されたシラブルが，母音で始まるならば，すべての母音は，互に韻をふむ。

この事は，例えば，＜Beowu1f＞の次の詩行に見られる。

　　　Him　s6　yldesta　andswarode

　　　（彼に最年長の者が答えた）

　　　　　　　　　　　　　　く　ユラ
　　このような，母音相互の頭韻は，恐らく，次のことによって説明される。すなわち，母
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
音で始まる語にあって，母音の前では，特別な音一一いわゆる声帯の閉鎖によって作られる
　　　　　く　の
く強帯気音〉（英語の声門閉鎖音）が発音される。それゆえ，本質的には，この音に，押韻

はその基礎をおいているのである。

（1）　OTPblBOUHble　TeKCTbl　（OTPblBOgHblpt　TeKCT）　，（2）　CY＞KJLeHHfi　（CY）KAeHHe）

〈3）　roTcKoe　eBaHremae　BynbopHnbl　（4）　pyKonMcH　（pyKonHcb）　（5）　Cepe6pfiHhlB　KoneKc

（6）　IIIBellHfi　（7）　Ynca”　（8）　cBfi3Hble　naMfiTHIiKva　（cBH3Hblth　naMfiTHHK）

（9）　1’lecHb　o　rHnbue6paHne　（10）　gnHgecKafi　nooMa　（ID　oTpblB　gnvagecKoti　noeMbl

a2）　6eoBy”bop

aaj　APeBHeMCnaHCKHe　9nHlleCKHe　TeKCTbl　（APeBHevaCnaHCKHth　9nKgeCKHth　TeKCT）

⑯c60pHMK　　⑯llosTHgecKlie　fiaMfiTHffKH（nogTvagecKfith　fiaMfiTH蜘

Qa　annHTepaauoHHblth　cTRx　a”　nonycTH－e　ag　c”or．　q＄　1’peHAeq　．．
ee）．．VnaCH．bl，　H”　3BYK　，　eD　aJli」YiTePallvafi　e2）　TBePAblB　rrPHCTYn．．　．，．　e，＄．　！QnOgO．Bb」e　CBfi3．　U

tz4　cMbgKa t



82 岡部匠L・ No．　11

　　　　　　　　　　　　　くユラ
ゲルマン諸語の音韻的特性

　　　　　　　　　　　く　ラ
　　　第一次子音推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§15’．ゲル々ン語派の最も本質的な特徴は，子音の体系，すなわち，第一次子音推移の
磁である．第欽子音推移の法則で言己述された法則齢，、9世紀の初頭に上品言謹、よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンマークの言語学者ラズムス・ラスクって確められた。この点において，重要な貢献は，

（Pa3Myc　PacK　1787～1832）．と有名な．ドイツの言語学者であり，　民話の採集者のJacOb
　　　く　う

Grimm（1785～1863）によるものである。この法則の最初の体系的な記述は，1882年に現わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びの
れたJacob　Grimmのく“Deutsche　Grammatik’》の第二巻において与えられた。他のイン

ドゲルマン諸語と対応するゲルマン諸語（まず第一に，ラテン語，ギリシア語，サンスクリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエユ　
ット，ロシア語）を対置して，我々は，緊密な類親関係を観察する。この連関は，次の表に

よつて表現されよう。

IE

璽

赴

転

b

音

Gme
　f

胆

動

Lat．

Gk．

Skt．

Lat．

Gk．

Russ．

Lat．

Gk．

Lat．

Russ．

　　　ざ　　　　　　ヲpater　　OTeH．．

pater

Pltar

pl尾…nus　‘HOJ玉Hb崩，

P160s

　　　ロリタnOJIH正）IIH

　　　　　く　　　　リシtres　TPH
treis

樋　‘Tbl，

Tbl

Lat．　noctem‘Hoqb’　（acc．）

Gk．　n夕kta

Lat．

Greek．

　　　　　　　，　　　　く
octO　BoceMb

　okt6

Russ．　c刀a6bl茸

Russ．　60noTo

例

fadar

E．　’father

Gr．　Vater

Goth．　fulls

E．　full

Gr．　voll

Goth．　preis　［erixs］

E．　three

Goth。　P亘

Goth．　nahts

Gr．　Nacht

Goth．　ahtau

Gr．　acht

Gotb．　slepan　‘cnaTb’

E．　sleep

E． pool　‘ny＞Ka’

〈1）　｛PoHeTnueKHe　Oco6eHHocTn　repMaHcKvax　fi3blKoB

（2）nepBiti　liepe60th　coF”acHblxこの子音の推移は第二次推移から区別して第一次と呼ばれるのが

　ふつうである。この第：二次推移は高地ドイツ語の諸方言（七世紀から八世紀のドイツ低地の諸方

　言）において起つた。　（原註）　　　（3）repMaHcKHe．BeTBH．CrepMaHcKafi　BeTBb：｝

（4）　cHcTeMa　cotnacHslx　3ByKoB　’　：’（5）　3aKoHoMepHOCTH　（3aKoHoMepHocTb），

’（6）　cpaBHmenbHblta　fi3blKo3HaHHe　（7）　3acnyra　’（8）　Pa3Myc・PacK　（9）　fiKoB　rpHMM

（10）　HeMeHKaH　rPaMMaTHKa　（11）　TBePnble　COOTHOIIIeHliA　（TBePIIOe　COOTHOIIIeHlie）　’”
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壺

g

bh

dh

9賂

乞

k

b

d

g

Lat．　duo　｛ABa’

Gk．　dyo

Lat．　decem’‘necfiTb’

Gk．　d6ka

Lat．　iugum　‘Mro’

Russ．　Mro

Lat．　gr’＆’num　‘3epHo’

Skt．

Lat．

Gk．

Skt．

Lat．

Gk．

Skt．

Russ．

Skt．

Lat．

Lat．

Russ．

bhratar　‘6paT’

frater

phrtit6r．

bharami　‘Hecty’

fero

ph6r6

madhu　‘MeL’

Me皿

madhyas　‘cpeAHwh’

medius

hostis　‘BpaF’

rocTb

Goth．　twai

E．　two

Goth．　taihun［’tezunコ

E．　ten
Goth．　juk

E．　yoke

Goth．　kavlrn　［korn］

E．　corn

Goth．　broPar

E．　brother

Goth．　bairan［’beranコ

E．　bear
Gr．　ge－btiren‘po＞KnaTb’

OE．　medu

Goth．　midjis

Goth．　gasts

Gr．　Gast．

t－r．　i－m一　t

rOCTも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨラ
　　この表において見られるように，インドゲルマ曜とゲルマン語の子音聞の対応は，三つ

のカテゴリーに分類される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの

　　1　インドヨー一Pッパの無声破裂音（P，t，k）は，『’ゲルマン語においては，無声摩擦音

（蚕，ρ，恥に対応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　るしぐ　ド
　　2　インドヨ；ロッパの有声破裂音（b，d，　g）は，ゲルマン語では無声の破裂音（P，　t，k）

に対応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　（17）

　　3　インドヨーロッパの有声破裂帯気音（bk，　d恥，9遜）は，ゲルマン語の有声破裂音に

対応する（b，　d，　g）。

　　§16第一次子音推移を基礎として表われたすべての個々の対応が，L様に，明白では

ないことは注意すべきことである。まず第一一に，全く確証ある例は，IE．　b－Gmc．ひの対応

にはない。しかし，聾の音は，古くから，ゲルマン語の語において，なぜだか，概して，非

常にまれにしかないことを認めねばならない。　引用された例　（Russ．　cna6bith－E．　sleepと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
Russ．60nOTO－E．　PGol）は，意味の完全なr致に欠．けているにもかかわらず，満足すべきも

のと考えうる。　　　　　　　　　　　．LL・

　　まず第一に，最後の群の対応（IEの有声破裂帯気音二多シレマン語の有声破裂音に対応す

g2！　cooTBeTcTBIifi　（cooTBeTgT￥．nel　’　g．＄．　rnyKye　cMhlgHble，（；ayxo9　cMpil　ublth）．．’1

Q・DMy・・e’m・・eB・1・（・・yk・油・・．…曲　α卵・。躍と帝亭lr賦＿、、，．、．．、、．．

ae，…H・・…Mbl・Hbl・・p騨H・aT6註曲e－二㈱葡晦曝・・ざ・曲寒睡．ん・・i頭d6聯）．
＊：∴芬嘯oは古代ゲルマン語．では無声前舌摩擦ぎを示硫．英語：㊧単語．fhin，　paCh，　t痴蜘．の、1霞の語

　結合によって示される音のように発音される（原註）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
る）を扱う方が適切であろう。問題は，有声破裂帯気音は，事実，サンスクリットのみに見られ

る。しかるに，他のゲルマン語を除くIEの諸言語においては，有声破裂帯気音は一方では，

（ラテン語やギリシア語におけるごとく），無声摩擦音，他方においては，（ロシア語におけるよ
　　　　　　　　　　　くの
うに），無帯気の有声破裂音に対応している。この様な場合においては，この語のインドヨーロ
　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ッパの語形の代表として，サンスクリットに存在する語形をとるのが慣例である。なぜなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ば，サンスクリットは，特に，一番古い子音の状態を保存していると推定されるからである。

　　特に困難なの．は，第一次推移の一番最後の要素である。すなわち，聡の離と，ゲル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
マン語の9の対応である。この場合には，対応するサンスクリットの語形はない。有声破裂

帯気音のgllは，ラテン語のh（hosヒis）と，ゲルマン語の9（Goth．　gasts）の対応に基い
　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　（9）

てのみ，再構されうるのであり，‘敵と‘客’の意味の間の意味連関に関しては，この語の第
　　　　　　　　　ロの
一の意味‘見知らぬ人’から再構される。この意味から，次の二つの意味が発達した。1）
　　　　　くユユラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエわ

敵意ある他人，‘敵’，　2）親しい見知らぬ人，‘お客’。

　　インドヨーロッパおよびゲルマン諸語における第一次推移の法則により再構された子音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
対応は，次のような意味において，科学的に説明される。すなわち，ゲルマン語の音はIE
　　　くユの
の言語基底に存在した，原初の，IEの音の発達の結果を示している。この意味において，
　　　　　　　　　　　くユの
第一次（子音）推移の法則は，次のような定式を使う二IEのpは，ゲルマン語においては，

れこ変った。肥の記は，ゲルマン語においては，璽に変った。あるいは，短かくして

IE．

言
意
藍

〉
〉
〉

Gmc．

f

璽
董

IE．

蝕
岨

弩

〉
〉
〉

Gmc．

璽
竜
翫

IE．

蝕
恥
h

わ
雌
9

〉
〉
〉

Gmc．

ぬ
雌

g

ここでは，記号〉はくに変る〉を表わす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
　　§17　第一・次子音推移の法則に対して，いくつかの補足的な註を，次の場合には加える

必要がある。すなわち，種々の原因によって，ゲルマン語において，第一次子音推移の一般

法則によって期待される発達の結果でない場合を，我々は知っている。

　まず第一に，次の様な対応を我々は認めることができる。

IE． Gmc．

Lat．

Gk．

noctem　‘HOgb’

nyKTa

Goth．　nahts

Gr．　Nacht

（1）caHcKpHT　　（2）3BoHKHe　cMblqHble．6e3　npMEblxaHHfl（npHAblxaHue～帯気）

（3）　KpeAcTaBneHHe　（4）　opopMa　（5）　cocTofiHHe

（6）　cooTBeTcTBy｝olliHe　opopMbl　caHcKp”Ta　（cooTBeTcTBylomafi　opopMa一）

（7）　BoccTaHoBneHHe　（8）　Bpar　（g）’rocTb　’（1（｝　qy＞Ke3eMeg

（ID　BPa）KJEe6Hblti　UY＞Ke3eMeU　a2）　JIPY＞ICeCTBeHHI？lth　gY＞ICe3eMeU

Q3　repMaHcKHe　3ByKH　（repMaHgKHts　3ByK）　aaj　fi3blK－ocHoBa　a5　3aKoH　nepBoro　fiepe60fi

（1）　AononHHTenbHhTe　3aM，egtimas　（AononHHTe」bHoe　3aMeyaHlie）

、狸標一アステリ勉（＊琳・弓勢た音・あ／一る、・）逐語馳テク不．ト（駄）において確謎れず・

　再構されたことを赤している（原註）。　　　　‘’，
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Lat．　octo　‘BoceMb’

Gk．　okt6

Lat．　stare　‘cToflTb’

Gk．　histemi　‘cTaBxio’

Russ．　cTofiTb

ソヴィニ［トにおける英語学

Gr．　acht
Goth．　standan

E．　stand

gs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ
　　ここで，我々は，IEのtは，推移を受けなかったことを知る。すなわち，　Pに変らず
　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
に，ゲルマン諸語において，£の形で残存している。この特別な発達は，与えられた場合に
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう
おいて，この音が現われる，音声環境によって説明される。この音の前には，上のすべての
　　　　　　　　　　　c4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
語において，無声摩擦音（hあるいはS）が立つ。もし音重が，一般的法則に一致して，P

に変るならば，二つの摩擦音の連続結合を使った，子音結合がえられる。が，その様な音結

合はゲルマン諸語において，さけられている。それゆえ，このような場合においては，子音
　　　　　　　　　　くの
の奄は，周囲の音声環境によって推移を受けない。

　　より複雑な現象は，Vemer（BePHep）の興野に普遍化されている。

ヴェルナーの法則

　　§18　ゲルマン語においては，いくつかの場合に，第一次子音推移の法則に対応しない

現象が，一部の子音において見られることは，すでにのべた。すなわち，インドヨーロッパ

の無声破裂音のいくつかの語においては，ゲルマン語では，予想される無声摩擦音ではなく

て，有声破裂音が対応する。例えば，Lat．　pater，　Gk．　pat6r，　Skt．　pitar，　Goth．　fadar，　OE，

faeder；この場合には，　IE．のtは，ゲルマン語ではdに対応している。同様に，　Gk　dekゑs

（dozens）一Goth，　Tigus；この場合には，　IE．　kは，　Gmc．9に対応する。この外見上の第一
　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ク　　　　　　　　　ロの

次推移法則からの例外は，1877年に，デンマークの言語学者karl　Vernerによって与えられ

た。

　　Vernerの法則の名を与えられている法則において，第一次推移の法則に対する次の補
　　　　ロめ
足的定式が与えられている。もしIEの無声破裂音に，アクセントのない母音が先行するな

らば，第一次推移に基いて，これから作られた無声摩擦音は有声化されるる。しかし，その
　　　　　　　　　　くユ　ク　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの

後で，この有声摩擦音は，有声の破裂音に変る。すなわち，ギリシア語pater‘OTeu’に
　　　　　　　　　　　（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

おいては，無声破裂子音奄が，強勢のない母音の後に立つ。このような条件においては，推

移によって、tからえられた無声摩擦音Pは，有声化される，すなわち，有声摩擦音6に変る。

これは，また後に，有声破裂音の“に推移する。それゆえ，このような場合においては，我

々は，第一次推移からの例外を問題としているのではなくて，推移に対して，ゲルマン語

において得られた，子音のそれ以後の発達を問題としているのである。まず，なによりも，

強勢の位置によって，お互に分離している一対の語の対置によって，Vernerの法則の本質

を示すことができよう。

例：Gk．　d6ka，　Russ．　AecfiTb－Goth　taihun，が，　Gk．　dek凌s，　Russ．　necfiToK－Goth．　tigus．

（1）　nepe60va　（2）　BHJz　（3）　（1）oHegHTecKHe　yc”oBHff　（ipoHewrTecKoe　ycnoBHe）

（4）　r”yxoti　llleneBch　（5）　06－vae　3aKoHoMepHocTH　（06mafi　3aKoHoMepHocTb）

（6）　oKpy）KaH）uuHe　tpoHeTwecKHe　ycxoBg・fi　．　（7）　3aKoH　BepHepa．：

（8）　Ka＞KyuEmbc”　licKnK）geHHfl　（9）　AoTcKliva　nHHrBvacT．．　（10），　Kapn　BepHep

＠の　硅）opMy汀H刀oBKa　　　　C12）　3BoHKH曲uエeneBo勲　　　　α跨　3BoHKH益cMblgHNti

a4　repMaHcKoe　cnoBo　ae　rnyxoM　cMblgHbrk　cornacHblva　Qa　HeyAapHblth　rnacHbln
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　　それゆえ，Vernerの法則の作用によって，推移と対応して無声破裂音から生じた無声

摩擦音以外に，第一次推移と関係のない，．一つの無音摩擦音Sが現われる。もし，これに先
　　　　　　　　ロラ
行ずる母音が，強勢を持たないならば，sは，ゲルマン語においては，　zに推移する。更に，

後に，このZは，西ゲルマン，および北部ゲルマンの諸語において（しかし，ゴート語にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
いてではないが）κに推移した。この後者の現象は，ロタスイズムの名を与えられている。

これは，次．のような語の対置によって，弁別的に示されうる。Goth．　hausjan‘hear’一〇E

hierah，　Gr．　h6r6n；Goth．　laisjan‘learn’一〇E，1歪ran．　Gr．1ehren．
　　　　　　　　　　　　　くの　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

　　それゆえに，動詞語学変化の体系において，しばしば見られる現象は，ある語型におい
　　　　　　　‘（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　1
ては，強勢は語根におちるが，他の語形においては，接尾語におち，ある動詞の型態の体系
　　　　　　　　　　　く　う
においては，語根の変異形が用いられ，ヴェルナーの法則に対応する子音によって，互に

分離されているのである。動詞の語型変化の体系の領域にお1、・ては，ヴェルナーの法則に

よる交替撫る．・の交替は樋常，子音の女法的嬉警乎ばれる．文法鮫替の最初の
　　　　　　　　　くユの
体系は，次のような階を含んでbた。f／b，‘P／δ，　h／g，蝕w紳，　s／r。

　　時濾過と共に・この体系は・個々ρゲ・堕ン語，一部は・古代英語におレ’て働らいた

音韻変化の結果として，下味にされたいくつかの要素に存在している。我々は次に，古代英

語め女法的交替め体系を研究しよう。

　　　　　　　　　　　　ロ　ラ
古代英語における強勢の体系

　　§19　ヴェルナーの法則と関連して，ゲルマン語において，再構された子音体系が強勢

の状態に依存していることは，ゲルマン語の起源の問題の解明に対して，第一位の意義をも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユミう
つ，今一つの問題を提起する。事実は，すべてのゲルマン語の書写文献において，その一番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
古いものを凹めて・強勢は，常に語の最初の音節に己れていることである・これは戸

方においては，強勢のおかれていない母音の接尾語の扱いから，他方においては，頭韻から明
　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
らかであ喬。しかるに，ゲルマン語の語を，対応するギリシア，サンスクリット，およびスラ

ブ系の語形と対置することに基礎をおくヴェルナーの法則は，．第一音節に強勢がおかれなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロブ　
つた場合があったことを示している。ここから，一つだけ推測が可能である：最初に，ゲル
　　　　　　　　　　　　ほ　ラ
マン語においては，自由強勢が存在していた。そして，これは，歴史時代の他のIEの諸言語

に残っている。スラブ語，ギリシア語（ある制限を附して），サンス．クトットに。それゆえ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ　　　　　　　　　　　ゆの
我々が，すでに古代ゲルマン書写：文献においてみた，第一音節へ固定された強勢の体系は，強
　　くれ　
勢体系の根本白勺歪イ罐結果縁わし・最初の島由弓鰯の体系の漸しい第暗節へ媚定的強

勢の体系による置換を示している。この転回は，すでにみたように，重大な結果を生んだ。

（1）　YJIaPeHvae　（2）　POTallH3M　（3）　CnPfi＞KeHHe　（4）　CHCTeMa　CllPfi＞KeHHfi
（5）　，，／　tpopMa，　一　（6）　KopeHb　．’．，（7）　．c．y（1）（1）liKc　，．　g8）　．　BapHaHTbl，　（BapnaHT）

（9）’gePelLOBaHHfi　（gePeAOBaHMe）　（1ct　BHA　（ID　opOHeUUTeCKHe　H3MeHeHua

a2）　cucTeMa　yJLapeHlifi　B．一repMaHgKlix．H3blKax

aO　nHcbMeHHble　naMHTH・vaKH　repMaHcKlix　fi3blKoB　aaj　HaganbHblth　cnor　c”oBa

a5　TpaKToBKa　ae　repMaHcKMe　caoBa　aO　BblBoA・　ag　cBo60AHoe　ynapeHMe
a9　nepBblva　cnor’・　eo）　tpvaKclipoBaHHOe　yJzapeHHe　tzO　cHcTeMa　yAapeHvafi

？1　，BblTecHeHHe　”23　oTKpblrke”　’　’　’　．　s
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　　　　　　　　くユラ
Substratum　theQry

（複　層　理　論）

　　§20本質的，かつ特徴的な現象一第一次子音推移，ヴ＝ルナーの法則，ゲルマン語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ
における強勢の体系の変化一は，根本的な問題を提起する。子音体系のどめような変化が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのロ
強勢の一つの体系の，全く異なる原理に基礎をおく，他の強勢の体系による置換を，もたら

すのか？

　　この丁丁は，色々な学者（研究者）によ．つて，色々に解釈され，現代にいたるまで，問

題となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
　　根本的には，明らかに，二つの解釈．の方法の可能性がある。一つは・外部からのなんら

かの影響を受けない，ゲルマン諸語自体において存在する内在的な事実を探求する方法であ

り．，もう轡つは，ゲルマン語の，音韻構造に対して影響を与えた外部的事実からする探究で

ある。

　　まず第一に，この二つの点を詳説しよう。この点では，長い間，複層すなわち，＜底
　くうラ

層〉理論の名で知られている理論が行われていた。

　　根本的なこの理論の内容は，次のようなものである。子音推移と同様に，ゲルマン諸語

における強勢体系の変化は，この言語を話していた種族の社会生活における事件によって引

きおこされた。この理論と一致して，次のように仮定すべきである。すなわち，ゲルマン語

は，インドヨー只ヅパ諸語を話していた種族が，明らかに，ある非インドヨーロッパ語を話
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
していたある他の種族を，部分的に征服した結果型成された。この征服された種族は，勝利

者の言語を習得した。．が，・しかし，その言語を習得しながら，後に彼等が語るようになつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
た，その言語の中に，自分の言語の中に存在するいくつかの発音上の癖を持ちこんだ。この

発音上の癖は，この混合の結果発生したゲルマン語において反映されている。強勢の体系に

関しては，必然的に次．のように仮定される。征服された種族の，最初の言語においては，第

一の音節に定められた強勢の体系が存在していた。この強勢体系は，ゲルマン語に摂取さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
れた。子音の体系に関しては，ここで問題はより複雑になる。有名なフランスの言語学者・
　　　　　　く　ラ
Antoine　Meillet，複層理論の明白な擁護者の一一人は，子音推移の三つの全段階　（無声破裂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びの
音から無声摩擦音，有声破裂音から無声破裂音，有声帯気破裂音から有声破裂音）えの推移

を一つの原則で説明しようとする興味ある試みをなした。すなわち，唇による言語の調音と
　　　　　　　　　　　　　く　わ　　　　　　　　　　　　　　を
比較した，声帯による調音の遅れによる説明である。音声構造面におけるゲルマン諸語の特
　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨラ

性的現象は，このような考え方においては，征服された下層一底層の影響の結果である。何
　　　　　　　　くユくう
ら歴史的な証拠交献が残っていないゲルマン種族の歴史のその様な初期の時代について，い

（1）　Teopvafi　cy6cTpaTa　（2）　npHHIIHfivaanbHblva　Bo”poc　（3）　H3aMeHa
（4）　no益cK　pe正neHHfi　　　　（5）　no双。汲。薩　　　　　（6）　HoKopeHHe

（7）叩・H3H・c・Te”bHble　npHB51qK・　（Hp・H3H・gHTenbHafi叩vaBuqKa）

（8）　oppaHlly3cKHva　nHrBHcT　（9）　AHTyak　IViethe　（10）　fiepexoA　（ID　3afia3nblBaHHe

a2）　HBaeHlifi　oco6eHHocTH　repMaHcKHx　fi3blKoB　Q3　cy6cTpaT
aaj　HcTopvaqecKlie　cBHAeTeasbcTBa　｛licTopMgecKoe　cBH」［eTenbcTBo）

＊　cf．　A．　Methe，　・OcHoBHble　oco　6eHHocTva　repMaHcKOti　rpyrrHbl　f13blKoB　（pycKwt　nepeBoA），　MocKB

　a，　1952，　3gPP＆ff．（原言主）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
かに問題があろうとも，この理論は，歴史的な資料により，確められないし，また，論駁され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
ることもない。この理論はその本来の明旦性の段階の観点からのみ評価されるべきである。
　　　　　　　　　くの
　　二二理論の反対者は，この理論は，確実な確証を使いえず，議論の余地があることを，

指摘し，このゲルマン諸語の発達の内部における，すべての観察される音韻現象によって，

説明を考えることを望んでいる。しかしながら，この研究方法においても，今日に至るまで，

何らかの確固たる結果に達することに成功していない。それゆえ，たとえば，甚だ問題を含

む試みがまだある。それは，強勢の助けによって，意味の実質的な担い手である語の音節，
　　　くの
基幹音節を分離するゲルマン族の傾向によって，強勢体系の変化を説明する試みである。

　この大きな根本的な問題は，将来の研究を必要とする。それと同時に，他のインドヨーロ

ッパ，および，非インドヨーロッパの諸言語の歴史における類似の現象を考慮する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　
西ゲルマン語における子音の二重化

　　§21西ゲルマン語においては，子音の分野において，独自の現象が観察される。これ

は，子音の二重化と名づけられるものである。この現象の本質は，次のようなものである。

すべての（rを除く）子音は，短母音の後にきて，もしその子音の後に」の音がくるならば，

二重化される。すなわち，古代英語においては，seetianくsettan，におけるように。文字で
　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　くの

は，長子音は，子音字の二重化によって示され，この現象を示すために，また，＜西ゲルマ
　　　　　　　　　　くきラ
ンにおける子音の二重化〉の術語も使われている。この過程の音韻的な意味は，明らかに，
　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
先行する子音による，音jの同化にある。この現象は，第二次子音推移，強勢体系の変化と
　　　　　　　ロの
同様に，言語下層の影響の結果を示していることは，かなりありうることである。後にff

は舳になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロユラ　　　　　　　　　　　　　ひの
　　こめ子音の長音化のいくつかの類例は，ウクライナ語に見られうる。例えば，ロシア語

の‘＞lcvaTbe’‘暮し’は，ウクラィ語では，‘〉闇TT只’であり，ロシア語の‘HPH6blTvae’，‘打ち

つける’はウクラィ語では‘npu6yTTfi’である。この点において，先行する子音による音」

の同化と，：文字では，二重の子音字：で表わされる，長子音の型成が起る。

　　古代英語における子音の長音変化の例。

’sEetian

＊steepian

＊
seeslan

＊一Mr．：reeclan

”framian

“teelian

＊seelian

＊cnuslan

〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

settan

steppan

secgan

reccan　（reccean）

fremman

tellan

sellan

cyssan

‘置く’（cf．　Goth．　Satjan）

‘行く’

‘言う’

‘差し向ける，（c£Goth．　rakjan）

‘遂行する’

‘伝える’

‘与える’

‘押す’

（1）　HCTOPKgeCKvae　AaHHble　（2）　CO6CTBeHHaH　Y6eAMTenbHOCTb　（3）　nPOTHBH”K

（4）　KopHeBoth　cnor　（5）　3anaAHorepMaHcKoe　ynnHHeHHe　cornacHblx

（6）　AonrHth　cornacHblti　（7）　ynBoeHHe　coraacHoth　6課目Ba

⑧3a∬o八Ho－repMaHcKoe　y耶oe照e　cor孤ac田x

（9）　accHM田1只叫Mfi　3ByKHa　j　npe八mecTByK）取eMy　cornacHoMy　　　　（1（》　fi3blKoBbl茸cy6cTpaT

O］）　a｝lanorHfi　　　　（吻　　yKpa疑HHCKH覚兄3blK
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＊sweefian　＞　sweffan　＞　swebban　‘殺す’

＊hleahian＞　hliehhan，　hlyhhan　　　‘笑い出す’（cf．　Goth．　hlahjan）

母 音

89

　　§22ゲルマン語に特有な，いくつかの特徴的な現象が母音の領域において見られる。

ゲルマン語を他のIE諸語から分離する特性が，この母音において見られる。
　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　　ゲルマン語の根本的な相違はIEの短母音。とaと，　IEの長母音6と5の変化で

ある。

　　IEの短母音。とaは，ゲルマン語においては，短母音aとして表現されている。す

なわち，

　　　　IE．　　　　　　　　Gmc．　　　　　　　　　　　IE．　　　　　　　　Gmc．

　　　Russ．　fi6noKo　　　　G．　Apfel　　　　　　　　　Lat．　noctem　　　　　Goth．　nahts

　　　Russ．　Hoqb　　　　　Gr．　Nacht

　　　Lat．　ocT6　　　　　　Goth．　ahtau

　　　GIく．　OKt6　　　　　　　Gr．　acht．

　　　Russ．　BoceMb

　IEの長母音6と9はGmc．では長母音5として，表現される。すなわち，

　　　　IE．　　　　　　　　Gmc．　　　　　　　　　　　E．　　　　　　　　Gmc．

　　　Lat．　frater　　　　　Goth．　br6par　　　　　　Lat，　fi6s　　　　　OE．　b16ma

　　　Gk．　phrfit6r　　　　　OE。　br6por

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
　それゆえ，ゲルマン語の最古の時期におけるこの推移の結果においては，短母音のOも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
長母音の昌も表わしていない。その後，この二つの音は，いろいろな源から，種々のゲルマ

ン語に現われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
　　　　　　　　　　　　　　ゲルマン語の母音変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　　　　　　　　　く　ラ
　　§23母音の体系におい｛，ゲルマン諸語は，一つの重要な特性を持っている。これは，
　　　　　　　　　　　　くの
ほぼすべての体系に，その痕跡を残した。ゲルマン諸語においては，次に続く音に，母音の質

が従属する関係が表われている。この法則は，ラテン語とか，ギリシア語のような型のIE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
の言語には，完全に異質のものである。この法則の一番古いものを，我々は，‘割れ’と言う

名が使われた現象にみる。
　　　　　　　　　　くユユラ
、　割れば，2対の母音に関するものである：eと量，および，eとuの対に関するもので

ある。これらは，次のようなやり方で作られる。

　　1．　ゲルマン諸語の語根におけるIEのeには，もしその後に量，」がきたり，あるい
　　　　　　　　くユ　う
は，他の子音と鼻子音の結合がくるならば，ゲルマン語の量に対応する。他の場合において

（1）　oT”HqHe　（2）　KpaTKHe　rnacHble　（3）　Aonme　rnacHble　（4）　Hpouecc

（5）　Pa3nHgHble　MCTOgHHKva　（6）　rePMaHCKOe　rrPenOMneHMe　（7）　CvaCTeMa　BOKarm3Ma

（8）　oTfiegaToK　（9）　npHHIIHn　（10）　fipenoMneHHe　（Brechung，J

aD　ABe　napbl　rnacHblth　3ByKoB　a2）　HocoBofi　cornacHhl
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は，我々は，ゲルマン語においてeを見る。

Lat．　medius　一　OE．　middle

Lat．　ventus　一　OE．　wind

Lat．　edere　一　OE．　etan

Lat．　・ferre　一　OE．　beran

　　　　リジ　‘
　cpe服朋
ざ　　　　　　　　ジBeTep
‘eCT正），

ご　　　　　　　　フ

　HeCTH

　このすべての現象が，その音韻的意味という点から，同様に明らかであるわけではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
が，後続音節のiあるいは」の影響によることは全く明らかである。ここにおいて問題は，
　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

同化，すなわち，先行する音の発言における後に続く音の調音の予期である。〈鼻音十子音〉
　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

の群の影響に関しては，その音韻的意味は不明である。この問題は特別の研究を必要とす

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こフラ
　　2。　6と眼の音に関しては，母音変化法則は，次のようなやり方で働く：IEの語根の

覗には，もしこの後に，覗か，鼻子音と他の子音の結合が立つならば，ゲルマン諸語におい

ては眼が対応する。その他の場合においてはIEのuには，ゲルマン諸語では。が対応す

る。例：skt．　sunus　lson’一一〇E．　sunu　Lat．　iugum　fyoke，一〇E．5eoc（＜50c）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　以上が，ゲルマン諸語全体に対する，母音変化の一般的法則である。が，しかし，ゴート

語はこの関連において特別な地位を占めている。母音変化の法則は，すでに述べられたよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
に，ゴート語においては実現されていない。ゴー．トは，次のものよりなる他の法則で支配さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
れている。ゴート語にあっては，すべての‘古いe’は，iになり，ただ，子音r，　hおよ

びkの前においてのみ，この9は，ふたたびeになる。また同様に，すべての古いZZは，ゴ

ート語においては，Uとして残り，子音rとhの前においてのみこれはOになる。すなわち，

Lat．　sedere－Goth．　sitan，しかし，　Lat．　ferre一一Goth．　bafran　　Lat．　sequi－

Goth．　sai｝レan．

　　ゴート語においては文字aiは多くの場合には，短母音eを表わす。本稿においては，1

このような場合には，量の文字の上に，強勢符がおかれている。また同様に，文字蹴は，．

短母音Oを表わすことができる。この場合には，強勢記号を交字Uの上におくのが通例であ

る。

　　　くユリ
母音交替（E音転換）＜Ablaut＞

　　§24　インドゲルマン諸語においては，特種な母音変化がある。これ’は，ふつうAblaut

という術語で呼ばれている。この現象は，ロシア語にも見られる。例えば，次の様な関係で

ある：Be3y／Bo3（運ぶ／運送荷物），　BblBeay／BblBon＜BblBecTH‘導き出す’‘結論’，＞

RonH6cy／nonHoc〈‘近くに持ってくる’‘運び来ること’〉，　rpeMMT／rpoM＜‘とどろく’，

‘雷’〉，Bb16epy／Bb160p　〈Bb16paTb‘選挙する’‘選挙’〉，　pa311epyくpa3nenfiTb／pa3aop

（1）　BnvafiHKe　（2）　accHMMnfillHfi　（3）　npe，qBocxHtueHe　（4）　HocoBoth＋cornacHbrk
（5）　rpynfia　（6）　（1）oHeTligecKHti　cMblcn　（7）　3aKoH　fipenoMneHHfi

（8）　06111aH　3aKoHoMepHocTb　（9）　Apyrafi　3aKoHoMepHocTb

⑩　cTapoe　e：＜cTapoe　e＞と言う術語によって，　IEからザルマソ語に伝えられた音eが示される

　（原註）。　⑪9epeAOBaH”e　FnaCHblX　　　　．　　　　・　．・11　・1．．’
＊英国の言語学者達は，この母音変化をablautあるいは，　gradationの術語で示す。．フランス人
　は，ふつうはギリシア語の要素から作られた術語，apophonieを用いる（原註）。
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＜d三vide／discord＞‘yMepeTb／Mop〈死ぬ／疫病〉，3aTepeTb／3aTop〈擦り始める／群衆〉，

また同様に，CTeJI｝o／CTon〈拡げる／テーブル〉。

　　ギリシア語においては，動詞変化の分野においてAblautは，はっきりと表われている。
　　　　　　　　ロラ
特に動詞変化の体系において，例えば，動詞1eip6（残す）からaOrist（歴史的過去時制）の

語型61iponと完了形語型1610ipaが作られる。この場合に，この動詞の語根は，　Ablautに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
よる母音変容によって，お互に分離されている，三つの変種1ip／1eip／leipである。この母

音変容は，すでに考察したように，ゲルマン諸語において，大きな役割を演じている。

　　Ablautの起源に関する問題は，何十年もの聞の研究課題であった。大体において，言

語学では，次の様な見解が行われている。その考え方に従えば，Ablautの影響の下に現わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨう
れる，三つの語根の変種は，強勢の条件による三つの階として観察される。IE諸語の根本

的な母音変容の型は，．e／O／zero（階）の変容であるように思われる。これらの変種は，次

のような強勢の条件と関連している：完全な強勢にあっては，ograde（最高階），弱化の強

勢においては，egrade（中階），．完全な無強勢においては，　zer3　grade（すなわち，完全な

母音の消失），が見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§25　古代ゲルマン語に存在したAblautの体系は，ゴート語の強変化動詞と名づけら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
れる資料に，観察されるのが適切である。4世紀のゴート語の聖書において，この体系は非

常にはつきりと認められる。なぜならば，古代英語を含む，他のゲルマン諸語の最古の文献

において，この体系は，非常に著しい変化を受けている。ゆえに，これらの言語に最初の法

則を識別することは，非常に困難であるから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　ゴート語においては，次のような強変化動詞の型態の体系が見られる。

class

・1

　皿

　v

1nf．

relsan

kiusan

bindan

stilan

giban

　　　くアラ
‘お．きる’

　　　　くゆ
‘とり出す’

　　　く　ラ
‘しばる’

　くユの
‘盗む’

　　　くユユラ
‘与える’

pt．　sig．　pt．　pL

rals　nsum
kaus　kusum
band　bundum
stal　stelum

gaf　gebum

2nd　ptl．

nsans

kusans

bundans

stulans

gibans

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
これらの語型から分るように，母音変容は，次のような種を持っている。

I
E
皿
W
V

亘
：

蝕

重

五

i

ai

綾眠

a

■
且

［
e

■
亙

，
且

眼

・
¶
且

もし，第一のクラスにおいては，すべての4つの語別に対しては，共通な要素iが含まれ

（1）　cvaTeMa　cnpfi＞KeHxfi

（s）　roTcKoe　eBaHrenHe

（8）　Bbi6npaTb一’choose

tu），　naBaT．一一　give　a2）

（2）　Pa3HOBvaAHOCTb　（3）　CTYneHb

（6）　cHcTeMa　（1）opM　cHnbHblx　raaronoB

（9）’　cBfi3blBaTb　”v　tie　together　（10）

BHA

　（4）　cMcTeMa　a6nayTa

　（7）　BcTaBaTb　一一　get　up

KpacTb　一一　steal
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　　　　　　　　　　　　　　　くユ　　　　　　　　　　くの
ているならば，これはIAblaut系列i／a　zer。の核となっている。もし，この様にして，第

2のクラスにおいて，すべての語言に対し，共通要素盟が含まれるならば，これは，母音変

容系列のi／a／zeroの要素となっている。第2のクラスは，この連関においては，すべての

クラスの中で，最も明らかである。幾分複雑な問題は，第3のクラスにある。もし，我々が

ここに母音変容の核を見るとするならば，ここでは，我々は，i／a／U系列を使っている。し
　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　くらう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　

かし，このuは，適去複数と第2分詞の語型に対する特徴的なものであるから，鼻子音（こ

の場合には聡）の発達の結果として説明される。この鼻子音は，全然その前に母音がない時
　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ

には，音節型発音になった。それゆえ，第3のクラスは容易に，同一一のi／a／zeroの変容型

に帰着せられうる。

　　第4クラスにおいては，第2分詞の紅型に，母音uを見る。これは，第3群動詞の分詞

に存在する，これに対応する母音と同様に説明されるべきである。のみならず，我々は，こ

こで，過去時制複数の語型に，長母音のeを，また，認めている。この長母音の6は，今ま

で，我々が研究してきた，母音変容の体系からでるものであり，明らかに，特別の説明を要

求するものである。

　　この現象の説明は，非常に，多様なものである。これらの説明のうちで最大の信適性を

持つものは，過去時制複数の語型における長音のeは，　その起源において，特別なAblaut

の型に帰せられるというものである。すなわち，同じ質の他の母音と共に，短母音の変容を
　　　　　　　　　
含む，量：母音変容である。それゆえ，第4クラスのこの母音変容の根底には，e海の変容が

ある。これに対して，ラテン語におけるいくつかの動詞の現在時制と完了時制の語型の対応

が認められる。すなわち：動詞sedeo（c瓢eTb）‘坐っている’，・完了型sedi；動詞leg6＜I

read＞から完了型IEgiとなる。母音変容i／a／zeroの母音変容の根底に，ここでは，全く
　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの

別の原則，すなわち，短母音eと，長母音5の量の変容が見られることに注意されたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユラ
　　第5クラスは，表から見られるように，根本的な特性において，第4クラスと一致して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ナ
いて，第4群がら，唯，第2分詞の語意においてのみ異る。第5群の特徴は，交替した母音

の後では，いつでも，破裂子音，あるいは，摩擦子音が立つことである。これゆえに，第2

分詞型においては，鼻子音がない。この子音から，第3および，第4群に見られるような母
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひの
音uが発達することがある。明らかに，第5群の分詞の母音且は，不定詞より導入されてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
　　それゆえ，5つの第一群動詞の基礎には，単一のe／e／zeroの母：音変容系がある。この

gradeは，ゴート語にあっては，　i／a／zeroの種をうる。ただ，第4および第5群においては，

この根本的な系は，いくつかの他の要素によって複雑化される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
ゲルマン諸語における文法構造の主要特性

　　　　　　　　　　　　　く　　
　　　　実体詞（名詞）語幹

（1）　pfill　（2）　3epHo　（3）　（1）opMa　MHo＞KecTBeHHoro　gHcna　fipoilleAmero　BpeMeHH

（4）　flpHgacTvae　BToporo　（5）　coHopHbl　cornacHbl　（6）　cnoroo6pa3yK｝lllHva

（7）　TMn　gePeJIOBaHvafi　（8）　KOnflgeCTBeHHblit，a6naYT　（9）　fiPvaHUHR

Qoj　KonngecTtseHHoe　gepeAoBaHlie　e　KpaTKoro　c　一e　AoprHM　”　（ID’　gepTa　tr2）　cBoeo6pa3Me．

a＄　liHtpMHHTB　aaj　ellvaHHOe　3ePHO　a6aaYTa

a5　OCHOBHble　fiBneHHfi　VPaMMaTHqeCKOrO　CTPOfi　rePMaHCKHX　fi3blKOB　ae　HMeHHble　OCHOBbl
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　　§26　ゲルマン語における語イは，他のIE諸語におけると同様に，一つの一般的原則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエラ
に基づいている。しかし，この型は，IEのすべての言語において，同一の明確さを持って

は現われない。多くのゲルマン語の中で，我々に伝えられた，ゴート語の写本から，この原

則は，比較的容易に明らかになる。他のゲルマン諸語，特に，古代英語において，この原則

は，すでに，最も古い文献において，見られるが，語の構造に起つた，変化のために曖昧に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
なっている。それゆえ，ゲルマン諸語に存在する名詞の構成原理の分析には，ゴート語の資料

から始めるべきである。

　　ゲルマン語に存在する最も原始的な名詞の構造は，他のIE諸語におけると同様に，次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くせラ　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　ぐの
の点にある。語は，三つの要素から成る。1）語根，2）語幹構成接尾語，3）格屈折語尾。これ

らの要素の各々の機能を見よう。語根の機能は，全く明らかである。語根は，語の実質的
　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

意味を表わす。格屈析語尾の機能も，容易である。これらは，名詞の文法的役割を表現す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
る。すなわち，文における他の語との関係と同時に，名詞における数の枠を表現する。語

幹構成接尾語の機能は，決定するのが，はるかに難かしい。実際に，ゲルマン語の最も古い
　くユの
写本が帰せられるこの時代の言語と言う観点からすれば，この語幹構成接尾語は，なんらの
　　　　　ロユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　ロの

意味的な役割を演じていない。それゆえ，この要素の原初の機能の考察は，仮定的なもので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
しかないが，この仮定を支える，非常に重大な論拠が与えられうる。

　　明らかに，語幹構成接尾語の最初の機能は，意味の群による名詞の分類の手段として役
　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
立ったという点にある。どのような規準によって，名詞は，あれこれのクラスと関係ずけら

れるかは，明言することは，非常に難かしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　
　　ゴート語において，我々は，弁別的意義特徴によって統一されている，名詞の一群のみ
　　　　　　　　　　　　　くユリ
を認める。すなわち，親族関係を表現する名詞は，語幹構成接尾語yの助けを借りて作られ

る。すなわち，fadar‘父’br6par‘弟’，　swistar‘妹’等である。他の名詞の群に対しては，

何等かの弁別的意義特徴は，発見されていない。どうみても，この弁別的意義特徴は，原始
　　（18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）

的思考を特徴づける概念に基いている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）　　　　　　　　　　　　　　（21）
　　§27　ゴート語においては，複数与格のいくつかの名詞の型に，語幹構成接尾語を，か

なり容易に認めうる。cf．　dagam‘day’，gib6m‘贈物’，gastim‘お客’，sunnum‘息子’。この

墨型の各々は，三つの要素に分析される。すなわち，dagamの潮型は，語根dag一と，語

幹構成接尾語一a一と，格屈折語尾一mからなる。gib6mの語型は，語根9量b一と，語幹構成

接尾語一〇一と格語尾一mからなっている。それゆえ，まず第一に，格屈折語尾は，単に，一m一

しかないが，これに先行する母音，すなわち，蔵，尋，一亙一あるいは，曇は，語幹構成接尾語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆめ
である。明らかに，語幹構成接尾語は，またこれらの名詞の複数対格の語型にも見られる。

（1）　o江HHaKoBa∬oTqeTrmBocTb　　　　　（2）　’nPvaHllMn　cTpyKTypbI　cy工耳ecTBHTenbHoro

（3）　roTcKHva　MaTepMan　（4）　KopeHb　（5）　ocHoBoo6pa3ylOmHti　cyopopHKc

（6）　’nane＞lcHafi　tpneKcMfi　（7）　BeuleCTBeHHOe　3HaqeHHe　enoBa

（s）　rpaMMaTligeKaH　poAb　cymecTBIiTenbHoro　（9）　KaTeropHfi　gMcna　B　cymecTBHTe”bHoM

co　TeKcTbl　aD　．ceMaHTMgecKafi　ponb　a2）　nepBoHagaAbHafi　tpyHKuHfl
a3　cy｝K八eHHe　　　　　α4）　BecKHe五〇Bo双bI（BecKH鐘ユloBoA）　　　　a臼　　npHH双Hn

aa　OTgeTnKBblth　CeMaHTHqeCKHpt　nPH3HaK　an　POJLCTBO　Og　nePBO61blTHOe　MblLUAeHHe

⑬nO朋TVae　　⑳naTenbHbln　na八e》K騨0＞KeCTBe照OrO服C丑a

？O　HeCKOJbKHX　THHOB　CYIIIeCTBHTeqbHblX

e2　’（1）opMbl　B？IHHTenbHoro　nane）Ka　MHo＞KecBeHHoro　uHcJa
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cf．　dagans，　gib6s，．．gastins，　sununs。他の格型にあっては，この語尾は，すでに全然認めら

　　　　　　　　　　　　ロう
れない。例えば，単数所有格においては，dags，　giba，　gasts，しかし，　sunusの語型におい

ては，語幹構成接尾語は，はっきりと認められる。
　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　語のこの様な原初的な三層構造は，ゲルマン諸語の最も古い発展段階では，二つの部分

に組織し直される。この過程の本質は，語幹構成接尾語は，書語のより後期発展段階におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
ては，その意味を失い，これと関連して，音韻的変容を受けたことにある。すなわち，この
　　　　　　　　　　　くの
要素は，非常に密接な要素として，格屈折語尾と融合しているので，全然区別することができ

ない。語幹構成接尾語は，格屈折語尾と密着し，これと融合している。この点との関連にお
　　　　　くの
いて，〈語幹〉の概念の意味が変っている。もし，後期の段階において，語幹が，語根と語

幹構成接尾語との融合からなるならば，語幹構成接尾語が，格屈折語尾に融合している，より

後期の時期においては，このような名詞に対するく語幹〉は，語根と一致する。先行する時
　　　　　　　　　　　　　　ロラ　　　　　　　くの
代からこの時期に継承された逸話は，再構成を受けた。語幹構成接尾語は，その意味を失な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
い，語幹構成接尾語でなくなった。すなわち，語構成の可分的要素でなくなった。

　　　　　　くユの
語　幹　の　型

　　　　　　　　　　　　　　　　くユユラ
§28古代ゲルマン諸語の名詞の体系においては，次の語幹の型が分離される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
1　母音語幹は，　一a一，TO一，・i一，一u一である。この名詞の格変化は，通例，強変化と

呼ばれている。

2
つ
」
4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
一己語幹。この名詞の変化は，普通弱変化と呼ばれる。

他の子音に基く語幹は，　一S一と一r一である。
　　くユの
語根幹。名詞のこの型は，他の名詞からの，幾分，それ自身独立しているものから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

なる。この型の名詞には，決して，語幹西成接尾語の語尾がなく，格屈折語尾が，語根と，

直接に密着している。それゆえ，語根は，語幹と一致する。
　　　　　　　　　　　　　　　　ロフラ
　　ゲルマン語の名詞変化のこの型式と，他のIEの諸語の名詞格変化型式の聞に，すなわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
ち，μシア語やラテン語の格変化型式との閥に，一定の対応を確立することができる。この

対応は，個々に格変化型の各々のタイプを研究する際に述べられる。

　　　　　　くユ　ラ
形　　容　　詞

　　　　　　く　の
形容詞の変化

　　§29ゲルマン諸語における形容詞の変化は，複雑さをみせており，これは，他のIE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ユ　
諸語には見られない。事実，例えば，ラテン語においては，形容詞の変化は，原則的には，

名詞の変化から分離されない。それゆえ，形容詞のbonus‘good’は第1および第2の変化

（1）　liMeHHTeJlbHbl　naJle）K　eJLHHCTBeHHOrO　gMCna　（2）　TPeXllaCTHafi　CTPYKTYPa　CnOBa

（3）　CTaJIUfi　Pa3BHTHfi　（4）　epOHeTHgeCKafi　」［eopOPMallvafl　（5）　eJLvaCTBO

（6）　oCHOBa　（7）　opOPMbl　（8）　llePeOCMblCneHXe　（9）　OTAenEHHblth　9neMeHT

（10）　Tlinbl　ocHoB　（11）　cMcTeMa　cy　ullecTBHTenbHblx　・　Q2）　cKnoHeHze

a3　cHnbHoe　cKxoHeHMe　Q4　caa60e　cKnoHeHvae　’aS　KopHeBble　ocHoBbl
鱒na双e》K且ble　OPneKcuH「na汲e細a分cbneKcHfil　αカ’Turibl『「．⑱cooTBeTCT醐e

asi　npHnaraTe”bHoe　eO）　cKnoHeHHe　npHnaraTe”bH61x　’　’e’O　ilpHHIIMnvaansHo
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
に基いて語尾変化される。bonusの女性変化型の語型は，第2変化名詞hortus‘garden’と同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
様に語尾変化される。また，中性の詩型bonumは，第2変化名詞vallum‘valley’と同様

に変化する。しかし，また：女性変化の十型bonaは，第1変化名詞silvaと同様に変化する。

問題のこのような状態は，確かに，より古い状態を表現している。当時には，　まだ，名詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼう
と形容詞の間は分離していなかった。そして，単一の名詞の枠が存在していた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　　ゲルマン諸語にあっては，最古の：文献から，すでに，全く違った様相が見られる。形容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
詞の変化は，名詞の変化から，二つの傾向によって孤立している。

　　1　各々の形容詞は，強変化（すなわち，母音語幹に基いて）と同様に，また，弱変化

一聾言吾幹に基いて）もされ．うる。

　　2　形容詞の強変化は，名詞の強変化とは完全に一致せずに，．名詞変化から次のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
関連において区別される＝いくつかの格三型は，代名詞の格変化と対応する。それゆえ，形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くア　
容詞の強変化は，完全に代名詞と，形容詞の所有二型との結合となって表われる。

　　形容詞の強変化の起源は，明らかに，次のような現象と関連がある。．

　　古代のIE諸語においては，たとえば，古代ギリシア語においては，形容詞から，語幹
　　　　　　くヨ　
一Rをもつ名詞が作られた。Gk．　strab6s‘藪睨み’から‘Strab6n’‘藪睨みの人’ができ，

名詞として使われている。そして，これから，有名な天文学者であり，地理学者のStrabon
　　　　く　う
の個有名詞がでる。‘PlatYs’‘平坦な’からP16t6n‘平坦’，‘肩幅の広い’。これは，古代ギリ
　　　　　　　　　くユの
シアの哲学者Platonの名前である。このような名詞は，それゆえ，個有名詞に対する同格
くユリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
語の機能において用いられる。すなわち，＜Johan，　the　blind＞＜盲目のJohan＞。そして，

形容詞は個有名詞の修飾規定語になる。それゆえ，極めてありそうなことは，ゲルマン諸語

においては形容詞の強変化が起つたことである。語幹構成接尾語強の助けによって，まず

最初に，与えられた形容詞によって表現された性質をもつ対象を表わした名詞が作られた。

そして，後に，この名詞自身が今度は，形容詞になった。

動 詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　§30　ゲルマン諸語における動詞の体系，そして更に，古代英語の動詞の体系は，色々

な：要素から成っている。大多数の動詞は・，・Ablautの助けによって，過去時制と第2分詞の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
語型から作られる強変化動詞と，dental　suMx－d一（一t一）によって，これらの二型から作ら

れる弱変化動詞である。

強　変　化　動　詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　§31強変化動詞の牛馬の体系は，母音変容（Ablaut）の法則に基いている。この法則

は他のIE諸語の動詞の体系にも起っている。特に，それは，ギリシア語に表現されてい

（1）　ΦopMa　My＞Kcl〈oro　poAa　　　　（2）　ΦopMa　cpeAHero　poAa　　　　（3）　eUHHblth　pa3pfi双HMeHua

（4）・Hafi　K・p・・Ha　（5）HanpaB・eH・fi　（HanpaBneH・e）　（6）cKn・HeH・e　MecT・・MeH・ti

（7）　HMeHHble（塾opM（HMeH且aHΦopMa）　　　　（8）　cYulecTBHTenbHble　c　ocHoBota　Ha－m

（9）c・6cTBeHH・e　HMfi　⑩nnaT・H　⑪．n卿・）KeHHe　a2）・・M・aH　cneil・ta’　’，「

⑬　　cHcTeMa　rnarona　　　　a4　nepeAHefi3blqHbl最℃yΦΦHKc；

a3　πp田｛皿Hr19epe双oBaHH・fi　r”acHblx‘a6」1ayTa＞　　　．’　　　　　　　　　”』　「　　『　　・’t’「’　．
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る。動詞における母音変容の要素は，ラテン語に存在している。すなわち，動詞pe116‘追
　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
う’から，完了形の語型pepuli（＊pepoli）が作られる。この場合には，語根peE／go旦の変種
　　　　　　　　　くヨ　
にAblaut　e／oの痕跡が見られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　くらう
　　歴史時代において，我々はゲルマン諸語に，二つの時制の体系を見る。現在時制と過去
　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

時制である。しかし，多くの資料，特に，ギリシア語の対応する現象より判断すると，この

時制分離は，比較的後期の現象であることを示している。それゆえ，最初，ゲルマン語にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
いては，他のIE諸語におけると同様に，空聞によっては分離されず，動詞の相，すなわち，
　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
時間における動作の特性的な経過を，互に分離する語型によって区分されていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　ぐエめ　　　　　　ロ　ラ
　　このような相は，明らかに三種あった。継続相，瞬間相，結果相。継続相は，ある完成
　く　ラ
状態に対して，無関係に，流動しているものとしての行為を表現する。瞬間相は，完成状態

えの指向しているものとしての行為を表現する。最後に，結果相は，結果，すなわち，新し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
い状態に完成され，導かれたものとして行為を表現する。この相のカテゴリーと，母音の質

を，互に弁別する語根の変種とが結ばれている。この型のはっきりとした体系を，我々は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
ギリシア語において，見る。1eip6‘留まる’（継続相），　elipon瞬間相（aorist）1eloipa‘結

果相’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
　　この原初の三つの体から，ゲルマン語の強変化動詞の時制が生ずる。すなわち，継続相

から，現在時制，瞬間相から，過去時制が生ずる。結果相の運命は独特なものである。結果
　　　　　　　　　　　　　　くユフ　
相の意味には，二つの時間の要素が結合している。その動作自体は過去に属するが，その結

果は現在に属する。それゆえ，結果相においては，前者と同様に，後者の傾向の発達の可能

性の基礎がおかれた。そして，実際に，色々な動詞におけるこの結果相の運命は，種々であ

る。強変化動詞の体系において，結果相は瞬間相と結合して，過去時制を与える。一方，過
　　　　ロフラ
去現在動詞においては，結果相が，現在時制に変っている。

　　ゲルマン諸語における過去時制の体系の型置における瞬間相と結果相の関与の程度の問

題は，若干，問題を残している。

　　　　　　　くユの
強変化動詞の語型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ラ
　　§31各々の強変化動詞は，四つの主要な語型によって特性づけられる。　1）不定詞，
　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　く　の

2）過去時制単数，3）過去時制複数，4）第2分詞。

　　すべての強変化動詞は，母音変容に基いて7つの群に分類される。最初の5つのクラス

はAblautに関する部分（§25）において研究された。

　　第6群は，最初の5つの群とは全く他の原則に基いている。ここにおいて，我々は，母

音変容a／6／6／aを見る。この様な形においては，この母音変容は，理解し難いものである。

’（1）　epopMa　nepopeKTa　（2）　BapHaHT　（3）　cnenbl　a6”ayTa　（cnen　a6nayTa）

（4）　cptcTeMa　AByx　BneMeH　（5）　HaCTOfilUee　BPeMfi　（6）　nPOIIIeJzulee　BpeMs

（7）　JLaHHble　（8）　rJlarOnbHble　BHJIbl　｛rJlarOJIbHHfi　BHJZ）　（9）　llPOTeKaHHe

（1◎　汲JmTeJ田bl賛BH皿　　　　（①　　Mr｝｛oBe｝iHH員Bva21　　　　（1⇒　pe3y丑bTaT｝IBHb磁BH双

a＄　3aBepmeHHe　a4　BHAoBafi　KaTeropHfl　aS　aopHcT
aa　BpeMeHa　repMaHcKlix　cHnbHblx　rnaronoB　（BpeM”　repMaHcKwh　cH”HHoro　rnarona）

aO　nPeTPHTO－fiPe3eHTHblts　rnarOa　Qg　opOPMbl　CH”bHblX　MarOnOB　a9　MHopHHHTHB
⑫①e双HHcTBe珊oe　qHcみ。　npo田eムulero　BpeMe照

eab　MHo＞KecTBeHHoe　qHcno　HpollleAlllero　BpeMeHH・　，　・　．e2）　HpHgacTHe　BTopoe
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　　この説明には，ゲルマン語の短母音a・は，大多数の場合において，IEの短母音Oに対

応するものであることを考慮することが必要である。それゆえ，最初のIEの母音変容，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユう
れに6群の語型は遡るのだが，その変容は。／5／6／oの型を持っていた。これは，短母

音6と，長母音6の量の母音変容である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　ゲルマン諸語においては，O＞aの推移の結果，量の母音変容に，質的な要素が結合され
　　　　　　　　　　　　　　　　　いう
た。たとえば，ゴート語において：faran－f6r－f6rum－farans‘ride’。
　　　　　　　　　　くらう
　　第7群は，特に解明を要する。ゴート語においては，第7群の動詞は，次のような二型

の体系を持っている。

　　　不定詞
a）　　haitan　　　‘P乎ぶ：，

b）　letan　　‘残す’

過去単数

haihait

lai16t

過去複数

haihaitom

lai16tom

第2分詞
haitans

IEtans

　　xa［（a）の型の動詞においては，．いかなる母音変容もない。皿（b）の型の動詞においては，

邑／6／6／9の．母音変容が生ずる。これは，短母音e／oのIEの母音変容と並行に，長母

音の分野において表われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
　　二つの型に共通に，過去時制の凹型においては，重複が表われる。すなわち，始めの子

音の語根と母音eからできている，特別な音節が，語根の前に存在していることである。
　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

この重複は，ゴート語においては第7群を特徴づける指標である。完了形における重複は多

く・のラテン語の動詞においても，同様に見られる。すなわち，pe116〈押す〉一　pepuli；

morde6〈噛む〉一momordl；curr6‘走る’cucurri，等である。ギリシア語，およびサン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
スクリットにおいては，重複は，すべての動詞の完了型を拘束する指標となった。この根底
　　　　　　　　　　　　　　く　　
には，明らかに，強調の繰り返しの要素がある。これと似た現象を，我々は，‘彼は遠く遠

くに住んでいた’（OH　MIiJI　naneKO－aaneKo），あるいは，‘海は，青く青くあった’，（Mope

6bmo　CMHee－CHHee），にみる。特に，ロシア語においては，次のような文と，完了形におけ

る重複が対比されうる。‘私はノックした，ノックした，が，（戸は）私には決して開かな
　　くユの
かった，。‘只cTyyaJI－cTy・lan，　Ho　MHe　Tal〈HHe　oTI〈KpbMM’ここでは，動詞の語形の繰り

返しは，動作への関心を示している。

　　　　　　　　（11）
弱　変　化　動　詞

　　§33dental　suflixの助けによって，過去時制と第2分詞を作る動詞を，弱変化動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエ　　
と呼ぶ。この動詞は，ゲルマン諸語の特性を型成している。他のIEの諸語においても，

また，何等かのこれに類似の現象は全然見られない。この群の動詞のカテゴリーに関する起

原についての問題に関しては，すなわちdental　sufixの起原に関する問題は，二つの視点か

ら，述べられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエヨラ　　　　　　　　　　　くエの
　　この中から，第一の視点に従えば，dental　suMx－d一は，動詞‘行う’の接尾語型成辞と

（1）　BHIk　（2）　fiePeXOJt　Ce）　KageCTBeHHblth　MOMeHT　（4）　eXaTb

（5）　Pa35fiCHeHHe　（6）　YnBOeHMe　（7）　XaPaKTePHblti　”PM3HaK

⑧G6fi3aTeAsHbrk”pH3ヨaK　⑨∋MΦaT四ecKoe　noBTGperme
（1（》　fi　CTyqan－cTyqan　HO　MRe　TaK　H　He　OTKpbMU　　　　（1ユ）　CJIa6賢bIe　rJiaゴOJlbI

Qtt　C・・U・Φ四ecKaSt・C・6edH・CTB’1Q⇒．蜘aTガ．働CyΦΦ・蜘・B独a兄加pMa
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロう
なる（OE．　d6n，　Gr．　titn）。これは，一般的には非常にありうることであるが，この仮定に

有利なことが特に，ゴート語の語型について言われうる。c£Gothic：弱変化動詞hausjan

‘hear’の過去時制，一人称単数；hausida，一人称複数；hausid6dum，重複をもつた門門；

dedum。この紅型は，このsuffixが複数においてとるのであるが，確実に，ドイツ語におけ

る動詞tunの過去複数tatenの語型はこれと対応する。

　　第2の視点によれば，弱変化動詞の起原は，第2分詞の語型に求めるべきである。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
の分詞は，他のIE諸語において次のような分詞型と対応する。たとえばRuss．“61iTblfa”，
　　　くの　　　　　　　　　くの　　　　　　　　くらう　　　　　　　　　くの

“6pHTblti”，“KpblTblil”，“TepTblPt”，“MonoTblR”，あるいは，　dat．　amatus，　deletus，1ectus

audltus，この対応においては，　IE．　t～Gmc．　dの対応は，　Vernerの法則によって説明され

る。この視点は，十分満足できる程度まで，ゲルマン語の弱変化動詞の第2分詞の起原を説

明するが，過去時制の凹型の説明に対しては納得できないように思われる。なぜなら，過去
　　　　　　　　　　　　　　くアラ
時制における分詞のsuffixの転移はほとんどありえないから。それ故弱変化の過去時制の起

原の説明のために，第1の理論の方が，よりはるかに信愚性がある。

　　それゆえ，ゲルマン語の弱変化動詞の体系全体の起原の説明に，もっとも考えられうる
　　　　　　　　　　　くの
ものは，接尾語型成動詞doの助けによって，過去時制が作られるようになり，分詞は，他の

IEの諸語に残っている一t一に終る分詞に対応すると言う説明である。弱変化動詞の体系を

そのように理解することは，一つの道に流れこんでいる起原的には相異なる二つの要素の結

合の結果であることを示している。

　　比較的により後期の発展段階において起つた，ゲルマン諸語における弱変化の過玄時制
　　　　　　　　　　　　く　　
は，すでに，相のカテゴリーに対する何等の関係をもたずに，その最初から，時制のカテゴ
　くユの
りーを表現した。

　　§34　ゴート語においては，弱変化動詞の4群が存在し，これらの群は，互に，語幹型
　　　くユユ　
成接尾語によって分離される。

　　　　Inf．

1　hausjan　‘hear’

ff　salb6n　‘oil’

Iil　habban　‘have’

N　fullnan　‘fill’

sig．　pt’．

hausida

salb6da

habaida

fulln6da

　pl．　pt．

hausidedum

salb6dedum

habaidEdum

fulln6dedum

2nd．　participle

hausips

salbbps

habaiPs

　　この例から見られるように，第1群の語幹恩威語尾は一」一であり，　2群は，一〇一であ

り，．第3群は，二重母音一ai一であり，しかし，この一ai一不定詞の語型においては，消え

ている。第4群は，　山鼠。）一である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　まず最初に，これらの接尾語の各々は，明らかに，一定の意味を持っていた。すなわち，
　　　　　　　くユの
一般的な意味特性をもつた，動詞群を型成した。しかし，もし，我々が，あれこれの群に属

するゴート語の動詞をとり，ある群の構成部分となる，動詞における一般的意義素が何から

（ユ）　llpeAonono）KeHlie　　　　　（2）　6HTb～beat　　　　（3）　6pHTb～shave　　　　（4）　KpblTb｛ノcover

（s）　TepeTb－rub　（6）　MoJoTb－v　grind　（7）　nepeHeceHMe　（8）　！1enaTb

（g）　KaTeroplifi　Bvan　（10）　KaTeropHfi　BpeMeHH

aD　ocHoBoo6pa3yK）ulHe　cytpq）HKcbl　rocHoBoo6pa3yH）一Hva　cytp（PHKc）

a2）　oHpe」ceneHHoe　3HageH，He

aaj　06mne　ceMaHTHueKHe　oco6eHHocTH　（06mafi　ceMaHTHqecKafi　oco6eHHocTb）
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成っているかを再構しようと試みるならば，そのとき，我々は，第4群動詞との関係におい

てのみ，満足な解答を見出す。
　　　　　　　　　　　　　　　くえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　これらすべての動詞は，自動詞であり，新しい状態への移行を表現した。例えば，動詞
　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
fullnanは，‘みたす’を表わした。そして動詞fraquistnanは，‘亡びる’，動詞gahailnan
　　　　　　くらう
は，‘治ゆする’。ゴート語の，接尾語に対応する現代までの英語のsuthxは，例えば，動詞

weaken，　stiffen，　redden，その他である。最初の三つのゴート語の動詞に関しては，我々は

その語幹型成接尾語の原初の意味の再構に成功してはいない。明らかに，これらの動詞群の
　　　　　くの　　　　　　　くり
原初の構造は，多く類推によって型成されて完成したものである。それゆえ，この三つの群

の各々は，すでに意味において，互に類似していない動詞であることが分つた。

　　　　　　　　　　くの
巫　英　語　の　起　源

序 論

　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴの
　　§35英語は，Anglo－Frisian語派から生じた。この語派は，西ゲルマン下位語族の一支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
語派をなしている。4世紀にBritain島に移住したゲルマンの一種族は，古代の史家達が伝え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　くユの　　　　　くユの
ているように，三つの種族からなる。Angles，　SaxonsとJu　tesである。これらの種族は，1
　　　　　　（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

次の地域の土地を占めていた：Anglesは，現代のドイツとデンマークの境界とシラ川の聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエわ
の，南部Schlerwigに住んでいた。　SaxonsはAnglesより南部，現在のHolsteinに；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
Jutes族は，　Anglesから北方，今はDenmarkの領地である，現在のSchleswigの地域に
　　　　　　　　　くヨの　　　　くヨエラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの

住んでいた。Rhine河とEms河の間の北部の海岸‘（現在，オランダの一一部になっている地
　（23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）

域）を占あていたFrisianや，　Ems河とElbe河の間に住んでいたハフカ族とAnglesは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
密接な関係があった。これらの種族は後に6世紀頃，西に移動した。Saxonミは，．Gaul（現
　　　　　くコアラ
在のフランス）の北部沿岸に現われた。そして，この種族の分派した種族は，5世紀に，す
　　　　く　の　　　　　　　　　　　　の　ク

でに大西洋岸のルアール河に達していた。
　　　　　　　　　　　く　ラ
　　大西洋岸のBritain島についての最初の歴史の記述は，4世紀にまで遡る。このときに，
　　　　ゆユラ　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨラ

マツシーリ（現在のマルセーユ市）の出である，ギリシアの宣教師ピフ＝イ（Pytheas）は，
　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの　　　　　　　　　　く　ラ

自分の船でヨーロッパ周航の宣教旅行を行って，Britain島南東のkent州の海岸に着いた。
　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　ご　ラ

英国はこの時代には，ケルト族によって住まわれていた。一彼等はBriton族とGae1族

であり，この両種族は，相異なるケルト語を話していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロユラ　　　　　　　ロ　　

§36ケルト語は，二つの基本的な語群に分けられる。Gaulo－Breton語族とGael語族

（O　HenepexonHblva　rnaro．q　（2）　llepexoA　（3）　HanonHflTbcfi　（4）　fiorH6aTb

（5）　HcuenfiTbcfi　（6）　flepBoHaganbHblva　cocTaB　（7）　aHanOrMfi

（s）　HpoMcxo＞KneHHe　aHrnHficKovo　fi3blKa　（g）　aHrno－oppMcKoe　Hapegl｛e

（10）　3afiaaHorepMaHcKafi　rpyRua　fi3blKoB　aD　ApeBHHe　McTopliKH　a2）　aHmbl

O＄caKcbI　⑯町b王　鱒MaTepHK　aa　peKa田na（bP）　㈲ro”bulTHHHH
⑱　Ulne3BHr　　　⑲　」［［aHHfi　　⑳　Pe触　　　⑳　∂MC　　吻　ΦPH3bl（フリースランド入）

？S　ronnaHnHfl　e4　pavaoH　？3　xaBKH　（？）　ea　ranmafi　20　¢paHHua
pm　ATaaHTvaqecKHth　OKeaH　el！1　Jlyap　BO）　6pHTaHcKHth　ocTpoB　eO　Maccuab
B2）　Mapce”b　（3＄　1－llitpeti　edi　EBpona　BS　6puTaHHff　Be　KeHT
eO’　Ke”bTcKHn　HneMeHa　Bg　6pHTTbl・　B＄　ragnbl　・　kO｝　rpyfinbl・

（4ユ）　raJIJIo－6っeToHcKafi　rPyHna　　　　臼匂　ragJlbcKafi　rpynHa
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユラ
である。Gaulo－Breton語族は，次の下位語派を含んでいる。　i）Gau1語；Gaul語，ゴー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
ル（現在のフランス）の住民が話した言語と，2）Britain語派；この語派はJ，英国の西部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　くの
walesのウェールズ語（あるいはcyml語）と，英国の南西部コ門ンウォールの（8世紀に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフ　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
死滅した）Cornwa11語と，フランス北部のBretagneのBreton語を含んでいる。　Gael
　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
語族は，　1）Ireland語，2）Erseと呼ばれるScotland語と，3）イギリスとアイルランド
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
の間にある，’マン島の言葉Man二二である6

　　　　　　　　　　くユユラ

昌一マ人の征服

　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　　§37Julius　Ceasarを指揮者とするローマ人は，55年に初めてBritain島に移動した。

　この最初のローマ軍の出現は，しかし，実質的な結果を持たなかった。英国への短期間の定

　住の後に，ローマ軍は，Gaulに帰った。54年にCeasarは，ふたたびBriヒain島に進み，
　　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）

　Briton人を撃破し，　Themes河に達した。しかし，この時のローマ軍のBritain島への進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　入は，ごく僅かなものであった。恒久的なBritain島への移住は，43年Claudius皇帝のと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　きに始まった。Briton人を征服して，ローマ軍は，この土地に定住して，多くの野営地を

　設置した。この中から後に英国の都市が発達した。紀元後80年に，Dominius皇帝のもと，
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）

　P一マ軍は，フPt・一ト（現在のkraid）河とバドートリ（現在のForth）河に達した。それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　エラ　　　　　　　　　くヨの　　　　　　　　　　　　　く　ヨラ
　ゆえ，この野営地に属する地域から現代のEdinburghと，　Glasgowを含むScotlandの一部

　が現われた。ブリテン島は，この時代にはPt・一マの領土になった。この植民は，　Gau1にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　く　の
　ける程ではないとしても，ブリタニアに深い影響を与えた。ローマ：文明一砕石道路，石
　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びり

　作りの城壁は，完全に，国の外見を変えた。都市においては，ラテン語は，ケルト方言を駆

　資し，郊外にも，恐らく，幾今の普及を見た。4世紀に，．P一マ帝国へのキリスト教の導入

　と共に，キリズト教は，Briton人の中に拡まった。

　　　5世紀の始めまで，ほとんど4世紀にわたり，ローマ軍はBritain島を支配した。5世

　紀の始め，410年に，彼等に攻撃をかけたゲルマン族から，Italyを除適するために，μ一マ
　　　　（28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）

　の軍隊は，Britain島から召還された。（この年にローマの街は，アラリフ帝の指揮するゴー
　　　くヨユラ

　ト族に占領された）。そして，Briton人は，ブリテン島をおびやかしたゲルマンの種族との

　闘いにおいて，独自の兵力を備えていた。

　　　　　　　　　　　くヨユラ
アングロ，サクソン征住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨリ
§38　5世紀の中頃に，ゲルマン族のBritain島の征住が始まった。古い記録は，この

（1）　rannbCKvats　fi3blK　（2）　6PvaTaHCKMe　fi3blKH　（3）　YgnbCKvath　fi3blK

（4）　KHMpHcKHth　fi3blK　（5）　KopHcKHB　fi3blK　（6）　BpeTaHHfi　（7）　6peToHcKHth　fi3blK

（8）　HPnaHCKHth　fi3blK　（9）　IIIOTaaHnCKvath　fi3blK　（10）　MOHKCKflfi　fi3bll〈．

al）　pHMcKoe　3aBaeBaHHe　a2）　｝Onlith　lle3ap　（1＄　6pvaTTbl　aaj　peKa　TeM3

aO　pHMnfiHe　pHMnfiHuH　tta　npol」Hoe　3aBaeBaHlie　’　aO　HMfiepaTop　YlnaBAIiik

a8）　BoeHHble　narepH　（BoeHI｛brk　narepb）　aS　rfioTT　（1〈natin）　eo）　BoAoTpwt　（¢opT．）

⑫ユ）　∂双HH6ypra　　　　⑫2）　rJ！a3ro　　　　⑫萄　IlioTnaHnHA　　　　¢4＞　PHMcKa只llHBHnH3aK｝IH

㈱田occe照b至e　aoporH（田occe舳fi」lopora）　鱒Ma環Hble　cTeHbl（MarueHafi　cTeHa）

ceO　KenbTCKHe　AHaneKTbl　 　e8）　PHMCKZe　nerHOHbl　（PHI　CKH”　ilePHOH）　’一　iz9）一rOPOI［，　PHM

（30）　Anapmx　　　鋤　aHrno－caKcoHcKQe　3aBaeBaH｝ie　　　爾　，1［peBHee　npeAa｝｛肥
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侵略の時期として449年として，侵略軍の指揮に当った，二人の指揮者HengestとHorsaの

名前をあげている。

　　侵略者とBriton人の闘争は，この世紀の中頃に始まり，約600年頃終った。この時代に，
　　　　　　　　　　　くめ　　　　　くヨ　
Britonのアルトゥール王の伝説像は属する。
　　　　　　　　　　　　　　　くヨラ
Britain島を占領して，ゲルマン族は，種族単位で，その内部に移住した。　Anglesは，
　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　

Thames河から北部のForth　of　Frothの地域の大部分を占めた。　Saxonsは，　Thamesか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ら南部と，Thames北部の若干の土地を占めた。　Jutesは，英国の南東部立Kentの半島お
　　　　　くア　
よびweight島を占めた。

　　Angles，　Ju㌻es，　SaxonsのBritain島の時代に，彼等の言語は，大陸のゲルマンの諸語

から分離し，特別な道によって，その後の発展に進んだ。5世紀，この移住の時代から，英
　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　く　ラ
語の歴史が始まった。英語の伝播の最初の土地は，（南西端の半島）Cornwallと，（Anglia

の中央部の西側の）Walesを除く（狭い意味で）アンダリアの地。この西部の地域を，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　り
Briton人は持っていて，その地域は，かなり後に征服された。　9世紀にcornwall，11
　　　　　　　くユ　ラ　　　　　　　　　　　くユの
世紀にstletkleid，そして，　walesは，13世紀になって始めて征服された。　Scotlandの北部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
の高山地帯は，ローマ軍も，ゲルマン族も，まだ，そこに侵入していなかった時は，Picts
　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの

およびScotsの種族によって，植民されていた。　Scot人の言語は，ケルト語族に属してい
．るカ・，現在でも，北西部のS，。，1。ndに残っている1。el。詔も，また同様に，ケ，レ欧のも

のとなっていた。最初のアイルランド征服の試みは，12世紀に遡る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユめ
　　§39英国を征服，移住したゲルマン諸山の社会的な組織は，まだ氏族組織であった。

しかし，すでに，ブリテン島への移住までに，この氏族組織において，急速な分解が始まっ

た。＜分解のTempoは，ブリテン島への移住によって，非常に強められた。ブリテン島沿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
岸への最初の侵入は，多分少さな先遣部隊によって果された。そして，氏族の土地の境界を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
守っていた農夫と比較して，軍人層の富の蓄積と，威信の増大を促進した。〉；＜英国への移

住に伴う，終ることを知らぬ戦による侵略に伴う，重大な結果は，独自なやり方での無数の

融合において，征服者と，被征服者を混冠し，戦争による組織を強め，これに応じて，民族

組織を弱体化したことである。これらの事実は，王の権力を強めた。この時期の終りには，

王は，始めは弱いが，はっきりと規定された国家権力への要請をもつて現われた。それゆえ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆめ
王は，その国土の唯一人の，最高の所有者となった〉。同じくこの時代に，英国においては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2s）

封建制度が発生した。＜すでに600年頃から，封建的貴族の特徴が，認められた。農夫達は，
　　　　　　　　　り　り　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ
強くキリスト教化のきざしを見せ始めた。土地の私的な所有は，すべて規定されたものとな

り，移住民は，いたるところで，明瞭な社会的階級に分化し始めた。と同時に，その祖国に

おいて，アングロ，サクソン族を結びつけた，より自由な氏族組織の型成は，戦争による侵

（1）　ApTyp　（2）　nereHAapHblfi　06pa3　（3）　repMaHllbl　（4）　TeM3a

（5）　¢epT－oop一¢opT　（6）　nonyocTpoB　KeHT　（7）　ocTpoB　YaptJ［　（8）　pacNpocTpaHeHHe

（9）　06n’acTb　（10）　AHTnHfl　a　O　KopHysnn　a2）　CTpgTKnatin　a＄　Yg”bc

aaj　nHKTbl　a5　CKOTTbl　a　e　”351K　CKOTTOB　an　ptPnaH」llifl
O翁　　po双oBHa兄　opraHH3aUzA　　　　　α窃　　oTpH双bI

⑳　A．刀．jMopToH，　HcTopHH　AMrnHH〔pycclくH熊∬epeBoA）瓢．，1950，　cTp．36．／原註）

¢］）　ibid．ゴPP．37（原言主）　　　　Z12）　OPoe双anbHbth　JloP八

e4　mpacTHafi　co6cTBeHHocTb　Ha　3eMnK）
鱒Kepn
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略の結果生じた国家の解体を生み，絶えまなく戦争の司令官の働きを逐画していた国ヨ三の権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
カの大きさに従う領土の分割が始まった。またそれ故，戦争は日常的な事柄になっていた。》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　定住した最初の時期に，征服者達が話していた，種族的な方言は，上の事柄と関連しな
　　　　　　　　　くの
がら，漸次，地域方言に変って行った。

　　　　　　　　　　くの
英語史の時代区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　
　　§40英語の歴史は，3期に分けるのがふつうである。1）古代英語期（あるいはAnglo一
　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　く7）　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

Saxon），2）中世英語期，3）近代英語期。この時期には，およそ，次の時代の区分が対応する。

　　古代英語（あるいは，Anglo－Saxon）期．一ゲルマン民族の英国への侵入の時代，5世

紀の中頃，あるいは，我々に残されている最も古い書写交献の時代の7世紀から1100年ま

で。

　　申世英語期一1100年から1500年目で。

　　近代英語期一1500年から現代まで。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　　近代英語期の範囲において，およそ1500～1600年に含まれる，初期近代英語期が分けら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユめ
れる。瞬時期間の境界をしめす目附（1100，1500）は，およそであり，条件付の意味を持って

いる。この数字は，単に，11世紀と12世紀の言語，あるいは，15世紀と16世紀の言語の聞に，

本質的な差異が存在するという事実の図式的な表現でしかない。この日附の余りに数字的な

理解；1789，あるいは1917のようなものは，英語の歴史のすべての面の完全な歪曲を結果と

して伴うものである。

　　古代英語期と中世英語期の間の境界を示す生心は，他の歴史的な日附，イギリスのノル
　　　くユの
マン征服の年，1066年と密接に結びついている。中世英語期と，近代英語期の間の境界は封
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨラ
建主義の衰退とTudor≡E朝の絶体主義の発生の時期に対応する。この変動の表現は，赤バ

ラの内戦（百年戦役）　（1455～1485）であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　　§41英語史の三つの時期の各々は，一定の特徴によって特徴づけられる。英国の言語
　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）

学者Henry　Sweet（1845～1912）は，音声的型態的特徴に基き，この時期の次の特性をあげ

ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
　　古代英語期一完全屈折の時期（full　endings）；強勢がおかれていない語尾に，任意の母

音が立つ。すなわち，sunu，‘son’sin5an‘sing’
　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
　　中世英語期一水準語尾の時期（levelled　endings）；すべての母音がおかれていない語尾は，

（書くときには，文字eで表わされる）弱母音〔e〕の型のもとに一様に水準化された。

例：SUne，‘SOn’，　Sin3an‘Sing’．

ω
ω
㈲
⑨
⑳
鱒
㈹
0
6
⑬

ibid．，　cTp．　42　（2）　nneMeHHble　nKaneKTb！

nepHo3allMfi　vacTopH　aHpxHvacKoro　fi3blKa　（s）

aHrJlo－caKcoHcKH鐘　　　　　（7）　cpe双Hea正｛rJ王H員cKH貢

xpoHonorHgecKHe　BexH　（xpoHonorHgeKafi　Bexa）

ycnoBHoe　3HageHHe　a2）
Bo3HHKHoBeHHfi　a6coaroTHoth　MoHapxliH　T｝o，qopoB

Me）K！loyco6Hhle　BoMHbl　Anoti　K　6enoth　Po3bl

AHrnHvaCKvath　AHHrBHCT　reHPH　CYUT　aO

”OAHble　OKOHgaHHfi　a9）

　（3）　MeCTHble　ILManeKTbl

11PeBHeaHrXHthCKHti　（fi3blK）

　（8）　HOBOaHrnHtiCKHth

　O（》　paHHeHoBoaHr幽門益cKH貢　nepHoA

3aBaeBaHMA　AHrrmli　HOpMaHHaM

a5　onpeAeneHHble　fipH3HaKM

　　　　　　　ΦoHeT照。－MopΦo諏or四eKH益fipH3HaK

HHBenHPOBaHHble　OKOHgaHHfi



No．　11 ソヴィエトにおける英語学 103

　　　　　　　　　　　くエ　
　　近代英語期一消失語尾の時代（lost　endings）；語尾の弱母音は，消滅する：son，　sing・

　　英語の歴史の時代区分の原則に関する論題は，大きな関心をもたらす。正確な時代区分

は，ソヴィエト言語学の規範に一致する。すなわち，人間の活動の特定の相として言語の特
　くの

性を研究する必要：がある。そして，言語の歴史とその言語を話す国民の歴史とを結ばなけれ

ばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　この観点から英語史の伝統的な時代区分，すなわち，英語の歴史を三つの時期に分割す

ること一，古代，中世および近代英語期への分割　　を取扱う場合には，この区分が，大

体これらの時期の要求を十分に満足させることを示すことが必要である。

　　事実，一方においては，強勢のおかれていない語尾での母音め扱いのような本質的な特

徴一音韻構造，と同時に，文法構造の発達をも表現する特徴一一にも立脚しているので，この

時代区分は，英語の発達における重要な法則性を表現している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　く　　
　　他方においては，古代および中世の間の境界は，ノルマンの征服と封建主義の発達と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
一致する。が，中世と近代の境界は，英国の形成に対応する。このような連関は，上に挙げ

た時代区分が，英語の歴史と英国の歴史の結びつきを表現しているものであることを示して

いる。

　　　　　　　び　
英語史研究の史料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§42古代の時期の英語の研究にさいして，根本的な資料としては，書写：文献が役に立
　　　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　（le）　　　　（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）

つ。これらの交献は，その時代の語イや富農や構文の明確な構図を与える。音韻に関しては，

書写文献の示すものは，必ずしも，全く，明瞭で，完全とは言えない。一方において，時た

ま，同一の：交字が，異った音を表現している（特に，：文字においては，開母音と閉母音の変
（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

種が区別されていない場合が起る）；他方において，保守的な独特の綴字法によって，しばし
　　　　　くユの
ば，音韻変化は綴字による表現が行われない。そして，ある文献の正字法は，その文献より
　　　　　　　　　　　　　　　くユの
も，はるかに，より古い交献の発音を示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユわ
　　音韻に関連して，書写文献に対する補助的資料としては，次のものが役立ちうる。
　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　くユ　ラ　　　　　ご　の　　　　　く　り　　　　　　　　　　くヨ　　

　　1）資料的文字：個人的な手紙や，遺言や，日誌や，官庁書類等に残っている。資料的

：文字は，しばしば，音韻的である。すなわち，非常に音声表記的なものである。それ故，語

の音声的構造を確定するのに役立つ。
　　　　くおう
　　2）韻：一方においては，お互いに韻を踏んでいる語の綿密な研究，他方においては，

類似の文字で書かれているにも拘らず，韻を踏んでいない語の研究は，その時代の発音に対

する，本質的な探究を許すものである。もちろん，この韻という特徴は，確実なものでな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
いことは，言うをまたない。なぜならば，不確実な韻，特に，伝統的な綴字韻（いわゆる

（1）　yTpageHHble　oKoHgaHufi　（2）　cneuHopHuHcKHe　oco6eHHocTva　fi3blKa

（3）　TpanzuHoHHafi　nepHo，qva3auHfi　（4）　HopMaHcKoe　3aBoeBaHHe

（s）　pa3BHTHe　tpoenanH3Ma　（6）　aHrnHthcKafl　HauMfi　（7）　ocHoBblti　MaTepRan

（8）　llvaCbMeHHble　naMfiTHHKva　（9）　”eKCHK　（10）　MOPopOnOrHfi　a　O　CliHTaKCKC

a2）　opOHeTHKa　aaj　OTKPE）ITblth　va　3aKPblTblti　BaPwaHTbl　rnaCHOrO　3BYKa

ali　cBo貢cTBeH盟fl　optPorpatPlifi　KoHcepBaTva3M　　㈹ΦoHeTHqecKHe　H3MeHeHfi

aO　npoli3HollleHMe　an　AononHeHne　a　S　ManorpaMoTHble　HanHcaHHfi
a9　gaCTHble　”liCbMa　？O）　3aBelllaHKfi　tz9　JLHeBHHKH　tz2）　AOKYMeHTbl

幽pゆ腫bl　㈱TpaAHUUOHHbIe　OPΦOrpaΦ困eCK擁e　pゆMb耳
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rhymes　to　the　eye）と呼ばれているものがあるから。例えば，現代英語のfar：war，　love＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
move・一方また，1ight：writeのような韻は，この：文献のこの綴字法におv）ては，語light

における：文字面は，すでに発音されていなかったということが，相当確実に推測される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　3）英国の文法学者，また外国の文法学者による音の記載；そのような記述は，しばし

ば16～17世紀に見られる。このような資料は，大きな注意をもつて扱う必要がある。なぜな
　　　　　　　　　　　　　　　　くのらば，この時代には，科学的な音声学は存在せず，それゆえ，音の記載は，非科学的な性格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
をもっていたから，のみならず，文法も，因習的正字法の影響を多分に受けていたからであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　§43非常に多くの場合において，すでに，英語の古代文献へつくことは，英語の現象の

歴史的説明に対しては不十分看あることを示している。我々に残されている最も古い時代の

文献は，7世紀の終りに遡る。より古い時代からは，いかなる書写交献も残っていない。一

方，すでに，最も古い時代の交点において，無数の，主として，音声構造面の現象は完成され

ていた。そして，より古い時代に生じた，推移過程の完成された結果が存在している状態であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
った。より初期の時代に属する他のゲルマン諸語の資料による智識が，我々の自由にならな
　　　　　　　　　　　くアラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
い以上，その音韻の推移過程に先行した語型は仮定的な再構型に限定しなければならない。

　　しかし，ここでは，ゴート語の助けがある。ゴート語から我々には，非常に’古い時代に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
遡る：文献が残されている。すなわち，4世紀に，ゴート人の司祭Wulflaによってなされた
　　　　　　くユの
バイブルの二二である。

　　ゴート語は，ゲルマン語の他の語派，東ゲルマン語に属しているにも拘らず，また英語，
　　　　　　　　　　　　　　くユユ　
あるいは，他のゲルマン諸語の祖語でないにも拘らず，ゴート語の資料は，ゲルマン諸語に

存在する二型の分析に，非常に大きな利益を与える。この資料のおかげで，全く仮定的にの
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
み再構されうる山型が，：文書記録の裏付けをうるのである。

　　それゆえ，このゴート語によって，他のゲルケン諸語における，Ablaut現象のような，
　　　　　　　　　　　　　く　う
はるかに根本的な別の現象の研究が，可能になった。非常に有効な補足的な光を，またゴー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユら　　　　　　　　　ロの
ト語は，古代英語を含む，他のゲルマン語の格変化や，動詞変化の体系に対して投げかけ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
　　それゆえ，本稿においては，くり返し，ゴート語との対置による助けを求めている。な

ぜならば，そのような対置は，英語の無数の重要な現象を，深く説明する可能性を与えるか

ら。

　　　　巫　古　代　英　語

　　　　　　　　　　　　　　　ロの
ブリテン島でのゲルマン諸王国の型成

（1）　HafiHCaHHe

（4）　KoHcepBaTHBHafi　opoporpatp？m

（7）　gTva　opoHeTvagecKHe　ilporleccbl

（9）　voTcKH”　ellHcKon　BynbtpHna

a2）　AaHHble　a3
a5　cKnoHeHHe　ae　cnpA）Kerme

（2）　ouHcaHHfi　3ByKoB　（onlicaHHe　3ByKa］

AoKyMeHTaabHoe　noJLTBep＞KAeHge

　　　　　　　　　　（3）　HaYgHafi　TeOPvaH　opOHeTHKH

（5）　06pauleHHe　（6）　AaHHble

（8）　rvanoTeTligecKoe　BocTaHoBneHI（e

O◎　HepeBO皿BH6rmH（BH6汀HH〕　　　　（切　　Hpe双OK

　　　　　　　　　　a4　TpaKToBKa
　an　corrocTaBneHHe

a8）　06pa30BaHHe　repMaHcKnx　rocyJlapcTB　Ha　TeppHTopH　6pmaHvapt
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こユ　　
　　§44　ブリテン島に定住したゲルマン諸民族は，七つの独立の異教的な諸王国を型成し

た。この諸王国間で，4世紀の四月の聞に，各王国間で優位を競う戦いが行なわれた。ケン
　　　　　　　　　　　　　（哩）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　くの　　　　　　くの
ト，サセックス，エセックス，ウエセックス，マーシァ，東部アンダリアと，二つの地域，
　　　　（8）　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）

ベルニキァとヂェイラから成るノーサンブリアである。この戦いにおいて，ノーサンブリア，
　　　　　くユリ
次にマーシァに勝利が帰した。828年に，アングロサクソン諸王国の戦いは，ウエセックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
が決定的な勝利を占めた。ウエセックスの王のエグベルフトは，．マーシァとノーサンブリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
を従えた。この時代からウエセックスの歴代の王は，アンダリアの王となり，そしてウエセ
　　　　　　　　　　　　　　ロの
ックスの首都のウインチ＝スター（ロンドンの南西，約100km）は，アンダリアの首府でも

あった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

　　この時代には，アングロサクソンのブリテン島は，ほとんど完全にヨーロッパから，分離
　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

されていた。そして，特に，ローマからは，597年に，法王グレゴリー一世は，ゲルマンの

移住民族の間に，キリスト教を拡めアングリ．アを自己の政治的範囲の下に治める目的で，ア
　　　　　　　ロ　ラ
ンダリアに宣教師を送った。キリスト教は，アンダリアに，また，アイスランドから浸入
　　　　　　　　（20）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）

した。アイルランドは，ゲルマン族の侵略を受けなかった。　アイスランドの，オスヴィニ

（642～670）大王のもとに，　キリスト教はノーーサンブリアに広大な範囲を獲得した。7世紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　
に，キリスト教は全アンダリアに拡まった。ラテン語は，この時代においては，西ヨーロッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
パに対しては，教会と神学の汎ヨー戸ッパ的言語であった。ローマとアンダリア．の新しい交
　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
渉の樹立の結果，教会，神学の言語としてラテン語が導入された。
　　　　　　　　　　　　（25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）

　　このローマ，ラテン交化の新しい関係の結果は，ラテン語の語イの，新しい，第二の波
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　り
の，英語への侵透であり，その語イの大部分は，ギリシア語起原の語イであり，直接，ある

いは間接に，宗教的な教会に関する概念の面と結ばれている語イである。

　　　　　　　　　　く　ラ
古代英語期における文献

　　§45古代英語の：交献は，その構成によって二つのグループに分けられる。ルーンの戴
く　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの

献とラテン文字の：文献である。
　　　　　　くおり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ

　　ルーン：文字のものは，今日ではわずか，二，三の碑：文的交献が残っているにすぎない。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
の中でもつともよく知られているのは，ルトウェルの十字架に書かれた文字である。このテ

クストは，大きな石の十字架に刻まれていて，この十字架はスコットランドの南西部のルト
　　く　ラ
ウェルの村の近くに立っている。このテクストは，あまり大部ではない，宗教的な内容をも

（1）　ceMb　caMocTofiTeAbHblx　BapBapcKHx　rocynapcTB　（2）　KeHT　（3）

（4）　3cceKc　（5）　YocceKc　（6）　MepcHfi　（7）　BocTogHafi　AHrflHfi

（g）　neptpa　（io）　HopTyM6pHfi　aO　Mepc”fl　a2）　Dr6epxT
aaj　Y3cceKcKHe　KoponH　a4　cTonHua　YgcceKca　ropoJz　YHHgecTep

aS　aHrno－caKcoHcKafi　6pHTaHnz　aaj　EBpona　aO　PnM
asi　MvaccvaoHep　？O）　KpnaHAHH　20　Koponb　OcBliH　e2）
1～⇒　巫e）K双yHapo丑Hb磁只3b夏K　　　　　⑫4）　llepKoBHblth　fi3blK　　　　　⑫s

12句　　cepH兄　　　　　⑫7）　rpeqeKoe　npoHcxo窪くムeHue

ce8　nHcbMeHHocTb　ApeBHeaHrnHvacKoro　nepuon　（nHcbMeHHocTb・vwritten　languages）

⑫9pyH四eK臼e　fiaMfiTHHKH　　㊨③HaM只THHK瑚aTHHcKoro斑PゆTa
BO　pyHHgeKoe　fiHcbMo　Bl　HannMcb　（3＄　HannHcb　Ha　PyTBencKHti　KpecT
Be　PyTBe”　（Ruthwell）

CycceKc

　（8）　SePHHKHfi

as）　nana　rpvaropvath　1

　　JlaTbiHb

puMcKo－naTliH¢Kafi　KynbTypa
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　　ロう
つ詩篇である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
　　今一つのよく知られているルーンの文献は，いわゆる，”ルーンの小箱”に書かれたも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ので，この小節は鯨の骨で作られていて，フランスで，クレルモン，フェラン（ClermOnt一
　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

Ferrand）の街の近くで発見されたもので，今日では，ロンドンの大英博物館に収められて

いる。ルーソ文字のテクストは，鯨のヒゲについてのテーマに関して書かれている，いくつ

かの詩篇から成っている。このテクストは，恐らく八世紀まで遡るものであろう。

　　ローマ文化へのアンダ戸サクソン族の加入の後で，ルーン交字は，ラテンのアルファベ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ットによって駆逐された。古代英語の音韻体系は，かなり，ラテン語の音韻体系とは異なっ

ていたので，ラテン語のアルファベットは，古代英語の音韻の表現のためには，不十分であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　
つた。アングロサクソンの写字生（書記）達は，いくつかの置字をルーンのアルファベット

から移入して，この不足を補充している。他の場合には，二つのラテンのアルファベットの

文字が，二つの異なった意味において用いられている。それゆえ，例えば，古代英語の文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
において，文字5（ラテ．ンの文字gの変形）は，いくつかの違った音を示した。種々な音が，

また，文字Cによって表わされた。ルーン文字から二つの記号が移入された。ルーン文字の
　　　　　　　　く　ラ
Pは，歯茎摩擦子音に。（この子音の表現のためには，また記号もも用いられる。）そして，

また音Wを示すために，特殊なルーン文字が用いられた。

　　今日，我々に伝えられている最も．古い古代英語の文献は，8世紀に遡る。5世紀から6，

7紀の英語に関しては，後期の英語の資料を，他のゲルマン諸語の資料，特に，ゴート語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
それとの対置に基いて，我々は，ただ，仮説を立てうるにすぎない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほユラ
　　§46　古代英語の最も初期の時代から，三つの主な方言が認められる。ノーサンブリア
　　ロ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こユヨ　

ン方言（NOrthumbrian）は，ハンバー河の北方に住んでいたアングル人が，しゃべっていた。
　　　　　くユの
マーシァ方言（Mercian）は，ハンバー？可とテムズ河の間に住むアンダ・レ人の言語であり，
　　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの

ウエセックス方言，すなわち，ウエストサクソン方言（West　Saxon）は，テムズ河南部の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
サクソン人の言語であった。第四の，より重要でない方言は，ケント方言（Kentish）であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
り，ジュート人の言語であった。ウェセックスの政治的優位の確立は，ウェセックス方言の

地位に影響を及ぼした。9世紀の間に，ウ干セックス方言は，この時代の支配的な書きコト
　　　くエ　ラ
バ（文語）となった。

　　§47古代英語期の主要な：文献は，次のように主要な方言に基いて分けられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の　　　　　　　　　　　　　　　　ロユ　
　　ウェセックス方言一アルフレッド大王（849～900）の著作：1）法王グレゴリー一世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
（540～604）によって著されたCura　pastoralis〈牧者心得〉の，アルフレッド自身の序文を

（1）　cTlixoTBopeHMe　penHrvao3Horo　coEep＞KaHHe　，　（2）　PyHngecKafl　lllKaTynKa

（3）　¢paHuvafi　（4）　KnepMoH－opeppaH　（5）　6pHTaHcKHH　My3eth　B　fioHJIOH

（6）　3BYKOBaH　CHCTeMa　APeBHeaHFnvathCKOrO　fi3blKa　（7）　nHCIIbl　（nHCe！K］

（8）　BHAOH3MeHeHHe　（9）　nePeAHefi3b－Hblti　ltle”eBOti　COrnaCHOrO

（10）　rHnOTe3bl　（rlinOTe3a）　a”　OCHBHble　AHaneKTbl　aaj　HOPTYM6PvatiCKvaH　AHaneKT

a3　XeM6ep　a4　MepcvavacKmb　AvaaneKT　a5　ygcceKcKnh　nManeKT
ae　3afiaJ［HocaKcoHcKmb　AHaneKT　an　KeHTcKni　nlianeKT　ag　reveMoHHfl
aS　nHCbMeHHblva　f13blK　？O）　KOPOnb　Anb｛1）PeJl　？O　，　COYHHeHHfi　（COgHHeHHe）

22）　06fi3aHHocTH　nacTblpfi
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　（2）
つけたラテン語からの謙訳；2）5世紀の人，スペインの僧侶，オロスユウス（Orosius）の

手になる（“Historia　mundi　adversus　pagn6s”）．〈世界史〉のラテン語からの番田訳。この謙

一閃・・すな娠オー濃ヴ・レフス賜旅行記にお・・て・ア・レフ・・ド、蕊Alf・ed）

自身の手に成る本交が挿入されている；3）ローマ哲学者，ボェスユウス（Boethins）の手に
なるく哲学の慰み（・D，C。。，。1、・i・。，　phil…phiae・）の番飛言尺、・・A・g1・一S・x…h…i・1・・

　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
〈古代英語年代記〉の古代の部分（891年まで）。僧院長，エルフリック　（Aelfric．）の著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
作（IOc．）。ヴルフスタン（Wulfstan，）の説教集（1！c．の始め）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエユラ
　　ノーサンブリア方言：ルトヴェルの十字架と，フランクの小箱に書かれたルーン碑文，
　　　　　　（12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

福音書の翻訳とカドモン（Caedmon）の讃歌，いわゆるくベーダ（Beda）の臨終の歌｝。
　　　　　　　　　　　（15）　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　（16）

　　マーシァ方言一詩篇（9世紀）と讃歌の番旧訳。
　　　　　　　　　　（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

　　ケント方言：詩篇L－LXXと古代の勅令の番飛訳。

　　この方言で書かれた交献の，量と質との連関において，ウェセックス方言の圧倒的な優

勢は，この時期におけるウェセックス方言の支配的な地位を確立した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
　　言語的な観点においては，古代英語の文献の中で，韻文作品は，特別な地位を占めてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
る。これに属するものは，作者不詳の詩，ベィオウルフ（“BeOwulf”），韻文く創世記〉
　　　　　　　　　　　　　（23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）

（“5enisis”），〈出馬ヂプト記〉（“Exodus”），ユーディス（“Judip”），僧侶キュネウルフ（Cu一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　（26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
newUlf）の詩，〈エレーナ〉（“Elene”），〈アンドレイ〉（“Andreas”），　〈ジュリアーナ〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
（“Juliana”）等である。これらの詩の中には，ウ八丁ックス方言の語型と並んで，かなり多数
　　　　　　　　くヨの
のアンダリア方言の語型がみられる。明らかに，これらの作品は，いくつかの散文のテクス

トとして，始めはアンダリア方言で書かれたものであるが，ウエセックスの主導権時代に，
　　　　く　ラ
写字生達は，多くのアンダリア方言の語部を，ウェセックス方言の藪下で書きかえた。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
ために，この詩の中で，我々に伝えられている手写原本には，色々の方言の要素が結合して
　　　　　　　　　　　　　くヨの
いる，混然とした英語の構図が示されている。

（34）

音 韻　　構　　造

母 音

　　§48．二重母音を含めて，すべての右四英語の母音は，長母音と短母音があったと考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおらう
られる。古代英語の手写原本においては，母音の長いことは，しばしば文字の上におかれた

（’）の記号によって，示されている。

（1）　vacnaHcKHth　MoHax

（5）　rrYTellleCTBHe

（8）　AHrno－caKcoHcKafi　xpoHHKa

aO　PyHHueKHe　HaJlnvacH　a2）
a4　1－lpeAcMepTHafi　llecHb　6gEbi

aO　rrcanMoB

eO　BeoBynbcl）

図10餌Φb

　　（2）　Opoctifi　（3）　OxTxep

（6）　PHMCKH営ΦHみocoΦBogUH貢

　（g）　3nb（1）pHK

nepeBon　eBaHvenHfi
㈲nepeBOA　nca涯bTb騨

aS　npeBHvae　rpaMoTbl　（rpaMoTa）

　20　uosTHuecKafl　BepcHfi　en
e5　KH）HeBynb（1）　tza　EneHa

⑫＄　ysccelくcKHeΦopMbI　CygcceKcKafiΦopMa）

BD　nepefiHcgMK B2　pyKonHcH　（pyKormcb）

　　　　（4）　BynbfpcTaH

　　（7）　YTemeHHn　coHnoco（bvaH

　（10）　fiponoBenH　BynbcbcTaHa

　　a＄　FHMH　KgAMoHa
　　　　　　aa　rHMHbl

⑱nOgT困eCKHe　npOK3Be双eH只

KHHrK　6biTvafi　tz3　KcxoJL

　鋤　AH双pe営　　　姻　｝0朋aHa

BG　aHrrmficKHe　（PopMbl　〈aHr”HthcKafi　epopMa）

BS　KapTliHa　cMelxlaHHoro　H3biKa－cf．　mische　langue

BO　AonpoTa　rnacHble

B4　opoHeTHgecKKva　cTpoB
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母音　　　農　3e　e　量　o　u　y　a

　　　　互…Eδ　f5　言ヲ

　　　ロラ
ニ重母音

No．一1・1

ea　eo　ie　且。

邑a　　邑〔｝　　五e　　亘。

　　eeは，現代英語のmanとかhatの語における〔ee〕のように発音された。また，歪

が，これに対応する長母音であった。　yはドイツ語のMtttter（母親）のitのように発音

された。またyはドィヅ語のGemtttの9のように発音された。
　　　　　　　　　　　　　　くわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　くの
　　すべての工重母音は下降母＝音であった。二重一母音の初めの構成音が，音節型成音素であ

る。

　　aは・Ptとmの前でのみ見られ・あるとき｝ま　a・あるときは・によって禧れる・

man，　monn；‘人’；1and，　lond‘土地’；nama，　noma‘名前’。’多分，この音の漉油は，　a，　o

の間で動いていると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　aは，ゴート語のaに対応する。aは，次の音節に軟口蓋系列の母音（奥母音）がくる
　　　　　　　　　　　くの
ときには，主として溢出節において表れる。例da5as‘日（複数）’，（ゴート語dag6s）；caru
　　　　　　　　　　　　　　ラ
‘心配’；macian‘なす’。閉音節においては，　aはまれにしか表れない。例：habban（Gothic。

haban）；asce‘灰’；wascan‘洗う’。
　　　　　　　　　く　ラ
　　9は，任意の音節に立つことができる。このfiは，ゴート語のaiに対応する。例：stan

‘石’（Gothic．　stains），　hatan‘呼ぶ’（Gothic．　haitan），　Cnawan‘知る’。

　　acは，ゴート語のaに対応する。　eeは，閉音節に表われる。例：daCS‘日’（Gothic．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　くユユ　
dags）；beed‘命じた（pt．　sig．）。次の音節の母音が，前舌系列に属するならば，開音節に

おいては，dae5es‘days’；weeter‘水’（Gothic．　wat6），となる。

　　麗には，二重の起源が考えられうる。

　　1）歪1は，ゴー1・語の邑に対応する。この蕊は，例えば，第4群，及び，第5群の強

変化動詞の過去複数に表われる。　st歪10n‘盗んだ’（Gothic，　stdom，）；b蕊ron‘運んだ’

（Gothic．　berum）；sprtecon‘話した’；mdeton‘計る’。また他の場合にも用いられる。例：

d蕊d‘功績’（Gothic．　d6Ps）。

　　　　　　　　　　　　　く　の
　　2）歪2は5のimutatiOnの結果であり，ゴート語のaiに対応する。この歪は，第

1群弱変化動詞の語形に表われ’る。hbelan‘治療する’；drbefan‘追跡する’；副fan‘退ける’。

　　eも，また，二重の起源が考えられる。

　　1）　eは，ゴート語のi，あるいはeに対応する（cf．§23）；第3，第4，第5群の強変

化動詞の不定詞の語型において表われる。helpan‘助ける’；stelan‘盗む’；sprecan‘話す’；

beran　‘運ぶ，：（Gothic．　hilpan，　stilan，　bairan）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　2）　eは，ac，あるいはhに対するi一一umlautの結果である。例：setten‘置く’；sen5an

‘焼く’；bendan‘曲げる，。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　邑は，ふつうは，6に対する量mutationの結果である。　eは，しばしば，第1群弱

変化動詞の語形に表われる。例：d6man‘約束する’；c§pan‘保存する’。
　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロらナ

　　iは，不変のiと，可変の亘が考えられうる。不変の9は，ゴート語の量に対する，が，

（1）　AH（1）TOHrH　（nHtpTOHr）　（2）　HHCXOAfiMHe　［JZvatpTOHrH］　（3）　”ePBafi　COCTaBHafi　gaCTb

（4）　cnoroo6pa3yH）lumb　gneMeHT　（5）　xapaKTep　gToro　3ByKa

（6）　rnacHblth　3anHero　pfiJga　（7）　o　tKpbiTblti　cnoF　（8）　一F　（9）　nK）60th　cnor

（10）　rnacHble　cneAy｝oulero　cnora　（11）　RepenHbth　pfin　（ID　nepevnacoBKa　Ha　i　oT　E

（13　i－YM”aYT　OT　a2　HnH　a　pm　YCTO？19Bblg－i　（10’HeYCTOHgBblfi－i
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しかし，このiは，yと混合しない～例：bindan‘しばる’（GQthic。　bindan）；niman‘と

る，（Gothic．　niman）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　可変のiは，二重母音ieの単母音化の結果である。そして，しばしば，　yと交替する。

例：nicht‘夜’（nieht，　nyht）。

　　iもまた，不変，または，可変である。可変のiは，一般に，ゴート語のeiに対応す

る（（eiの発音はiである。》．不変のiは，第1群強変化動詞の不定詞において表われる。

例：writan‘書く’；bidan‘期待する’；5rlpan‘つかむ’（Gothic，　greipan）。可変の亘は，

ieから生じ，　yと交替する。例：hl‘彼等’（hie，　hy）。

　　oは，ゴート語のttあるいはak（cf．§23）に対応する。この音は，第2群，第3群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
のb，c，および第4群の強変化動詞の第2こ口の語形に見られる。　coren‘chosen’，　worden

‘became，，警01en‘盗まれた，：（Gothic．　kusans，　waurpans，　stUlans）。

　　　　　　　　くの
　　aは，鼻子音の前で，　aから変化した：mon‘人’（Gothic．　manna），　hond‘手’

（Gothic．　handus）。

　　6は，ふつうは，ゴート語の6に対応する，例：56d‘よい’（Gothic・96Ps）；この

6は，第4群強変化動詞の，過去時制の語形にみられる：sc6c　‘shook’，　h16h‘laughedi。

　　聡は，ゴート語のuあるいは，麟（cf．§23）に対応する；第2，第3群強変化動詞

の，過去複数の語形にみられる，例：curon　‘chosen’bundon‘bound’，hulpon‘helped’，

wurdon‘became，（GQthic．　kusum．　bundum．　hulpum，　wa丘rpum）。

　　itは，一般に，ゴート語のitに対応する。　itは，次のような語にみられる；例：hit　‘now’，

hUs‘house’（Gothic．　has），が，またいくつかの第2四強変化動詞の不定詞の語形にもみ

られる；例：1itcan‘閉じる’，　bu5an‘曲げる’。

　　yは，不変，または，可変である。不変のyはuに対するi－mutatiOnの結果である；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くをラ
例：wyllan‘woolen’，5ylden‘golden’。可変のyは，亘と交替する。

　　yはまた，可変と不変のヲが存在する。可変のyは大多数の場合において，Uに対する

i－mutationの結果である；例：mYs‘mice’，　fyr‘丘re’，可変の夕は，亘と交替する。
　　　　　　　くらう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおう　　　　　　　　　　くアラ

　　短二重母音ea，　eo，90，　ie，そしてまた，長二重母音Eeは，　mutation，　gradation，
　　　　　　　ラ
palatalizatiOnの結果である。

　　長二重母音Ea，　eoは，ゴート語の二重母音に対応する。

　　融は，ふつうは，ゴート語の蹟に対応する。訟は，
　　　　く　う

の型の語にみられるが，

‘chose’，16ac　‘closed’（Gothic，　daups，　kaus，1auk）。

　　δ｛｝は，ふつう，

みられる；例：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　
　　ioは，大多数の場合において，90の変種である。

また，強変化第二群動詞の過去単数の語形にもみられる；

beam　‘tree’，　deaP　‘death’

　　　　　　　　　例：ceas

　　ゴ・…ト語iuに対応する。．60は，第2群強変化動詞の不定詞において

ceosan　‘choose’，　beodan　‘offer’　（Gothic．　kiusan，　bindan）．

（1）　MoHo（1）ToHrva3auHfi　11HtpToHra　ie　（2）　（1）opMa　fipMqacTlifi　BToporo

（3）　HocoBble　cornaCHble　（4）　HecTOvagBOe　y　HepenyeTcfl　ci　（uepeAoBaHMe－alteration）

（5）Aonrvae　aHOPToHr（」lonrvath　」IHabTo則　　（6）fiepernacoBI〈a　．．⑦．．npe刀oMneHHe．・

（8）　RanaTaJH3a一｛n　（9）　cnoBo　Tplfia　beam　（10）　BapvaaHT　eD
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母　　音　　変　　容

　　§49　4世紀のゴート語にかなりはっきりした形で残っているゲルマン語Ablautの原
　　くユラ
初体系は，もっと．も初期の古代英語の文献において，個々の母音の多様な変化の結果として，

かなりの変容を見せている。それゆえ，例えば，ゴーート語においては，第1口裏変化動詞に．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロう
おいて，i／a．／zero　gradeの，現在の母音変容系の原型が，全く完全に残？ていて，すべて．

の語型に，基礎母音Rの要素が見られる；（（｝othic．　reisan－gais－risu卑7risan）。葦が，ゴート

語の二重母音aRが，．長母音Rに対応している古代英語においては，この原初体系！ま，ゴー

ト語ほど，はっきりとは認められない；（OE．　risan－ras－rison－risen）。なかんずく，より大

きな変容が，強変化動詞の第2群に表われている。この動詞群におy・ては，古代英語におけ

る．齢が，ゴート語の二重母音沁に対応している。．そして，古代英藷の的はゴニ．ト語の

蹴に対応している。　cf．；Gothic．　biudan－baup－budum－budans＝OE．　beoda恥b6ad－budon一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
boden．この例においては，原初のAblaut　Seriesの構成（すべての画聖において，要素u

を見せているi／a／zero　gradeの母音変容）は，ほとんど完全に消滅した。古代英語にお

ける詳緬な．Ablagtの記述は・強変化動詞の記述との脚連において・§126で述べう。

　　Ablautは，いくつかの場合において，三型成の手段と：して表われる：cf，例：belifan．‘re－

main’@　laf‘remainder’，for160san　‘10se，　　leas　‘devoid　of，，beran　‘cqrry’　　beeF

‘stretcher’，　faran　‘travel’（by　land　or　sea）　　　　for　‘journey’，　ridζn　‘ride’（on　ho準eback）

　　r百d　‘journey　on　horseback’。

子． 音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　くアラ
　　§50　古代英語における子音の体系は，次のような，丞相をもつている：唇音．：p，b，
　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C9）
m，f，℃前部口蓋音：t，　d，　p，6，　m，　s，　r，亙；中部および，後部口蓋音：c，5，　k。
　　　　　　　　　　くエの
　　：文字xは，語結合csによって表わされるb
　　　　　　　　　　　　　く　　
　　子音の幾つかは，多義的であった。すなわち，多様な状態にある種．々な音を表した。こ

の現象は，古代英語において起つた，音韻変位と，密接な連関をも．つている。・

　　文字容は，語の種々な状態において，種々な子音を表わした；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
　　1．語頭においては，子音の前，あるいは，奥母音系列の母音の前，また，語中におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨ　
ては簸の後では，5は，後口蓋有声破裂子音，〔g〕を表わした；　例：51eo‘joy’；56d
№盾盾пf，　‘valiant’，　sin5an　‘sing’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　　2　奥母音系列の母音の後，また，子音rと旦の後では，交連5は，後口蓋摩擦音〔r〕

を表わした；． 瘁Fda5as‘days，，　sor5‘anxiety’，　fo13ian‘follow’。

（1）　nepBoHagaabHafi　repMaHcKafi　cHcTeMa　a6nayTa

（2）　JLaHHblth　PfiA　a6”aYTa　H3　qePe！lOBaHHe　i／a／HYnb　（3）

（4）　nepBoHagaAbHOe　cTpoeHvae　pfiJla　（5）　cpeAcTBo　c”oBoo6pa3aBaHldfi

（7）　ry6Hbie　（labials）　（8）　nepeJLHefi3bigHbie　（9）

Q◎coqeTa脳e　⑳．MHoro3HaqHblti　圃3allHbln　P瓢
a＄　3anHefi3b－HblH　3BoHKmb　cMblgHblk　corxacHblti　［g］

（1di　3a」IHef13blgHblth　3BOHKHva　MeneBOti　COrnaCHblth　（r）

　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

OCJIO＞KHeHHbIH∂JleMeHT互
（6）　BHA

CPeJLHef13bNHble　va　3aAHefi3bNHble
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　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
　　3　語頭において，前舌系列の母音の後では，文字5は，有声口蓋摩擦子音〔j〕．を表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
わした；例：5iefan，‘give’，56ar‘year’，　deeS‘day’。5の重複の代りに，　c5が書かれる。

構 文
くヨ　

論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§51古代英語の構交論は，多くの他の古代の言語と同様に，その型態論に比して，非

常に僅かしか研究されていない。構文論の分野においては，現代にいたるまで，今後の研究

を必要とする多くの問題が残っている。我々は，この章で，科学的に研究され，体系的記述

を許す，古代英語構文論のいくつかの根本間題を研究する。

　　　　　　　　くの
　単　　　　文
　　　　　　　　　　くの
文　　の　　要　　素

§52古代英語においても，現代英語におけると同様に，文の要素は，分離される。
　　　　（7）　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　（10）

　　主要素一・主語と述語，従属要：素
　　　　くユの　　　　　　くユの

挿入語句，語結合が，考えうる。

　　ロユ　　　　　　　ロリ　　　　く　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの

補足語，形容詞，副詞。文においては，呼び掛け，

主

主

要

語

素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロわ
　　§53多くの場合において，主語は主格におカ．れた名詞によって表現される。例：C6m

se　foresprecena　hun5ur　eac　swylc　hider　on　Bryttas　‘上に述べた飢餓は，またブリトン人の

なかにも拡がった’；pa　st6d　hiln　sum　mon　aet　purh　swefn‘彼の夢枕にある男が立つた’；

ponne　vvi］7　norpan　D6nua蕊wielme　and　be　eastan　Rine　sindon］塾§重ancan‘それから，ド

ナウ河の北方と，ライン河の東に，東フランク族が住んでいた’。
　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ

　　これと並んで，主語は代名詞によって表現される＝1）人称代名詞＝p轟葛協shE　from

peem　slacpe　‘それから彼は，睡りからさめた’；Nit　heebbe　we　scortlice　Seseed　ymbe　Asia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
lond5emeero　‘今，我々は，アジアの土地について簡潔に話した’；　2）指示代名詞：Paet

waes　56d　cynin5　‘それは勇敢な王であった’；paet　is　wynsum　won5．‘それはうまい場所
　　　　　　　　　　　　くなう
であった’；3）疑問代名詞：hwa　3estillep　pEx）t？‘だれが，彼をなだめるのか？’；hweet

dreっ5est　p（i？　‘あなたは，何をしているのか？’

ω
ω
⑦
⑳
鱒
働
⑬
⑳

”epenHHti　pfiA　（2）　ynBoeHHbti　s－vdeuble　（reduplicated）　3

MopepoJorHfi　（5）　npocToe　npenno＞KeHHe　（6）

pJaBHble　qneHbl　（8）　noJLne＞Kamee　（9）　cKa3yeMoe

JlonoJHeHMe　a2）　ofipeAeneHue　aaj　06cTofiTe”bcTBo

BBoAHble　cnoBa　aaj　cnoBocogeTaHHfi
CYUIeCTBHTe”bHble　B　HMeHHTeAbHOM　naJle）Ke　ag
nHqH6e　MeTo’HMeHHe　’　tzO）　yKaBaTenbHoe　（MecToHMeHHe）

BonpocmenbHoe’ @・‘MecToHMeHHe）

（3）　CHHTaKe・HC

UneHbl　fiPeJL”O＞KeHMff

（10　BTopocTeneHHble

a4　06pamaHHe

MeCTOMMeHHfl　（MeCTOHMeHMe）
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客
　（1）

瓢口口

§53　古代英語においては，現代英語と同様に，
　　　　　　　（2）　（3）
動詞的客語と，名詞的客語がある。

動　詞　的　客　語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　（5）　（6）　（7）
　　　　§54　動詞的客語は，単純客語と，複合客語がある，動詞的単純客語は動詞的語型によ

って表現される：）7is蕊rend5ewrit　A5ustinus　ofer　Sealtne　s蕊s卯an　br6hte　ie5bitendum

‘この教書を，アウグスタスは，南方から，塩からい海を越えて島民にもたらした’；Heefde

pa　3efohten　forem歪rne　bl蕊d　Iudip　at　5upe‘それから，偉大で卓越したIUdipは戦闘にお

いて，戦った’；pa　aras　he　fram　p歪m　slt鶏Pe‘それから彼は，眠りからさめた’。

　　　　　　　　　　　　　　（8）　（9）　（le）　（11）　　　動詞的複：合客語は，動詞cunnan，　ma5an，　m6tanの人称変化型と，主動詞の不定詞か

らできている：Ne　con　ic　n6ht　sin5an‘私は何も唱うことができない’；Ne　h6　wiht　fram

me　f16d－Y6um　feor　fieotan　meahte　‘彼は，波の上で，私から遠く離れて，ただよい去るこ

とができなかった’。

名　詞　的　客　語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）　（13）

　　　§55　名詞的客語は，いつも，複合客語である。すなわち，連結詞と，述語部からなっ

ている。連結詞の機能においては，　wesan（b酌n）‘be’が，　weorpan‘become’と同様に

用いられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／g）

　　　述語部の機能において，種々な品詞が用いられる。しばしば，この機能において，名詞，

形容詞が表われる；例：peet　wacs　56d　cynin5‘それはよい王であった’；Hals　is　min　hwlt．

‘私の首は白い’；pa　wurdon　blip　burhsittende‘それから町の人は，喜んだ’；　underne

Froncum　ond　Frysum　fyll　cynin5es　wlde　w60rpep‘王の死は，フランク人と，ブリリース

ランド人に，はっきりと知れわたった’。

従

補

属

足

要
一一（15）

累
　（16）

瓢口目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　C18）　（19）　ae）
　　　§56　古代英語の補足語は，　（対格の）直接補語と，聞接補語があり，間接補語は更に，

　　　　　　　　　　　（21）　（22）　（z3）　（2a）前置詞なしの補語と，前置：詞つきの補語に分れる。前置詞なしの間接補語は，生格，与格，

　（1）　cKa3yeMoe　（2）　rnaronbHoe　cKa3yeMoe　（3）　vaMeHHoe　cKa3yeMoe

　（4）　HpocToe　cKay3eMoe　（5）　cocTaBHoe　cKa3yeMoe　（6）　llpocToe　rnaronbHoe　cKa3yeMoe

　（7）　rnaroJbHafi　opopMa　（8）　cOcTaBHOe　rnarOnb／　Oe　cKa3yeMoe　（9）　nHgHafi　（1）opMa

（10）　ocHoBHblth　rnaron　（］1）　HHopHHHTHB　OCHOBHOrO　rnarOaa　Q2）　rnaron－cBfi3Ka

　（1aj　nopeAHKaTvaBHblfi　gJeH　aaj　gacTH　pegH　aS　BTopocTeneHHble　gneHbl

aa　」IOnOXHeHUe　・aO＝AOfiOnHeHHe　（181，　B？IHHTenbHblth　na21e＞K

ag）　fipfiMoe　nofionHeHHe　eO）’・KocBeHHoe　norronHe｝me　？！）　6ecnpen」o｝KHoe」ononHeHHe

e21　llpe」lno＞KHoe　」EonoaHeHHe　C2＄　poAgTenbHblil　naAe＞K’　’　eaj　・naTenbHbl・B　naae＞K・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　（2）あるいは対格から成る。間接補語は，前置詞と各格型の名詞からなる。これらの名詞は，主

格，与格，あるいは対格の前置詞を必要とする。

直　接　補　語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
　　H6　for16tレset　htts　pec・s　Seb60rscipes‘彼は，その酒宴の家をあとにした’；pa　heht　h60

5esomnian　ealle　pa　5e漉red6stan　men　‘それから彼女は，すべての学識のある人を集め

ることを求めた’。

間　接　補　語

　　与格：pam　wife　pa　word　wel　licodon‘その女は，その言葉がとても気に入りました’3

wees　s6　hen－pr6at　w麗pnum　5ewurpad‘そのよろいをつけた一団は，武器を身につけた；

see5de　him，　hwelce　gife　h60nfen5，　‘どんな贈物を，彼がもらうかを，彼に言いま「した’；

macl　is　m6　tδf6ran．ゴ私め時はすぎて行く。’

　　生格：h6　pter　bad　Westanwindes．　‘彼はそこで，東の風を待つた’；Ic　Paes　wine

Denisa，　fエ6an　Scildinsa　frlnan　wille　‘私は，デンマーク人の友に，スキルデソガの領主を

たずねた’

前置詞つき補足語

　　：N逓heebbe　w邑scort！ice　5es箆d　ymb　Asia　lond5emeere　‘今，我々は，かんたんに，ア

ジアのニヒ地について語った’；ne　frin　pu…妃fter　s麗lum‘私の消息について聞くな’；Va　aras

hE　fram　Pacm　slbepe‘それから彼は眠りからさめた。’

限 定
くの

詞

　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　§57限定（修飾）は，非常にしばしば，形容詞によって表現されるがまた，代名詞
　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

（指示代名詞，所有代名詞，疑問代名詞等），生格におかれた名詞や，時たま，他の手段に

よって表現されることもある。例：H6　wees　swYPe　sp6di蚤man‘彼は非常に裕福な男であ

った’；　Ic　forpon　of　pyssum　5eb60rscipe　Ut　Eode‘それゆえ，私は，その酒宴をあとにし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロり
た’；sunu　min，　hlyste　minre　lare‘わが息子よ，私の忠告を聞け；同格語は形容詞として

考えられる：Her　AEシelstan　cynin5，　eorla　dryhten，　beorna脆ah5ifa，　and　his　br6por　eac

Eadmund卿elin5，　ealdorlan3ne　tlr　5es1650n　eet　seecce‘ここで，エ・一・ゼルスタン王，貴族

の王，英雄を賞する人，と，彼の弟，プリンス王子は，戦において，生涯消えない栄冠を勝

（D　npeAAor　（2）　vaMA　B　uaAe＞Ke

（3）“Then＄he　asked　all　the　learned　man　to　assemble”．で‘この場合は，5esomnianを直接

　目的語と考えるべきか？　　　（4）、onpeAeπeHHe　　（5）onpeneπeHlie
（6）　npli」araTe”bHoe，，，　．．（7）　npHTfi）！cqTeabHQe　MecToHMeHHe

（8）　cyulecTBHTenbHoe　B　panliTenbHoM　na　lie＞Ke　（g）　npyroe　cpeJxcTBo　（10）　npHJIo？KeHvae
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ちとった’

　　　　　　　　　　　くユ　
副詞的修飾（状況的規定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§58　古代英語において，状況的規定は，副詞，あるいは，前置詞つき語結合によって

表現される。

　　状況規定副詞の例：Him　wacs£alnewe5　P2e・t　land　on　p歪t　st60rbord‘陸地はいつでも，

彼には右舷にみえた’；beorgas　p蕊r　ne　muutas豊漁辺stondap‘そこでは，山も丘も，けわ

しく，そそり立っていない’；　on　feawum　st6wum　styccem副um　wlciap　Finnas‘いくつか

の場所に，あちこちと，フィン人達は住んでいた’；h§sdede　p鰍Norpmanna　land　w蕊re

swipe　lan50nd　swipe　smae1‘スカンヂィナヴィや人の土地は，非常に長く，非常にせまい

と，彼は言った’。

　　前置詞つき語結合によって表現された状況的規定の例：pa　wees　on海tld　AEperbryht

cyning　hatan　on　Cent‘その当時，エーゼルブリヒト王はケントにいた（直訳，エーぜルブ

リヒトという名くと呼ばれる〉の王）’；In　pysse　abbudissan　mynstre　wa）s　sum　br6por‘こ

の女修道院長の／曽院に，ある僧侶がV・た’；He　bttde　o西山m　lande　norpweard㎜wi坤a

Wests…E‘彼は大西洋の北方にある島国に住んでいた’。

　　　　　　　　　くの
呼　　び　　掛　　け

　　§59呼びかけは，名詞，あるいは語結合によって表現され，呼びかけられる相手の人
　くの

称におかれる：sunu　min，　hlyste　minre　lare‘我が，自、子よ，私の忠告を聞け’；aris　f認der　min

‘立てよ，我が父’；ifi，1eof，　ic　hit　eom　‘そうだ，いとしき者，それは私だ’。

ラ
σ
合結語

の
と
（
句語入挿

　　§60pedr　fram　sylle　abea5　medu－benc　moni5　mine　5efr…鞠e‘たくさんの，みつの床

箱が，その枠から，たれ下っているそうだ’　（ここでは，ベオウルフとグレンデルの戦いの

ときに，饗宴の記聞の壁から，お客用の，みつの香りのするベンチが，折れ落ちたのであ
　くの

る）；Witodhce　s60　stemn　is　Iacobes　stefn‘たしかにあの声は，ヤコブの声’。

語

く　　

順

　　　　　　　　　　（工の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）

　　§61構文的な連関の表現方法としての語順は，古代英語においては，第二義的意義し
　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨラ
か持っていなかった。語の交法的機能は，多くの場合，その特殊な語型により特徴ずけられ

（1）　06cTofiTenbcTBo　（2）　Hapegvae

（3）　npenAo）KHbie　cogeTaHHfi　（npenno＞KHoe　coqeTaHHe）　（4）　06pauleHHe　（5）　nHHo

（6）　BBoAHble　cnoBa　（BBoAHoe　cnoBo）　（7）　cnoBocogeTaHua　（cnoBocoueTaHHe）

（8＞　原註　127　pp．　　　　　（9）　nop兄双oK　cJloB　　　　　（L〔l　cHHTaKcHgecKvae　cB∬3H

aD　BTopocTefieHHoe　3HageHHe　al　rpaMMaTugecKafi　tpyHKuHfi　cnoBa
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る。それゆえ，語順の変化は，他の目的，特に，交体的な目的のために用いられる。我々は，

　　　　　　　　　　（1）　（2）　（3）ここで，主節（：文），および従属節における，個々の語順の間題を研究する。

の（
語述と国主

§62．主：文における語順の研究には，二つの場合を分ける必要がある。

1）文の始めに従属節がない場合

2）　文の始めに従属節が立つ場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう

　　第一の型式の文においては，正常の語順（主語　　述語）は，逆の語順（述語　　主語）

より．も優勢である。＜BeOwulf＞においては，なされた計算によれば，正規の語順は63％で

あるが，逆の語順は37％である。

　　正規の語順の例：Str語t　wees　stan－fah；sti5　wisode　5umum　Eet5aedere‘道は多彩な石

で補装されていた；そして人が並んで歩けた’；Hete　wees　onhrered　hord－weard　oncniQw

mannes　reodre‘敵意が起つた，財産の保管者（dragon）は人の言葉を耳にした’。

　　　逆の語順の例：Lixte　se　leoma‘光が輝き始めた’；Naes　sEo　ec5　fracod　hilde－rince‘彼

は劔を使わない英雄であった’；Ne　n6m　han　p蕊m　wicum，．Weder－56ata　1琶od，　ma6m－b鶏hta

ma‘ﾞはその家にとどまらなかった，偉大なる宝，ウ＝一デル・＝・一一アト王子（BeOwulf）

は’；Wees　sio　swS7tswadu　sweona　ond　56ata，．wee1－rees　weora　wide　5esYne‘決死の攻撃の

人々，スエーデン人とイエタ人の血痕が近くにみられた’；Wses　s65rimma　5　edst　5rendel

haten‘その魔神はグレンデルと呼ばれた’；wees　seo　hwii　micel‘（その）時は長かった’。上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

にあげた例から分るように，語順の転倒は，特別な感情的nuanceの構成手法である。

　　　第2型の交においては，一般に転倒語順がみ．られる。特にpa，　Ponne，　ntt‘then’；p…勇士

‘there’等の語に導かれる場合には。
　　　く　　

　　　詩における転倒語順の例：pa　c6m　in　5an5an　ealdor　pe5．na‘それからprincipal　thane

が来た’；跨wees　be　feaxe　on　flet　boren　5rendles　heafod’；それから，髪の毛をつかんでグ

レンデルの頭は船に運ばれた’；P6nne　see5don，　ptet　str…1i6ende‘それから彼等は，それを船

乗りに語った’；N面spines　mee5nes　bl語d　ane　hwlle‘今は，あなたの力は，しばらくの闘

は強い’～P2…r　waes　In論ma　fela　of　feor－we5uM　frEetwa　5el…Eded‘多くの財宝は，この方法

で積まれた’；padr　eet　hY6e　st6d　hrin5ed－stefna‘その港に，鉄張りの船がいた’。　．
　　　　　ロの
　　　散文からの例：H6r　brεec　se　here　on　Nor6hymbrum　pone　fri6‘この年に，敵軍は，ノ

ーサンブリアとの平和を破った’；pa　2ras　he　from　pedm　s1…Epe‘それから彼は眠りからさめ

た’；pa　het　heO　5esommian　ealle　pa　Selberedestan　men‘それから彼女は，すべての賢者を

（1）　rnaBHble　npeAno）KeHHfi　（rnaBHoe　npeJ［no＞KeHHe）

（2）　uonuHHeHHble　EpeAno＞KeHfi　｛’fiongvaHeHHoe　npeAno＞KeHHe）　（3）　Bofipocbl　（Bonpoc＞

（4）　rroAne）｝（amee　H　cxa3yeMoe　（5）　flpsMbth　nOPfiAoK　（nonae）Kaluee－cKa3yeMoe）

（6）　06paTHblva　HopsAoK　CcKa3yeMoe－noAne＞Kamee）　（7）　06paTHblP　nopfinoK

（8）　cpeAcTBo　co3AaHHs　oco60ro　gMounoHanbHorO　OTTeHKa　（OCO6Hblti　gMouHoHanbHblva　oTTeHK）

（9）　nog31iH　（poetry）　一v　nosMa　（poem）　pm　npo3a

aO　here：　lt　is　the　word，　which　in　the　chronicle　is　always　used　for　the　Danish　force．

　in　England，　while　the　English　troops　are　alway／s－lfy．E．d．　（Besworth－Toller，　pp．　532．）
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呼び集めるように命令した’；6a　wundrade　ic‘それから私は，驚いた’；6a　se51ede　h6

Panon　s坤rihte‘それから彼は，そこから南に行った’。
　　　　　　　　　　　　　くユラ
　　鵬かに副詞的麟語は・述語と意味的に結ばれているので・述語の三罫こなっている・

　　しかしながら，上のような場合において，逆の語順は拘束力を持たない，（例えば，現代
　　　　くの
ドイツ語におけるように）；従属節で始まる交においても，正規の語順が起りうる。例：

H6r　AEpelbald　cynin5　forpf邑rde‘この年に，エーぜルバルド王は亡くなった’；Nit　ic　suna

mlnum　syllan　wolde　5⑳5ew麗du‘さて，私は，自分の息子に武具を与えよう’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§63。古代英語，特に韻文の写本においては，しばしば綜合的語順と呼ばれるものが見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
られる．。この語順においては，補足語，そして，しばしば，副詞的修飾語句は主語と述語の

聞にくる。そして述語は：文のあとに立つ。＜Beowulf＞における例：Oft　Scyld　Sc蕊n5

scea6ena　preatum　mone5um　mSEiS5um　meodo－setla　ofteah　‘しばしばスキルド，スケーヴァ

の息子は，多くの種族の敵の部隊から，みつの板を奪った’くここで考えられているのは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くア　
スキルドは，しばしば，敵の陣地を破壊したということである。〉；We脚t　ellen－weorc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り　　　ゆ　　　り
estum　miclum　feQhtan　fremedon‘我々は戦のそのいさおしを，十分に用意して，なしとげ

た’；Ic　h玉ne　hreedlic　heardan　clammum　on　weeFbedde　wri6an　P6hte‘私は，確実なやり方

．で，彼を死の床に結びつけようと思った’；S6na　him　・．ele－pe3n　si6es　wErsum，　feorranTcundum

for6　wisade‘それからha11－thaneは，遠くから来て，旅に疲れた彼を導いて行った’。

　　＜Beowulf＞で行われた計算では，綜合的語順をもつた：文は，約70％ある。が，古代英語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
の散：文においては，この語順は，次第に，分旧訳語順に席をゆずる。この語順においては，

補足語や，副詞的修飾語句は，述語の後に立つ。

　　Anglo－saxon　Chronicle　lこおける綜合的語順の例：Eadmund　Cynin5　him　wi？feaht，　and

海Deniscan　si5e　namon，　and　pone　cynin30fs1650n，　arld　pEet　lond　a115eeodon　‘エドモ

ンド王は，彼等と戦った。そして，ディン人達は，勝利をえた。そして王を殺し，全国土を

訳出した’；AEpelstan　cynin5　and．Ealchere　dux　micelne　here　ofs1650n　act　Sondwic　on

Cent，　and　ni50n　scipu　5efen5un　and　pa　6pre　Sefliemdon　‘エーゼルスタン王と，司令官エ

ルクセルは，ケントのソンドウィクで，大艦隊を粉砕した，そして9隻を捕かくし，残りを

敗走させた’。

　　Anglo－saxon　Chronicleにおける分析的語順の例：H6r　Ceorl　aldormon　Sefeaht　wip

h卿ne　men　mid　Defenascire　eet　iNic5anbearSe‘この年に，領主ケオルは，デヴォンシャー

のウィガンベルクで異教徒と戦．つた’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　
　　綜合的語順は，しばしば従属節において起る；例：Ohthere　s琵de　his　hl琶forde，2Elfrede

cynin5e，　pa3t　hE　ealra　Norpm．　anna　norpmest　bitde‘二一ゼレは，自分の主人のアルフレッ

ド大王に，自分はすべてのスカンディナヴィア人の申で一番北に住んでいると言った’；pa

he　6a鱒s　andsware　onfen5，再on50n　hE　s6na　sin3an‘彼は．）その答をえた時に，すぐに

歌い始めた’；しかし，従属節におけるこの語順は，抱東力のあるものではない（現代ドイツ

（1）

（
4
）

（6）

（9）

06cTofiTenbcTBeHHoe　cnoBo　（2）　He　06fi3aTeneH　（3）　coBpeMeAHbrk　He　Meu’Kmb　fi3blK

涯03T四ecKvae　TeKcTbl（n・∂T四ec踊TeKcT）　（5）cHHTeTHqed翻n・P脚K
O6cTofiTenbcTBeHHble　cnoBa　．　　（7）　原言主，128　PP．　　　　（8）　とHarmTHqecKHti　noP虹永）K

no八qHHeHHble　llpe」lno｝KeHHfi．（耳0湾q照e耳HOe‘upeitno｝KeHHe）



No．　11 ソヴィニトにおける英．語学 117

語におけるように）ヨ従属節における動詞は，主語のすぐ後にも立つことができる；例：He

cwee6僻t　h6　bitde　norpweardum　wip　pa　Westsde‘彼は，自分は大西洋の北に住んでいる

と言った’；He　s蕊de　6eet　Nor6manna　land　w愛re　swYPe　lan5　and　swYpe　smeel‘彼はスカ．

ンヂィナヴィア人の土地は，非常に長く，非常に狭いと言った’。

　　　　　　　　くユ　
修飾語と被修飾語

　　§64修飾語は，ふつう，被修飾語の前に立つ。　例：enslisc　5ewrit‘英語の文献’；

on5eman566rum　mislicum　and　mani5fealdum　bis3um‘種々雑多な物の中に’；h豆5esbeli31i－

ca　tida‘何と幸福な時か！’；s6　forsprecena　hun5ur‘前に述べた飢鰻’；ea1166re　b6c‘．すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう
ての他の本’；εefter　for6yrnendre　tlde‘流れた時の後で’；しかし量形容詞は，しばしば，被

修飾語の後に立つ。例：6a　bEc　ealle‘すべての本’；60皿e　naman’anne　しつの名前’；his

suna　twe5en‘彼の二人の息子達’。
　　　　　　　り　　　り　　　り　　　り

　　修飾語は，呼びかけにおいて，しばしば被修飾語のあとに立つ：Wine　min‘私の友’，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
fr60一（澁hten　min‘私の主人’，　B60wulf　l60fa‘親愛なるBeowulf’。形容詞と隈定の冠詞から

できている修飾語は，次のような語結合においては，被修飾語の後に立つ；例：SidOr◎c　eorl

se　alda‘老スィドロック’6

　　生格におかれた修飾語は，ふつうは，被修飾語の前にも立つ；例：鉾ra　cynin5a　5etru－

man‘ ､の軍隊’，　Norさmanna　land‘スカンディナヴィアの土地’，　Seaxna　P60d‘サクソンの

種族’，moni5ra　mOnna　m6d‘多くの人々の志気’。しかし，次のような場合，生格は，被修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
飾語の後に立っている；例：on　66re　healfe　6語re　Ea‘～可の向う側に’。修飾語の名詞（同格

名詞）は，ふつう，被修飾語のあとに立つ：2醗1fred　cynin5‘アルフレッヂ王’，　Frdena　eor1

‘フレーナの伯爵，。

　　もし名詞に関して二つの修飾語があるならば，それらは，しばしば分れる：一つは，被

修飾語の前に立つが，一つは後になる；例：micle　meras　fersce‘多くの大きな淡水の湖’。

主語のない文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§65．古代英語においては，多くの場合に主語はない。一方，無人称交において主語は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こり
なく，この：文においては，いかなる動作の主語も意味をもたない。例：ha　lomp　eow　in　la筍e

‘どうやって道に出たか？’；him　on　fyrste　5elomp蕊dre　mid　yld旦m，夢eet　hit　wearP　ea1－5earo

‘建物が完全に出来たことを，誰よりも早く彼は知った’。＜ここでは，フローズガルが饗宴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
のためのホールを，短期間に建てたことを言っている〉
　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　また一方，主語は文脈から容易に補足されるような文においては存在しない。例：Sy66an

歪rest　wear6　f6aschaft　funden，　he　pees　fr6fre　5ebad‘始めから孤立無援だつたので，彼は，

それに慰めを瞬いださなかった’；a1§don　pa　160fne陣oden　on　bearm．scipes‘そのとき，人

（1）onpe江e涯eHHe　g　onpe八e朋eMoe　（2）Ko朋qecTBeHHoe卿e螂e眠
（3）　oRpeAeneHHNva　apTHKnb　（4）　ofipeJleneHvae－cyluecTBHTenbHoe　（nppmo）KeHHe’）

（5）　npenno＞KeHlis　6e3　fionne＞Kazuero　（6）　6e3nHgHoe　rmenno＞KeHne

（7）　cy6rbeKT　Ae貢cTB頚H　　　　　（8）　原註主PP．130　　　　　（9）　KoHTeKcT
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々は船の舷側に敬愛する司令富を立てた’。上の最初の例に，はっきりと見られることは，従
　　　　　　ロラ
属節の主語は，代名詞聴によって表現された主節の主語と一致することである。第二の場
　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ

合において，先行する本文から，王の護衛が主語として考えていることは，明白である

　　　　　　　　　　　　くの

不定詞と分詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　　　§65　古代英語の不定詞は，種々な構：文的機能を果たしている。不定詞は従属節におい

てもみられる。例：all　pas　ping　P…Ere　peode　5edafenap　c即habban‘すべての事が人々に，知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
られねばならない’。不定詞はしばしばbegin，　can，　want等の動詞と共に用いられる。

Hipelac　on5an　sinne　geseldan　in　sele　pam　h6an　fee3re　fric5ean‘ヒーエラツクは，大きな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
広間で，仲間に聞き始めた’；him　bebeor5an　he　con‘彼を弁護できない，運動の動詞におい

ては，不定詞は，しばしば，動作の目的を表わす：he　siSe・一hredis　secean　c6m　m語rne　p60－

dan‘彼は，勝ち誇って，有名な王を訪れに来た’。
　　　　　（10）　　　　　　　　　　（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）

　　　方向および目的を表現するために，また，前置詞t6と，不定詞の与格型が用いられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
る；例：hie　c6mon　peet　land　t6　sceawienne‘彼は，その土地を見に行った’。この語型は，
　　　　くユの

他の表現にも見られる；例：10n5　is　tosec5a皿e‘話せば長い’（原義：話のためには長い）；

56ddtedum，　pa　hy　ter　forho5dun　t6　d6nne‘善行，それを彼等は，つとに成すのをおこた

っていた’；ne　bip　pber　epe　pln　spor　t6　findanne‘おまえの跡は，．たやすく見つけられないだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
ろう’。時々，前置詞のあとには，不変化の不定詞の語型が立つ；例：micel　is　to　sec5an‘多

く（すなわち，長く）語る。
　　　　　　　　（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（la）
　　　詩の言語においては，運動の動詞と共に用いられた不定詞は，ときには，単に目的ばか
　　　　　　　　　　　　（19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2e）

りでなく動作の様態も表わし，その機能において分詞に近づく；例：sewat　pa　n60san　hean

hitses‘その高い家に近づいたときに’；レa　c6m　of　m6re　under　mist－h1§opum　5rendel　50n5an

‘グレンデルの暗い岩壁のもとに出かけて行ったときに’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）　　　　　　　（22）

　　　不定詞は，また，間接話法において，命令を表現するために用いられる；例：him　budon

drincan　5ebitrOdne　windrenc‘（彼等は），彼に苦い酒を飲むように命令した’。

　　　　　　　　く　ラ

不定詞的表現（核）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2＄）

　　　§65不定詞が他動詞と共に立ち，これに直接補足語がつく場合には，この：二つの要素

は結合して，一つの表現（核）を玉成する。これは，ラテン：文法の例にならって，accusativus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨおう　　　　　　　　　　　　　　くヨフラ

cum　infinitivo〈不定臼歯対格〉（accusative　with　infinitive）という術語でふつう呼ばれて

ω
㈲
㈲
⑥
⑩
働
㈲
⑳
㈱
㈱

cy6seKT　RoZZqHeHHoro　npenno）Ke耳朋

HH（1）liHHTHB　va　fipHgacTHe （4）

　　　　　（2）　ne双田eCTByK）lllMth　TeKCT

，IZPeBHeaHrnHvaCKHti　vaHopHHHTHB

pa3nHgHble　cHTaKcHHecKne　tpyHK．KHH　（pa3nHgHafl　cHTaKcHuecKafi　tpyHKIIIifil］

HaqHHaTb

HaHpaBJ夏eHHe．

ΦOPMa

　　　　　　　りHoeTHqeCKvaH　H3b正K

fiPHqacTHe

　　（7）　MOTb

　　　al）　ueab

鱒060POT
　　　　　　　as）

　　2ab KOCBeHHblva　Pegb

H賑ΦHH四HBHble　o60POTbI

　　　　　　　ロBHHUTenbHblH C　HH（i）vaHHTHBOM

　（8）　XOTeTb　（9）　rnaVOJbl　ABH＞KeHHfi

　　　働npennor　⑯AaTenbHblfi　naAe》K田ΦHHHmBa
ae　He”3MeH”eMaA　（1）OPMa　vaHtpliHHTvaBa

HHopgHHTIiB　nPll　FnarOna　ABH＞KeHKfi　aS　06Pa3　11enCTBHfi

va　pegb　e2）　llpHKa3aHMe

　？4　fiepexollHblA　Fnaron　e5　NpflMoe　JLononHeHHe

　　　　鋤TePMHH
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いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
　　古代英語においては，この表現（核）の使用は，後期，特に近代英語期における普及に

比して，あまり著しいものではなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
　　古代英語においては，〈不定詞附対格〉は，主として，感覚動詞と共に用いられた。す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　くの
なわち，seon‘see’，　hYran‘hear’，　SefriSnan‘know’，そしてまた，命令，あるいは仮定，
　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ　　　　　くの

許可等を表現する動詞と共に；例：hatan‘bid’，1愛tan‘admit’‘allow’例：5eseah　h6　in

recede　rinca　mani5e　swefan　sibbe－Sedriht‘親衛隊の多くが，広間で戦い疲れて眠っている

のを見た’；．ic　paet　lond一臆end，160de　mine，　sele－r蕊dende　sec5an　hYrde，夢a2t　hie　5esawon

swylce　twe5en　micle　mearcstapan　mδras　healdan，　ellor－5語stas‘私は，土地の人，わが国の

人，顧問たちが，二つの非常に大きな，美しい精が沼に住んでいるのを見たと言っているの

を聞いた’；pa　ic　wlde　SefreeSn　weorc　5ebannan　‘それから，私は，その仕事が広く発布さ

れたのを知った’；pone　here　he　l§t　mid　pb毛m　scipum　P6nan　wendan‘それから，彼は，そ

の軍隊に，船に帰るように命じた’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ワ　　　　　　　　　ロの
　　このような不定詞と対格との語結合は，構文的単位を構成し，この構文においては，名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
詞，あるいは代名詞は，不定詞によって表現される動作を行っている人を表現している。こ
　　　　　　　　くユわ
のような表現（核）は，他のゲルマン諸語にも見られる。古代英語においては，この表現核
　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユ　　　　　　　　　くユの

は非常に種々な写本において見られる。すなわち英雄謳からElfr玉。の著作（5世紀）まで

の種々な写本に。

形容と分詞の語結合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ
　　§66　古代英語においてはまた，対格と叙述形容詞，あるいは分詞が，　‘数える’，　‘命
　　（18）　　　　　（19）

名する’‘見る’等の意味をもつ動詞と用いられている用例が見られる；例：5esy6　sorhceari5

0n　his　suna，　bare　winsele　w6stne　wind－5ereste，　r60te　berofene‘彼は，悲しみにひしがれて，

自分の息子の家の軍制が，風の休み場所になり，からになっているのを見た’；sed6p　him

sw55ewealdene　worolde　d蕊las‘（神）は，世界の一部を，彼の支配のもとにおいた’；seeSdon

hine　sundorwisne‘（彼等は），彼が特に賢いと言った’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
　　時たま，古代英語においては，いわゆる分詞附絶対体構文がみられる。この場合には，

与格が用いられる；例：he　5eseah　swapendum　windum　pone　leS　fihefenne‘彼は炎が吹く

風によって高まったのを見た’；forl酸enre　p歪re　ceastre，　he　c6m，‘彼は，その城を捨てて

来た’。

（1）　gToT　060poT　（2）　rnaronbl　BocnpHsTHfi　（3）　npffKa3aHMe　（4）　AonyHKeHne
（5）　pa3pe田eHHe　　　　　（6）　npHKa3blBaTb　　　　　（7）　双oHycKaTb

（8）　fiO3月置nETb

（9）　COgeTaHHe　BHHHgenbHblti　naAe）Ka　C　vaHtpvaHvaTvaBOM　（1¢　CTPYKTYPHOe　ellHHCTBO

aO　nHlio，　BbmonHfiK）mee　AeHcTBHe　aZ　060poT｝，1　asi　TeKcT

鱒reponqecKHit．9noc　鱒3西bΦpHK　⑯npe双照THBHbOe皿P叩araTe酬oe
an　CuzTaTh　ag　Ha3blBaTb　．　a＄　BMAeTb
？ct　a6con！oTHafi　KoHcTyKuufi　c　ilpHHacTHeM
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否
）
σ
定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
　　§67古代英語の特性は，否定語の自由な使用である。否定語の多くは，一つの文にお

いては何も限定しない。例：ne　mee5　nan　pin5　his　willan　wi6standan‘何物も，彼の意志にさ

からうことはできない’；nan　man　ne　bitde　benor6an　him‘だれも彼より北に住んでいない’；

nfin　he　dorst　nan　pin5　ascian‘誰にも，彼は，あえて，何も聞こうとしない’。文中に

nanタイプの否定語がないならば，否定のneを強めるために，動詞のあとに語naht，　noht

が立つ（このnaht（noht）の原義はna－wiht，‘何もないもの’である）。例：necon　ic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　
noht　sin5an‘私は何も歌うことができない’。のちに，否定辞neは動詞に附加されて，そ

の否定機能は，nohtに移される。

　　　　　　　くの
構文連関の表現法

　　　　　　　くの
支　　　　　配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　§68支配は，古代英語においても，他の屈折語におけると同様に，．非常に大きな役割
　　　　　　　　　くア　
を演ずる。支配の本質は次の点にあることが知られている。すなわち，交中の他の語が，そ
　　　　く　　
れをく支配〉するために，語は（主として，格型におかれた），種々な山型をとる。そし

て，支配する語はその語型はとらない。

　　支配は，名詞と代名詞に関するときに，名詞，代名詞が，ある一定の格におかれ，他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
格にならないのは，支配する語が，その格をく要求する〉からである。名詞と動詞がその

ような語である。これと関連して，名詞支配と動詞支配が分けられる。ここでは，第一に，
　　　ae）　　　　　　　　　　　　　（11）

動詞支酉己，それから，名詞支配を研究する。

動　　詞　　支　　配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　§69古代英語における動詞は，名詞および，代名詞のすべての斜格，すなわち，生格，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　　（14）
与格，対格を，支配しうる。補足語の対格型，すなわち，直接補語を支配する動詞は，一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユらう
に，他動詞とよばれる。これに関して，直接補語は，ふつうは，目的対象が，完全に，直接

的に，、動詞によって奉現される動作に影響を与えることを示している。例えば，次のような

場合においては，動詞は，直接補語の対格型を支配する：6a　cyninSas，6e　60ne　onwald

heefdon　6ees　folces　‘その国の権力をもつていた王’；hie蕊56er　5e　hiora　sibbe　5e　hiora

siodo　5e　hiora　onweald　innanbordes　5ehioldon　Qnd　6ac　itt　hiora　66el　rYmdon　‘彼等は，そ

の平和や，良俗や，その治安を圏内で保ち，その領野を拡げた’；we　habba6　ntt　ed56er　for－

1激en　Ze　60ne　welan　ge　60ne　wisdom‘今や，我々は，窟も，智恵も放棄した’。

（1）　oTpuuaHlae　（2）　cBo60nHoe　yfioTpe6neHHe　oTputuaTenbHblx　cnoB　（oTpHuaTHnbHoe．enoBo）

（3）　oTpHllaTenbHafi　gacTMua　（4）　cnoco6bl　BblPa＞KeHHfi　cvaHTaKcHHecKvax　cBfi3eth

（5）　ynPa6neHvae　（6）　epJleKTMBHblti　f13blK　（7）　CYutHOCTb　YrrPaB”eHvafi　”

（s）　ynpaBnfieT　（g）　Tpe6yeT　（10）　rllaronbHoe　yfipaBneHMe　a　l）　liMeHHoe　ynpaBJeHHe

a2）　KocBeHHblth　HaEe＞K　a＄　BvaHMTenbHbrk　na2xe＞K　nonoAHeHlifi　a4・　npfiMoe　cononHeHvae

aS　06eKT



No．　11 ソヴィエトにおける英語学 121

　　もし國的対象が，動詞によって表現される動作に，間接的に関係するなら，補足語は，

ふつうは与格におかれる。そのような間接補語の与格の鋳型を，次の．ような文における動詞

が支配する；例：6a　cynin5as…Sode　ond　his　berendwrecum　hiersumedon‘三E達は英明で，彼

の使徒として仕えた’；we　him　ne　cunnor　eefterspyriSean‘我々は，彼等に従うことができな

い’；sin5　me　hweethwuSu‘私に何か歌って下さい’；seeSde　him　hwelce　5ife　he　onfen5

‘どんな贈物を受けとるかを，私は彼に言った’；6a　rehton　hie　him　ond　seeSdon　sum　haliS

spe11‘それから，彼等は，彼に話し，福音を述べた’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
　　また，いくつかの無人称の表現（核）は与格を支配する，この構文においては，対象主
　くの

題を表現する，名詞あるいは，代名詞は与格におかれる；例：me　c6m　swi6e　oft　on　5emynd

‘私は，しばしば想い出した’；hU　him　6a　sp6DW‘それから，彼は，なんと成功したことか！’。

　　最後に，いくつかの動詞は，補足語の生血を支配する；例：pa　wundrade　ic　swipe　swipe

para　56dena　wlotena‘それから私は，その立派な賢者に，非常に驚嘆した’；he　pber　sceolde

bidan　westwindes‘彼はそこで，西風を待たねばならなかった’。

　　このような生格は，明らかに，目的対象は，動詞によって表現される動作を，部分的に

含んでいるか，あるいは，その動詞に影響していることを示してい．る。

　　　　　　　　くの
代名詞と数詞の支配

　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§69いくつかの代名詞と数詞は，生格を支配する。ここでは，次の様な場合である

syxa　sum‘with　four　Others’；d65ra　5ehwilc‘毎日’；p百ra　an‘その一つ’。

形　容　詞　支　配

　　§70形容詞は，生格，あるいは与格を支配しうる；例：50des　wyrpe　son5‘神を｝まめ

る歌’；morPes　scyldi5‘殺人の罪がある’。このような支配の根底には，明らかに，次のよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
な格の意味が含まれている。すなわち，形容詞の生酔には，ある目的対象に部分的な従属，
　　　　　くの
あるいは関与の意昧がある。

　　与格の例：pEah　he　him　l60f　w蕊re‘彼に親しくはあったが’；wees　5ehwae56er　65rum

1蕊‘各々は，他を憎んでいた’。

名　　詞　　支　　配

　　§71名詞はふつう，生格のみを支配する。ちょうど，他の屈折語において見られるよ

うに，語は，動詞に対してレま，それ自身，直接補語（目的語）となり，対格におかれるが，
　　の準動詞においては，名詞は，生格になる。　pees　landes　sceawun3‘国土の調査’（cf．　Pεet

land　sceawian‘国土を調査する’。

　　名詞は，また，他の多くの場合において生頭を支酉己する。すなわち，他の対象と，そ

（1）　6e3nHgHble　060poTbl　（2）　cy6’beKT　（3）　ynPaBAeHHe　MecToliMeHwt　H　uMcnHTenbHblx

（4）　gMcnuTenbHble　（5）　gacTHHafi　3aTpoHyTocTb　（6）　gacTMHa”　RpligacTHocTb
（7）　oTrnavonbHblp”1
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　　くユ　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ

の対象の連関，対象の従属性の表現によって，その意味を限定する他の名詞が，その名詞

と結合している場合において；例：s五〇lar漉den5epiodes‘ラテン語の研究’；pEOd－cynin5a

Prym‘王たちの言葉’。

前置詞の支配
　　　　　　　　　　　　くヨ　
　　§72　前置詞支配の概念は，言語の歴史において，比較的後期において表われる。初期

の段階においては，前置詞は，まだ格を支配せず，ただ，格の意味を，限定しただけであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
る。それゆえ，例えば，ラテン語においては，奪格は，それ自身，対象からの分離を表現し

た。そして，前置詞我，あるいはexは，ただ，その分離の意味をより明確にしただけであ

る。前置詞農は‘ot’（from）を，前置詞exは‘H3’（out　of）を意味する。ただ，より後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
期の英語の発達の段階において始めて，前置詞が格を支配する，すなわち，前置詞が，その

格をく要求〉するから，その格が立つと言う説明が行われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　　古代英語を我々は，言語の発展段階において，前置詞が格の意味の限定から，格を支配

する要素に変った時期におく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　く　ラ
　　それゆえ，例えば，任意の場所においては，運動あるいは，静止を表わして，前置詞と

ある格率が結ばれるならば，任意の場所の静止を考える場合には，名詞は与格におかれる

が，運動を考える場合には，対格におかれる；例：前置詞in：in　An3elcynne‘英国で’；in

woruldhade‘この世の状態で’；前置詞on；（on，　in）＝on　An5elcynne‘英郵こ’；on‘londe

‘陸に’；しかし：me　c6m，on　5emynd‘考えが，心に浮かんだ’；レa　awendon　hie　h1e　oh

hiera　a3en　5ePiOde‘それから，彼等は，それを，自国語に翻訳した’。

　　この様な場合には，すでに，認められている様に，任意の場所における静止の概念は，

与格で表現され，運動の概念は，対格で表現された。そして前置詞‘in’あるいは‘on’は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほの
ただこの概念を限定しただけである。しかしながら，古代英語の現実の構交的連関の観点か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
らすれば、事情はすでに違ってくる。古代英語においては，前置詞はすでに、格支配の機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
を備えていた。このことは，多くの場合において，その格型の意味と関連なく，前置詞が，

一つの格型と結ばれていたことから明らかである。例：前置詞‘3eond’は，ほぼ，‘along’，

‘over’ �ｦし，運動の概念を与えずに，ただ対格とのみ結ばれている。例：h昼5esteli51ica

tlda　5a　wteron　Seond　AnSelcyn‘英国全土は，当時は，なんと幸福な時…期だつたろう’；前

置詞‘t6’は，常に，与格と結ばれていた；例：ttt　wees　50nSende　t6　nEahta　scypene‘近く

の牧舎にでかけた（原義，家畜小屋）；そして，前置詞‘ymb’は，常に，対格と結ばれて

いた；例：臆5iorne　hie甲歪ron蕊5per　5e　ymb　lare　5e　ymb　liornun3a　5e　ymb　pa　piowot－

d6mas‘いかに彼等は，教義や，学問や，すべての務めに勤勉であったことか’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　他の前置詞，例えば．‘fram’，‘ofer’，‘Eet’，も，同様に，ただ一つの一定の格型と結ば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　くユの
れていた。それゆえ，古代英語においては，前置詞支配は，構：文体系の構成要素と考えるこ

（1）　fipeJIMeT　（2）　fipHHanJe＞KHocTb　RpeAMeTa　（3）　RoHfiTlie　”peAno＞KHoro　ynpaBneHvafi

（4）　OT”O＞KliTenbHblth　fia！le＞K　（5）　OTIIaneHHe　OT　fiPellMeTa

（6）　npennor　ynpaBnfieT　naAe＞KoM　（7）　sTan　pa3BHTHfi　fi3blKa　（8）　，lcBH＞KeHHe

（9）　llpe6hlBaHHe　（10）　peanbHble　cocTOfiHHfi　cliHTaKcHqecKHx　cBfi3eva

aO　（1｝yHKunfi　yfipaBneHHfi　na」le＞KoM　a　2）　CeMaHTHKa　caMoro　naAe＞Ka

asi　KaKHti　HH6yllb　oAvaH　Rane＞K　，　a4　cliHTaKcliqecKafi　cHcTeMa　a5　cocTaBHafi　gacTb
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とができる。

の
致

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　§73構文的関係の表現手段としての一致は，古代英語においては，非常に本質的な役
　く　　

割を演ずる。しかし，その研究においては明らかに一致が見られる場合，すなわち，他の解

釈が許されない場合と，一致が問題なのか，構文的関係の他の表現手段が問題なのか，議論

の余地がある場合とを，区別する必要がある。我々はまず第一に，明白な一致の場合を研究

する。

　　まず，第一に，修飾規定語と，被修飾規定語の一致を考える。名詞に対して用いられる
　　　　　　　　　　　　　　　くり　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

修飾規定語，形容詞は，名詞と，性，数，格が一致する‘この性，数，格のカテゴリーは，

形容詞においては，一致としてのみ存在する。実際，どのような意味を，性のカテゴリー

は，形容詞自身に対して，持っているのか？　見られるように，性のカテゴリーは，名詞す
　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

なわち，対象の名前の，なんなの分類の手段をも与えない。記号の枠，すなわち，それ自体

としての形客詞に対しては，性のカテゴリーは，第一義的な関係をもちえない。性のカテゴ

リーは，形容詞においては，修飾された名詞との一致に対してのみ必要である。この考え方

は，中世，および，近代英語における，下階詞の，より後期の型態の理解のために，考慮さ

れることが必要である。

　　修飾された名詞と形容詞の一致の例：
　　　　　　　　くユの
　　1）連体形容詞：hit　5es蕊li51ica　tida‘なんと恵まれた時代’；para　56dena　wiota‘高貴

な顧門官達’；purh　wlse　weahst6das‘賢明な翻訳者により’；onseman56prum　mislicum　ond
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエエラ
mani5fealdum　bis3um　‘他の種々，雑多なことのなかで’；2）連用形容詞’臆5iorne　hie

weeron‘いかに彼等は勤勉だつたか’；paette　Eefre　menn　sceolden　swa　recce16ase　weorpan

‘誰でもが，そのように心配がなくなるように’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨ　
　　性，数，格の一致はまた，指示代名詞をふくむ，連体限定代名詞に関するものである。

例：pa　cynin5as，　pe　pone　onwald　heefdon　pees　folces‘国民に権力を持っている四達’；pissa

woruldpin5a‘この世的な物’；pas　st6wa‘この場所，。

　　四型変化の何らの型態をも持たない関係詞Peは，被修飾語と，一致しない。　cf．，例＝

para　56dena　wiotona，　P§5itt　w…Eron　5iond　AnSelcynn　‘かつてアンダリアにいた高貴な賢

者達’；P自b6c　wendan　on　en51isc，’ o6　is　Senemned　on　laeden　Pastoralis‘ラテン語で，

＜Pastoralis＞と名づけられている，英語に醗訳された本’。

連
くユコ　

合

§74連合とは，語型の変化が見られず，したがって，支配もされず，それが関係して

（D　cornacoBaHrae－v　concord　（2）　CHoco6　Bblpa？KeHlifi　cHHTaKcvaHecK”x　oTHolueHlirt

（3）　cyllzecTBeHHafi　ponb　（4）　pOA　（5）　qHcno　（6）　KaTerovafi

（7）　Ha3BaHlifi　npeAMeTbl　（8）　cnoco6　KnacCMtpHKaHHti　（9）　KoTerorHfi　npH3HaKa

a（｝　OHPelLenUTe”bHble　nPanaraTenbHble　（11）　nPeJIKKaTHBHble　nPHnaraTeAbHble

㈱　olipeAenHTenbHble　MecTouMeHHfi　　⑬　npuMblKaHHe　一”　adjoining：ただしこの用語‘英語

　学辞典’その他に未出；西欧言語学の文法概念にはあげられていないように思われる。
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いる語と一致もしない品詞に関するものである。その様な品詞は，まず第一に，副詞で～ち

る。

　　ロラ　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ　

　副詞は，文の修飾された部分と連合し，その二合の意を，色々な関係において，限定す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
る。それゆえ，例えば，副詞は，動詞的客語を修飾することができる：田lfred　cynin5聴t印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　くの
5r§tan　W記rfer石biscep　his　wordum　l謡ice　ond　fr60ndlic‘アノレフレッド大王は，ヴェルフェル

スに，自分の言葉を，ねんごろに，温く伝えることを命じた’。ここで二つの副詞1ttfliceとfre一，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　くアラ
ondliceは，述語hateb　5r6tanにおいての行為の様態の状況規定語であり，その述語の意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
を限定している。上の場合において，〈連合〉は‘直接密着性’を示していない。なぜなら
　　　　　　　　　　　　　　く　　
ば，副詞は，限定修飾された動詞から，直接目的語，weerfer6　biscepと，聞接目的語，　his

wordumによって，分離されているから。この場合には，連合の意味は，これらの語（副詞

luflieeとfreondlice）は，動詞に含まれた概念を規定して，動詞に支配されることもなく，

動詞と，一致することもない点にある。

短
くユの

絡

　　§74短絡は，古代英語においては，特に大きな役割を演じていない。短縮とは，：文の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロエ　
一部が，文の他の構成部分の中に組みこまれる，構文的連聯の表現方法と考えられねばなら

ない。

　　　　　　　　くユの
　　古代英語に適用するにあたり，まず第一に，前置詞，あるいは冠詞（指示代名詞）と，

修飾された名詞との聞の修飾規定の短絡について述べることができる。このような短絡は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
一致と並んで，修飾規定構文的特性手法の一つである。我々は，古代英語において，例えば

次のような場合において見る：purh　wise　wealhst6das‘学識のある麟訳者によって’ちealla

66ree　cristnee　5ioda‘他のすべてのキリスト教団’。この様な短絡は，後期（ク英語史の観点か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
ら，非常に興昧がある。なぜならば，一致の衰亡のあとには，短絡が，事実上唯一の，修飾

規定構文的特性手法になったから。

　　生格におかれた名詞によって表現される限定修飾にも，また短絡が見られる；例：in

6ysse　abbudissan　mynstle‘この長老の僧院で㌔purh　50des　5iefe‘神の恵みによって’。

　　§75　それゆえ，上に挙げた例から分るように，古代英語における構文的聯関の主要な
　　　く　ラ　　　　　　　　　　　く　ラ

表現手法は，支配と一こ口ある。これと並んで，他の表現手法も交替して用いられる。が，．

それらの手法は，単に，補助的，あるいは従属的な意味しか持っていない。中世英語および，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユフ　
近代英語期における，後期の英語の構造の発達は，この点においては，変化を見せた。古代

英語期を特徴ずける，いくつかの構文連関表現手法は，背景に退き，古代英語期においては，

（1）　HapeuHe　（2）　onpenenfieMblth　gneH　fipenilo）xeHvafi　（3）　rnaronbHoe　cKa3yeMoe

（4）　Kopons　AnboppeJl　（5）　YgpopepT　（6）　06pa3　JlethcTBvafi　（7）　06cTofiTenbcTBo

（8）　HefiocpeAcTBeHHafl　6nH30cTb　（9）　offpeAenfieMblva　rnaron　（10　3aMblKaHHe

㈲CnOCO6　Bblpa）KeHHfi　CHτaKCHgeCKVaX　C脇e益　㈱npHMe肥HHe
a3　cpelxcTBo　cvaHTaKcligecKova　xapaKTepticTliKa　ofipeAeneHH”　adi　nHKBranauHfi　cornacoBaHnfi

a5　ocHoBHblth　cnoco6　Bblpa）KeHua　c　llHTaKcHqecKHx　cBf13eti　aG　yRpaBAeHlie　li　cornacoBaHne

QO　nanbHeituxee　pa3BMTHe　cTpofi　fi3biKa
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
単に補助的な役割しか果していなかった。他の構文連関表現手法が，前面に押し出されてき

た。結局，古代英語期においては，まったくなかった構：文連関の表現手法が表われた。文に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
おける，この構文的連関表現手法の交替は，．全体として見れば，英語の文法的構造の発達を

示している。

　　　　　　　　くの
　複　　　　文
　　　　　　　　　　　
複　　文　　の　型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§76　すでに古代英語の一番古い文献，例えば＜Beowulf＞において，我々は，色々な
　　　　　　　　　　くの
型の複交の体系の発達を認めた。

重

く　　

文

　　§77　しばしば，古代英語のテクストには，複文のより古い型を与える重文が見られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
る。ゆえに，よく接続詞のない，：交の（等．位的）接続が，行われている。例えば＜BeOwulf＞

において：fand　pa　pd亮rLinne　acpelin5a　5edriht　swefanεefter　symble；sor5　ne　capon，　won－

sceaft　wera，　wiht　unh語10‘宴のあとで，その人々の中に，王候たちが眠っていた；憂いも

知らず，誰にも悪意を持たないで’。

　　文の接続には，接続詞and‘and’，　opPe‘or’ac‘but’が用いられる。例＝wees　he，

semon，　in　weoruldhade　5eseted　op　pa　tide，　pa聴wees　5e16ferde　yldo，　ond　h6　n渓…fre

nedni5160p　3eleornade‘彼，この男は，その時まで，この世的な状態にい五，そして，．彼は

高齢に達していた。そして，彼は，一つの讃歌さえも学ばなかった’；ic　me　mid　Hruntin5e

d6m　5eWyrce　oppe　mec　d6ap　nimep‘私は，武力をもつて，栄＝誉をうるか，あるいは，死を．

選ぶ’；pa　Beormas　heefdon　swipe　we13e聴n　hira　land；ac　hie　n6　dorston　peeron　cuman

‘ベルム人達は，非常にうまく，彼等の土地を耕した。しかし彼等（族人）は，その土地に，

敢て来ようとしなかった’。

複
くユの

文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロエラ
　　§78古代英語においては，歴史的に，複文のより初期の段階を示す，従属連合が，広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨ　
く，行われていた。従属連合においては，非常に多くの接続詞や，連結詞が，用いられてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
る。．従属連合のより前期の手法の一つは，関係従属連合である。すなわち，関係代名詞や，

ω
②
8
⑦
認
鵠

cnoco6bl　Bblpa＞KeHvafi　cvaHTaKcHgecKHx　oTHOIIIeHH貢

cMeHa　cnoco60B　Bblpa＞KeHHfi　cMHTaKcvaqecKI｛x　cBf13eti

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いpa3BHTHe　rpaMMaTHgecKoro　cTpoH　aHrJmMcKoro　H3bIKa
Tvanbl　cπo｝KHblx　npe期。｝Ke翻　　（6）BeoBy乃Φ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りpa3BHTHfi　cHcTeMa　cJIo）｛くHblx　npe双JIo）EくeHHH　pa3Hblx　THHoB

CnO｝KHOCOqHHeHHbltl　npeAnO》KeHHe　　（9）

cJlo）KHoHo丑qHHeHHble　npe双Jlo）｛くeHHfi～cornplex　sentences。

COIO3HbIe　CnOBa　　㈲OTHOCHTenbHOe　fiOZqHHeHue

OTHOCHTenbHble　MeTOHMeHHH（OTHOCHTenbHOe　MeCTOHMeHHe）

（4）　cno＞KHoe　npeJlno＞｝ceHHe

6ecco｝03Hoe　couMHeHHe　llPennO＞KeHHth

　　　　　　　　．a］）　no双τ亙KHeH班e
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　　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

関係詞の助けによる従属連合である。関係従属連合から，：文の従属連合の他の面が発達して

くる。次に複交の色々な型を研究する。

　　　　　　　　　くの
主　語　複　文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§79複文は，．主語の機能をはたす。それゆえ，次の二つの従属節の構造における断層
　　　　　　　　　くらう
において，従属主語が見られる：Him　on　fyrste　Selomp，　tedre　mid　yldum，　pEet　hit　wearp

eal－5earo，　heal－eerna　m蛋…st．　Sc6p　him　Heort　naman，　se　pe　his　wordes　5eweald　wlde

heefde　‘時が立つにつれて，彼は，まもなく最大の王宮は完全に，用意ができていることを
　　　　　　　　　　　　くの
知った。それに，ヘオルトという名前をつけた。それは，その言葉が，大きな力をもつと言
　　　　　　　　　　　　　　　　くア　
う意味の名前である’。主語的従属節は，次の例に見られる：Him　on　m6d　bearn　peet　h6

healreced　hatan　wolde，　medo－aern　mice1，　men　5ewyrcean．‘彼は，人々に，ヨE宮，宏大な

る饗宴の間，を作るように命じようと思った’；Me　c6m　swi6e　oft　on　5emynd，　hwelce

wiotan　iit　w語ron　5eond　An5elcyn　‘どの賢者が，つとに早くアンダリアにいたのか，とい

うことを，私はしばしば，考えた；ME　pyncp　betre，5if　eow　swa　6yncp，　peette　w66ac

sume　b6c・…・・on　paet　5epiode　wenden‘あなたにも，またよいと考えられるなら，我々に

もまた，その言葉に，幾つかの本を翻訳することは，よいことに思われる’；6a　wεes　eefte．r

mone5um　da5um，　pεet　se　cynin5　c6m　t6　pam　6alonde‘長い才月のあとで，王が，その島

に来ることになった’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
§79　古代英語においては，客語的（叙述的）複文は，もちろん，みられない。

　　　　　　　く　ラ
（補足語）従属節（文）

　　古代英語のテクストにおいては，補足語従属節は，非常にしばしば，見られる。多くの
　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
場合において，この文は，接続詞Peetによって導力』れる；例：H§s屍de　Peet　h6　bitde　n6r．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
Peweardum‘彼は，自分は，北部に住んでいると言った’。並列連合からのこの型の従属連合

の起原は，非常に明瞭である。この種の文（補足語従属節）の最初の構造は，次のようなも

のであった＝He　s麗de　pEet：he　bitde　norpeweardum‘彼は，そのことを言った：彼は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
北に住んでいる’・それゆえ～、。この構造は・．二重の意味を担っている・その重重性は・陶

という語の意味と機能の変化と関連している。第一の文において，直接目的語の機能を果し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
ている指示代名詞から，Peetは，従属接続詞となり，第二の交を導き，第二の文は，第一の

交に従属するようになった。

（1）　OTHOCHTe”bHble　UaCTHIIbl　（OTHOCZTenbHafi　UaCTMIIa）

（2）　ApyrHe　B胚双bI　no双qHHeHHfi　Hpe双JIo）KeHH蕗　　　　　（3）　πo双JIe泓aHエHble　Hpeノ美JIo）KeHH51

（4）　OTPblB　（5）　fiO！lgMHeHHble　HOJIne）KalllHble　（6）　XeOPT

（7）　fioAne＞KaluHoe　nonuzHerlHoe　（8）　noAuHHeHHble　RpeJzno＞KeHliH　cKa3yeMHble　（pl．）

（g）　AononHvaTeAbHble　npeAno＞KeHlifi　（pl．）　co　．　co｝03　Pait　aO　cog”HeHHe

a2）　3TOT　THn　ROAgHHeHH”　a3　COHCTPYKUHH
a4　H3MeHeHvae　3HageHHfl　H　tpYHKIIIIfi　9nOBa　Pait　’　a3　nOJIY．MH．HT．eJlbHblth　9PEQ．3　．　．　．
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　　　　　　　　　くユラ
　　　　類推的推移が，他の型の従属：文（補足語従属節）においても起つた。例えば，次の：交を

　　見てみよう。例：hyne　fyrwet　breec，　hweeper　collen－ferhP　cwicne　5em6tte　in　pam　won5・

　　stede　Wedra　peodan‘勇敢な戦士，ウェドラの王を，その場所に，見つけられるかどうかに，

　　彼の好奇心は，かり立てられた；従属接続詞hw卿erは，‘二つのうちのいずれか’を示し
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　

　　た疑問代名詞から発達してきた；この文の原初的な構成部（節）は次のようなことを示し

　　た＝‘好奇心が，彼を捕えた。次のニニつについてのいずれかの好奇心が：勇敢な戦士ウェドラ

　　王を，その場所に見つけられるか，いなかに’。
　　　　　　　くヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　　　　連結詞の助けによって，すなわち，疑問副詞によって，．次の文の従属節は，導かれてい

　　る。Men　ne－cunnon，　hwyder　hel－ritnan　hwyrftum　scrlpap‘悪魔共が，何処に，時々，足

　　を向けるのか，人々は知らない’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　　　我々によって観察された，補足語従属：文（節）の中には，いわゆる，間接話法の例があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　つた。この点において，間接話法と関連ある，すべての：文法現象の総体を研究できる。

問　　接　　話　　法

　　§80　間接話法においては，従属節はふつう接続詞PEetによって導かれる。例：He

cweep　peet　he　bUde　norpeweardum‘彼は，自分は北方に住んでいると言った’。しかしなが
　　　　　　　　　　　　　　　くの
ら，時々，従属節は，接続詞なしに，導かれる。cweep　he　wolde　on　mor5enne　meces　ec3um
　　　　　　　　　　やいば
5etan‘彼は，朝，剣の刃で，彼等を殺したいと言った’；ic　w6ne　wit　sind　oferswlpde‘私は，

我々二人は，勝利をえたと思う’；cw卿he　5u6¢ynin50fer　swan－rfide　s§can　wolde，　In語rne

P60dar，　pa　him　wees　manna　pearf　‘彼は，卓越せる統治者，戦に優れたる王は，白鳥の道

（海）を越えて，来て欲しい；自分は，あなたの手を必要としているから，と言つだ。
　　　　　くの　　　　　　　　　　　　く　ラ

　　聞接疑問（文）は，疑問詞，あるいは，接続語5if，　hwεeperによって導かれる。

　　疑問詞によって導かれた間接疑問文の例：men　ne　cunnon　sec5an　t6　s6pe，　sele－r蕊d－

ende，　heelep　under　heofenum，　hwa　p　dem　hleeste　onfen5．‘人々は，その大広間の最高管理

者に，この世のだれが，その荷物を受けとったのか，実際，言うことができなかった’；hine

fyrwyt　breec　mδd－5ehYdum，　hwεet　pa　men　w歪ron‘その人達がだれであるか，という好奇

心が彼の心を捕えた’。

5ifとhweeperの接続詞で引用された晦日疑問（交）の例：free5n，5if　him　wdere　niht

5et語se‘彼等は彼に，夜，安眠できるか，と聞いた’；n6　h1e　fteder　cunon，　hw卿er　him蕊ni5

wees　ber　acenned　‘彼等は，彼等の父を知らなかった，この世に生まれる前に，彼が誰であ

ったかを’；h§nat　hweeper　h§wyrpe　is‘彼は，自分が人の尊敬を受けるに値するかどうか

知らなかった’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユエラ

　　命令は，間接話法においては，接続法，あるいは，動詞sculanと，不定詞の語結合で

述べられる；例：bead　peet副。　man　swa　d6n　sceolde‘彼は，各々の人が，そのようにする

Q）　aHa”orHgHblli　npollecc　（2）　KepBoHagailbHbrk　gneH

（4）　BOnPOCITenbHoe　HapeqKe　（5）　KocBeHHafi　pegb

（6）　BcfiKafi　coBoKynHocTb　rpaMaTMgecKvax　fiBneHHth　（7）

（8）　KocBeHHblfi　Bonpoc　．　（9）　BonpocHTenbHoe　cnoBo

a”　cogeTaHHe　marona　sculan　c　HHopHHHTHBOM

．（3）　colo3Hboe　caoBo

6e3　core3a

CIO，　coenaraTenbHoe　HaKnoHeHlie
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ことを命じた’；he　bebead　peet．swa　slepen‘彼は，彼等が，そのようにねむるように命じ

た’；pa　5ebudon　hirn　Perse　pEet　hie　heefden　prie　winter　sibbe　wi］7　hie‘それからペルシア

人は，彼等に，彼等と三年の平和を守ることを命じた’；hine　beed坤t　he　him　sendan　sce－

01de　ealle‘彼にすべてを送るようにと，彼に，願った’；he　5elterde　ealle　CrEas　peet　hie

Alexander　wips6cen‘彼は，すべてのギリシア人に，彼等が，アレキサンダ…と闘うように
　　　　　　　　　　ロ　
説得した’。複足語従属：文の他の型も可能である；例；h6　nyste　hweet　pdes　s5pes　wees‘彼

は，何が，ここで真実であるか知らない’；ofost　is　sElest　to　5ecY6anne，　hwanan　60wre　cyme

syndOn‘悪は，どこから到着したのか，早く報告することが必要だ’。

　　　　　　く　ラ
修飾限定文（節）一く形容詞節〉

　　　　　　　　　　くの
　　§81修飾限定複文は，古代英語において，広く用いられた。これらの：文は，関係代名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
詞Peか，同じく関係代名詞se，あるいは複合（関係）代名詞sePeによって導かれる。

　　　　　　　　　　　　　　くらう
　　§82修飾限定文は，連体的であり，この文が関係している名詞によって表現された，
　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
概念の大きさを限定するか，または，叙述的であり，概念の大きさを限定することなく，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
の名詞によって表現された対象に関する，補足的な智識を与える。古代英語においては，こ
　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
め二つの型の修飾隈定：文の区別は，かなり貧弱な型式的表現においてのみ見られる。

　　関係代名詞Peは，ただ連体修飾限定交においてのみ用いられる。一方，関係代名詞s6，

および，　sePeは，連体修飾限定：文（節），および，連用修飾叙述交において用い．られる。
　　　　　　　　くユエラ
例：連体修飾限定文：nalees　he　hine　ltesan　lacum　teodan，　P60d－5estr§onum，　ponne捧

dydon，　pe　hine　eet　frumsceafte　forp　onsendan　tenne　ofer　Y6e　umbor－wesende‘子供だつた

時に，誕生日に，． Cを越えて，送られた時に，彼がもらった物より以上に，彼に，国宝の贈

物を与えなかった’。
　　　　　　　　（12）
　　連用修飾叙述交：Hweet　syndon　5e　searo－hacbbendra　byrnum　werede，　pe　pus　brontne

c6010fet　la5u－str歪te　laddan　cw6mbn，‘このように，堅固な船を，海を越え，波を越えて，

ここに運んで来た，甲冑に身をかため，武器を持っているお前達は誰か？’

　　時折，連体修飾限定文は，他の語によって導かれる；例えば，Peer．によって，この語
　　　　　　　　　　　　くエの
は，文脈においては，whichめ意味を担う；そしてまたswaによっても導かれる，この語

もまた，，時には，whichの意味をになう。例：weard　ma6elode，　pter　on　wic5e　saet，　ombeht

unforht‘端に坐っていた番人は，大胆な召使いであった’；peet　sec5an　mee5　efne　swa　hwylc

mee5pa，　swa　pone　rna5an　cende　eefter　5um－cynnum，‘このことは，この国に，息子を産ん

だすべての女について言うことができる’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　§82時として名詞に対する同格の機能で，従属節が表われる。例：Ic　pe　nit　pa，　breso

（1）no双qHHeHHblx」LollonHxqenbHblx　npe取。）KeHHth　（2）o叩e双e朋Te恥HbIe服pe廻。｝KeHHe兄

（3）　onpenenHTenbHble　lloaHHHeHHble　Hpenno＞KeHHfi　（4）　cno＞lcHoe　MecToHMeHHe

（5）　orpaHvagvaTenbHbrk　（6）　06beM　HoHfiTvafi　（7）　onMcaTenbHbth

（8）　JIOnOJIHvaTenbHble　CBeJleHHfl　O　fiPeJIMeTe　（9）　一Pa3nligHe．　（10）　BHelllee　BblPa）KeHMe

（11）　bvpaHHgmenbHble　npen”o＞KeHHfi　（12　onMcatenbHble　nPeAno）KeHHfi

（10　KoTopblva　（！4　opyHKIIHfi　HpHno＞KeHHfi
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Bearht－Dena，　biddan　wille，　eordor　Scyldi昭a，．9nre　bene：peet　pa　mE　ne　forwyrne，　wi5’

endra　hleo，　fr60－wine　folca，　ntt　ic　pits　feorran　cw6m，　peet　ic　m6te　ana　ond　minra　eolra

sedriht，　pis　heard4　h6ap，　Heorot　f歪sian　‘私は今，ディン人の領主たる汝に，スキュルデ
　くわ
ングの擁護をお願いしたい；すなわち，汝は，国民の友，戦士の守りの（協力を）私に拒否

しないで欲しい；私は今，非常に遠くに来た；私の親衛隊の隊長の一人，勇敢なる隊長の一
　　　　　く　　　　　　　　　　　くヨラ
人のヘオルトを，グレンデルから，救うために’。

　　当然に，次の場合においては，従属節は，同格（節）と考えられる，例：Ic　Pees　Hr6－

P5ar　mee5　P目rh　rOmne　sefan　r語d　5el…Eran，磁hE　fr6d　and　36d　f60nd　oferswy6e6‘私は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
かくして，大らかな心をもつて，フ戸一ズガルに忠告を与えることができた，いかに，彼が，

賢明に，勇敢に，敵を撃破するかを’。

　　　　　　　くの
状況規定修飾文（副詞節）

　　§83　古代英語における状況規定修飾文は，現代英語におけると同様に，非常に多様な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
関．係を表現した。従ってこれと関連して，このような交を導く，従属接続詞は，非常に多

い。ここでは，いくつかの，最もよく行われている，状況規定修飾文の型を研究する。

　　　　　　くり
時間状況規定文（時の副詞節）

　　§84時の副詞節．は，種々な接続詞で導かれる：p2，　ponne，　hwanne，‘when，　sippan

‘since，匿r，　b勇rpfi…mp6‘before’pendan，　oppeet，‘while，。

　　例＝pa　he　pa　pas　andsware　onfen5，　pa　on5an　h6　s6na　sin5an‘その答を得たときに，

彼はすぐに歌い出した’；ponne　heきeseah　pa　hearpan　him　nealtecan，　ponne　aras　he　for

sceome　from　pbem　symble　‘琴が彼に近づいた時，彼は，はずかしげに，席宴から立ちあが

った’。この例においては，従属節を導く接続詞paあるいは，　Ponneに，主節の副詞pa，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
あるいはPonneが対応する。この相関構文は，古代英語期には，広く用いられた。

　　他の接続詞をもつた時間状況規定文の例：heold，　pendan　lifde，　Samol　ond　5up－reow，

sleede　Scyldin5as‘生きている間は，老いても，戦に勇猛なスキュルデングを持ち満足して

いた’（すなわち，彼等が満足するように彼等を治める）＝n断re　him　d6ap　scepep　on　pam

willwonSe，　pendan　woruld　stordep‘世界が続く限り，その楽しき庭において，決して，彼

に，悪の種は，たえることがなかった’；p蕊rse　ead5a　m6t……wunian　in　won5e，　oppeet

wintra　bip　pasend　urnen‘千年の三月が過ぎる間，そこの庭には，神のめでし人々が住むこ

とができる’；ge　wat　pa　n60sian，　sipPan　niht　bec6m，．h6an　hUses‘夜になったので，その

高い家に近づいて行った’。

（1）　CKHnbnvaHr　（2）　XeopT　（3）　FneHnenb　（4）　XpoTran
（5）・6cT・・Te・bcT皐eHH・Ie叩脚・凪eH雌　　（6）・・脚H・Te・・舳．c・田3、

（7）BpeMeHHble　H丑e脚＞KeHHヨ　』⑧只Bみe眠KoPPe涯瓢曲
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　　　　　　くユラ
位置状況規定文（場所の徒属節）

　　§85　位置状況規定交は，比較的，まれにしか見られない。この文は，接続詞，場所の
　くゆ
副詞によって導かれる；例：Hwearf　pa　hreedlice，　P蕊r　Hr6P5ar　sEE：t，　eald　und　unhar　mid

his　eolra　5edriht　‘彼は，老いた白髪のフrr・一一ズガルが親しい貴族達を連れて坐っていると

ころに，早くやってきた’。

　　　　　　　　くの
原因結果状況規定文

　　§86原因結果の従属節は，古代英語においては，接続詞，forptempe，　forpbem‘be－

cause’ ﾅ，導かれる。

　　イ列：pa　cirdQn　hie　OP－in　on　6a　6a，　forptem　hie　ne　dorston　forp　bi写譜re融si51an　for

unfripe；forp蕊m　pεet　land　wees　eall　5ebUn　on　6pre　healfe　p蕊re　6as‘それから彼等は，河を

遡って方向を転じた。なぜなら，不安な状態のために，更に遠く河に沿って，敢えて航行し

ようとはしなかった。そしてまた，この河の一方の岸の＝ヒ地は，すべて，植民されていたか

ら’；wees　seo　hwil　micel，　twelf　wintra　tid　torn　5ep610de　wine　Scyldin5a，　wEana　5ehwy－

lcne，　sldra　sorsa；　for6am　sy66an　wear6　ylda　bearnum　undyrne　cif6　syddum　5eomore，　peette

3rendel　wan　hwile　wi6　Hr665ar‘スキュルデング公は，大きな不幸，大きな悲：哀，ためら

れた怒りを，20年間耐えた。なぜなら，グレンデルが，フローズガルと長い間，戦ったこと

は，悲しい詩において，人の子に，あまねく知られていたから’。

　　　　　　　　ほ　
目的状況規定文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　§87　目的の従属節は，仮定法の置型を伴った，接続詞Pa2tによって導かれた語結合

と，すべての従属節の一般的な意味によって，特徴ずけられる；例：Sw2　sceal　seong　suma

56de　5ewyrcean，　fromum　feoh－5iftgm　orl　feeder　eerne，　pEet　hine　on　ylde　eft　5ewunian

wi1－5esi6as，　ponne　wi5　cume，160de　5e1罷sten　‘それゆえ，若い戦士は，父の家でのの寛大

な贈り物によって，親切な行為をなす必要がある；と言うのは，老年になり，戦が始まった

とき，人々が，自由意志で，彼と行いを共にするように’（若い王は，彼が老いたときに，

人々が，彼と戦いに，喜んで行けるように，自分の身を持する必要がある）。

　　目的状況規定文は，それを避けることが必要であるような動作を表現するときは，その

従属節は，接続詞Py　1蕊s（Pe）‘that～not’で導かれる；例：forpon　ic　l§っf　werud　1teran

wille愛一fremmende，　peet　5e　60wer　hUs　5efeestni5en，　py　ltes　hit　ferbleedum　windas　t6we－

orPan‘それゆえ，私は，親愛なる国民が，法律を守るように教えることを望む，汝が，自

分の家を，堅固にし，その家を，不意の突風によってこわされないように’。

（1）　npeAno＞KeHHfi　MecTa　（2）　HapeuHe　MecTa　（3）　npHgKHHble　fipeJlno＞KeHMfi

（4）　Hpe江Jlo｝KeHHH　王エeJIK

（s）　colleTaHvae　BBoAflmero　coH）3a　PEet　c　（i｝opMo“　cocnaraTe”bHoro　HaK”oHeHHfi
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　　　　　　　　　　くり
結果状況規定文

　　§88　結果の状況規定：文は，接続詞pεetによって導かれる。これに関して，主交にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　
いては，副詞swa　sOが立つ。もし，そのような副詞がないときは，従属節の特性は，複交

の一般的意味においてのみ判断される。

　　副詞swaをもつた例：swa　cld勇ne　hio　wees　opfeallenu　on　An5elcynne，6εet　swipe　f6awa

w蕊ron　behionan　Humbre，6e　hiora　6§nin5a　cit6an　und．erstondan　on　en51ische　o66e　fur6um

5n蕊rend5ewrit　of　l蕊dene　on　en51isc　awendan‘学問の，英国での衰退は，非常にひどいも

のなので，ハンバー河のこちら岸においては，非常に多くの人が，自分自身の国の作品を英

語で理解できず，また，一つの書二かんさえも，英語から，ラテン語に翻訳できない’。

　　副詞のない例：60de　ellen－r6f，ジeet　h6　for　eaxlum　5est6d　Deni5a　fr邑5an　‘勇敢なる者

は行って，デンマーク人の近くに立つた’。

　　　　　　　　　　くの　

条件状況規定文

　　§89　条件状況規定：交（条件節）は，接続詞，5if，‘if’あるいは，　neefne‘unless’で導

かれる例：H6　me　habban　wille　dre6re　fahne，5if　mec　dea6　nime6‘もし，死が，私を捕

えないならば，彼は私を血まみれにするだろう’；Nisクeet　seld－5uma　weepnumるeweor6ad，

naefne　his　wlite　leoSe，　benlic　ansyn‘彼の外観が，欺かないものとすれば，それは，武器を

尊重する人間の，低い地位ではない’。

譲歩状況規定文

　　§90　譲歩文はpeah（pe）の接続詞によって導かれる；例：pone　s16－feet　him　snotere

ceorlas　lyt－hw6n　16Son，　p6ah　h6　him　l60f　weere‘道：理にかなった人によって，彼は，その

旅行を非難された，彼は，彼等に親しくはあったけれども’。

　　　　　　　　　　くらう

比較状況規定文

　　§90比較の従属節は，接続詞ponneによって導かれる。　nalees　hi　hine漉ssan　lacum

te6dan，　Peod－sestreonum，　ponne　pa　dydon，　pe　hine　eet　frumsceafte　for6　onsendon．　tenne

ofer　y6e　umbor－wesende‘彼が子供だつた時，誕生Nに，海を越えて，送られたものよりも，

より以上少しも，国宝の贈物を彼に与えなかった’；n灘re　ic　maran　5eseah　eorla　ofer　eor－

6an，　ponne　is　60wer　sum　sec50n　searwum　‘あなた達のうちの誰か武装している人よりも，

この土地で，私は，領主を決してより多く見たことはない’。

　　次の場合においては，接続詞swaで導かれた，従属節は，比較の従属節か，あるいは，

（1）

（3）

（5）

npenno＞KeHvas　cneAcBvafi　（2）　xapaKTep　fionqHHeHHoro　npeano＞lceHua　．

0611zmh　cMblcn　cnoxcHofo　HpeAno＞KeHHfi　（4）　ycaoBHSI’e’　tlpenno＞KeHnH

npe双JIo》KeH胚只　cpaBHeHH5｛
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　　　　　（1）

挿入髄・意味する・wea・d・h・・1d・・i・pa頭おsten器，　swa　pam　folce　de「5eomo「m6d”m

Iitdip　bebead‘以前に悲しみにやつれた，ユLディスが．命じたように要塞に，番兵を置い

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　　　　§91古代英語のテクストにおいては，また時折，一般的な性格をもつた従属節があり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

これに対応する一般的な代名詞，あるいは副詞によって導かれる。それゆえ，次の例におけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C5）

る，補足語複：合従属節は，一般的な性格をもつている：…swa　6Eette，　swa　hweet　swa　he　of

sodcundum　stafum　purh　b6ceras　Fel．eornode，　Peet　he　eefter　medmiculum　feece　・一・一・・　in

en51iscSereorde　we15eworht　forp　br6hte‘写字生を通じて，聖書から学んだすべてを，彼は

短かい時間に，完全に英語で説明することができた’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　　　　次の場合において，一般的な従属節は，むしろ，講渉的な，すべての場合において，状

況規定的な特性を持っている；例：hO　5ed6P　Pεet　ee5per　bip　oferforen・sam　hit　sy　sumor

sam　winter‘夏でも，冬でも，どれかが凍るようにした’。
　　　　　　　　　　　　　（7）

　　　　複合従属交の構造には，非常に複雑多岐な語結合を含む，非常に多様な補足語従属節が

見られることは，言うまでもない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g6stum6

　　This　is　nothing　but　a　second　series　of　the　tentative　assimilations　to　the　English　studies

in　USSR　；　since　the　introduction　of　Jespersen’s　descrjptive　approach　in　Engljsh　syntax　by

？rof．　lchikawa，　most　of　the　English　studies　comtemporaneous　with　those　precursors　who

applied　themselves　to　their　assimilations　have　deen　fruitfully　taken　into　the　body　corporate

of　English　studies　in　our　country．

　The　vistas　which　have　been　with　no　good　reason　left　unexplored　and　awaits　for　our

researches　are　those　studies　on　English　which　certainly　have　been　and　are　being　carried　out

in，　ltaly，　Spain　and　USSR．

　　As　it　is，　the　aim　of　the　present　writer　is　to　cast　a　precarious　plumb　into　the　vast

expanse　and　depth　of　unfathorned　contributions　of　English　studies，・　and　bring　them　to　our

scholarly　public　in　general．

　　This　paper，　concerned　with　Prof．　llysh’s　‘History　of　the　English　language’，　is　deliberately

taken　up　with　a　view　to　introducing　the　latest　work　on　the　subject　to　the　students　and

researchers　in　universities，　colleges　and　schloarly　institutions　of　this　country　whose　specia－

lities　and　interests　point　to　this　field，

（i）

（3）

C4）

（5）

（
7
）

BBOJIHOe　nPeJlnO＞KeHlie　（2）　gOAMepb

fiOngHHeHHble　fipeAno＞KeHHfi　06061ualomero　xapaKTep

cooTBeTcTByK）一He　0606111atou：lie’MecTOtaMeHlifi　HnH　HapegliH　’

双。灯oJIH躍TeJlbHoe　noA畷HHeH｝｛oe薮pe八Jlo激eHHe　　　　　（6）　y（ITyn｝ITeJ恥正｛b1藍

CnO）KHOIiOAgHHeHHoe　fipeAnO＞KeHHe　（mixed　sentence／／


